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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本文イラスト／伊藤明十






　序







　太古、水神共きよう工こうは天界において伏ふつ義き女じよ媧かに匹ひつ敵てきする強さを備え、地上の水神水すい妖ようを統すべる有力な神だった。


　ある時、女媧が土をこねて人間をつくった。


　共工は、女媧を不ふ遜そんだと思った。世界は、創世神盤ばん古こから生まれ、調和している。手を加えるべきではないと考えていたからだ。


　人間は、知ち恵えはあるが冬の夜に裸はだかで放ほうり出されたら死んでしまうような脆ぜい弱じやくな生きものだった。肉食の獣けものや妖あやかしにとって、人間は餌えさにすぎなかった。


　しかし、女媧や彼女に近しい神々は、人間を祝福した。人間は次し第だいに地上に行き渡わたっていき、女媧たちは人間を脅おびやかす妖を罰ばつした。妖は次第に生きる場所を失っていく。


　小こ賢ざかしく弱い人間が、妖の住み処かを奪うばいながら、地上を我がものにしていくことが共工は許せなかった。強いものが弱いものを狩かり、森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに則のつとって命を繫つなぐ──。そのような地上世界であるべきだと、共工は強く信じていた。





　雲に覆おおわれた寒い夏や、雪の降らない冬があっても構わないだろう。洪こう水ずいや旱かん魃ばつが起きて何が悪い。穀物が実らずに人間が餓うえるのは、人間だけが自然の営みから外れているからだ。


　雨師や風ふう伯はくが嵐あらしを起こしたり、鳴めい蛇だが旱ひでりを起こすのは、それがおのれの資質だからだ。それらの神や妖は、地上ができた時からそのようにして自然の一部を司つかさどってきた。なぜそれを女媧は否定するのか。





　共工はまた、女媧が人間に地上の支配を委ゆだねようとしていることを知って怒おこった。


　獣は食べるために他ほかの獣を殺すが、人間は食べるためでもないのに、他の生きものを殺す。同族さえも殺す。生命としてはあまりにも不完全だ。そのような人間が地上を支配すれば、人間はおのれの知恵を過信し、驕きよう慢まんになり、いつの日か地上を滅ほろぼすだろう。





　人間に害を与あたえたために、女媧に罰せられた妖たちが共工に従った。


　また、盤古神の肉体から生まれた地上を、ありのままに存続させようとする彼の信念に、数多あまたの神や妖が賛同した。


　共工が予想するように、いつか人間が地上の動植物を滅ぼしてしまうことを危き惧ぐする神々も共工に与くみした。





　共工は叛はん乱らんを起こした。地上を人間の手から取り戻もどすために。




　一　忍び寄る闇







　──舜しゆん、莉り由ゆうと晄こうを頼たのむぞ。


　それが父の最さい期ごの言葉だった。


　舜は、半ば凍こおりついた黄土を掬すくい鍬ぐわでかき、深く掘ほった穴に落とす。縦横深さともにおよそ二丈じようもの穴の底には、冷たくなった父母の亡なき骸がらが横たわっていた。その父母の白い顔に、舜の落とした土がかかる。


　周囲には誰だれもいない。


　黄こう河が南岸の小高い丘おかの上は、枯かれた野の薔ば薇らと、黙もく々もくと穴に土を落とす舜の姿があるだけだった。乾かわいた寒風が、ほとんど表情のない舜の頰ほおを刺さす。


　舜は一人でこの穴を掘った。丘下の家から父母の骸むくろを荷車で運んだのも彼一人で行った。


　十五歳の舜には、厳しい作業だった。里の者は手を貸そうと声をかけてくれたが、彼はそれを丁てい重ちように断った。舜は父母の亡骸を使って呪じゆ術じゆつを行うつもりだった。その場面を人に見られるわけにはいかなかった。


　小こ舟ぶねに乗って黄河を流れてきた晄をこの手に抱だいてから、およそ十年の月日が経たっていた。先代の南なん庚こう王の御み子こである晄は、それからも度たび々たび刺し客かくに狙ねらわれた。現王陽よう甲こうの後ろ盾だてとなっている董とう氏が放った刺客である。陽甲の治世は、有能な宰さい相しようと大だい史し令れいによってそこそこの安定を見せていたが、氏族間の覇は権けん争いは完全に終息していない。


　父はそれらの刺客と戦い、彼らを退けると住まいを替かえた。引っ越こしをしても、占せん術じゆつでは占みえないような呪術を施ほどこしても、刺客は執しつ拗ように一家を追ってきた。


　今回、一家の住む里を襲おそった疫えき病びようも刺客の呪じゆ詛そによるものだ。父は晄を守りながらその刺客と戦ったが、自らを蝕むしばむ疫病を祓はらいきれず、母とともに死んだ。


　父母が亡なくなった直後は、舜は晄を連れて逃にげようかと思った。心の奥に、刺客に対する怒いかりの炎ほのおが点ともっていたが、舜は感情を抑よく制せいする術すべを心得ていた。怒りにまかせて行動すれば、戦いに負ける。父にそう教え込まれていた。


　しかし、父母を亡くした晄は心を病やみ、河か伯はくの加護を弱らせた結果、同じ疫病に罹かかってしまった。瀕ひん死しの晄を連れて逃げ切るのは難しい。


　呪詛を返して、刺客を皆みな殺ごろしにする──。


　舜はそう決意し、亡骸をこの丘の上に運んだのだった。


　バラバラと雨音のような音を立てて、凍った土が父母を隠かくしていく。舜の喉のど元もとに、時折、発ほつ作さのように熱い塊かたまりが迫せまったが、彼はそれを呑のみ込んだ。父母の死を嘆なげいている場合ではなかった。刺客は、晄が疫病に罹ったことを知って油断しているはずだ。やるなら今しかない。


　父母の亡骸がすっかり土に覆われたところで、舜は荷車に載のせてあった一ひと振ふりの青銅の剣けんを手に取った。刃やいばにびっしりと文字が彫ほり込まれた呪具である。彼はそれを、父の胸の辺りの土に突つき刺した。小さな声で呪を唱えながら、その剣に酒を降り注ぐ。


　剣から、常人には見えない気が立ち昇のぼり、丘を下っていった。これで、父母の命を奪った疫病は、疫病を喚よんだ刺客に返るはずだ。呪詛返しの術としてはごく基本的なものだが、父の作った呪具には膨ぼう大だいな力が秘ひめられている。掘り起こされない限り呪術は成じよう就じゆするはずだ。


　舜は冷めた目で気の行方ゆくえを見送ると、再び穴の中に土を入れた。突き立てた剣はそのままである。土を平らにならし、のけておいた野薔薇のつるを上に載せて穴の跡あとを隠した。


　空になった荷車を引き、舜は足早に丘を下った。


　父母の死を悲しんでいる余よ裕ゆうはなかった。呪詛返しに気づいた刺客が、墓を暴あばきに来る恐おそれがあった。


　舜は、回り道をして一いつ旦たん街かい道どうへ出ると、歩む速度を緩ゆるめた。


　焦あせるな──と、自分に言い聞かせる。


（敵は、晄が発病したことを知っている。刺客たちは、今さら晄を襲わない。自分たちに返ってきた疫病の呪詛を祓うために、まず呪具の在処を訊ききだそうとするはず……）


　舜は油断なく、目だけで辺りの気配をうかがいながら街道を歩く。


　ザワリと、風もないのに道みち脇わきの枯かれ芒すすきが鳴ったのは、畑の向こうに舜の住む集落が小さく見えてきた時だった。同時に、痛いほどの殺気が背中に叩たたきつけてくる。


　舜は荷車を捨て置き、ダッと走り出した。街道を外れて雑木林の中に駆かけ込む。


　背後から、枯れた草の中を走る音が追ってきた。


（三人──、いや四人か）


　舜は走りながら、追っ手の足音を数える。


　ヒュンヒュンと風を切って矢が脇を通り過ぎた。舜は、葉を落とした楡にれの大樹の後ろに回り込み、幹に背をつけて追っ手を待ち受ける。


　敵の足音が止まった。藪やぶや木立の陰かげに身を潜ひそめているのか、姿は見えない。


「逃げられはせぬ。素す直なおに呪具の在処を吐はけば、命は助けてやろう」


　声は、右後方の藪の中から聞こえた。息は荒あらく、苦しそうな声こわ音ねだ。呪詛返しによって発病したのだろう。


　舜は呼びかけには答えず、懐ふところから金属製の小さな板と小刀を取り出した。炎を喚ぶ呪具である。小刀の刃には藁わらが巻き付けてある。彼は板と小刀の切っ先を擦こするように打ち合わせた。火花が散り、藁に炎が点った。それを声が発せられた藪に投げ込む。


　バッと藪に火がついた。通常ではあり得ない速度で炎が燃え広がる。獣じみた男の悲鳴を背中で聞きながら、舜は再び走り始めた。


　炎はあっという間に雑木林の下草を舐なめ尽つくし、舜の背後ばかりではなく、両りよう脇わきにも迫ってきた。しかし、舜の行く手の草は、燃えずに一本の道を作っている。昨夜のうちに、火ひ除よけの呪具を置いておいたのである。舜は走りながら、小さな壺つぼの形をしたその呪具を蹴けり飛ばした。倒たおれた呪具は力を失い、その上に炎がかぶさる。


　炎が巻き起こす音に交じって、男たちの断だん末まつ魔まの声が耳に届いたが、しばらくするとそれも聞こえなくなった。自分が直接手を下して、人を殺したのは初めてだが、大して後こう悔かいも恐きよう怖ふも感じなかった。


　舜は雑木林を抜ぬけて街道へ戻った。気配を探さぐり、追って来る者がいないことを確かめると、街道を走り始めた。炎は雑木林を覆おおい尽くし、夕暮れの空を焦こがす。


　雑木林が燃えていることを知って何人かの里人が家から出て来たが、延えん焼しようの心配がないことがわかるとみな屋内に戻った。畑を広げるために林や野原を焼くことはよくあるし、疫病は里中に広がっている。わざわざ火事を見に来ようとは誰も思わない。それも計算の上で、舜は雑木林に刺客を誘さそい込み、火を放ったのだ。


　舜は、荷車を置いてきた場所まで戻ると、それを引いて全力で家へ向かった。


　刺客があの四人だけなのか、他にも仲間がいるのかわからない。仲間がいれば、今度は晄を人ひと質じちに取って、呪具の在処を訊き出そうとするかもしれなかった。


　家の表口まで来ると、舜は耳を澄すます。敵の気配はなさそうだ。家の周囲に配置した護まもりの呪具にも異常はない。


「ただいま」


　荒い息を整え、舜は、何事もなかったような顔を作ると表口をくぐった。二間きりの小さな家である。その奥の部屋で、晄は夜具の上に仰ぎよう臥がしていた。枕まくら元もとには真っ赤に目を泣なき腫はらした莉由が座し、濡ぬれた巾きんで晄の額の汗あせを拭ぬぐっていた。


「僕が留守の間、何もありませんでしたか？」


「黄河沿いの雑木林が燃えてるって、近所の人が騒さわいでいたけど……」


　莉由が不安そうに舜を見上げる。


「そう言えば煙けむりが見えてましたね。風もないし、燃え尽きれば自然に消えるんじゃないですか」


　舜は莉由の隣となりに片かた膝ひざをつき、「晄ちゃんの具合は？」と、晄の顔をのぞき込む。晄は目を閉じ、頰は赤く、息が浅い。そっと額に触ふれてみたが、ひどく熱く、熱は一向に引いていないようだった。


「……舜しゆん兄にい」


　晄の瞼まぶたが、薄うすく開いた。


「父さんと母さんが……いないんだ……。どこへ行ったのか、知ってる……？」


　高熱に浮うかされたように、晄はそう言った。父母の臨終に立ち会っているはずなのに、心に受けた衝しよう撃げきが深すぎて、晄はすっかりその場面を忘れてしまったらしい。


　莉由が、わっと泣き伏ふした。


「晄ちゃん、お父さんとお母さんは──」


　舜は、喉元までせり上がってきた熱い塊を呑み下し、ほんわりとした笑えみを作る。


「野薔薇の丘にいますよ。病気が治ったら会いに行きましょうね」


「野薔薇の丘……？」


「そうですよ。だから、早く病気を治しましょうね。起きて、お薬が飲めますか？」


　舜は、晄の肩かたの下に手を入れてそっと起こす。莉由がしゃくり上げながら、枕元に置いてあった薬湯の椀わんを晄の口元に持っていった。


　晄はそれを一口嚥えん下かすると、舜の腕うでに身をもたせかけた。


「……父さん、そこにいたの……。捜さがしたよ」


　半分は夢を見ているのだろう。晄はそう言うと、舜の腕の中で安心したように目を閉じる。


「お兄ちゃん……」


　莉由がぼろぼろと涙なみだをこぼしながら、舜の肩にすがりついた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕がついてます。何も心配することはありません」


　今日からは、自分が父の代わりに晄を守る──。


　舜は片手で莉由の背を抱だき寄せ、片手で晄の肩を抱きしめた。


　陽甲王の十祀し、舜が十五の冬だった。
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「将来の夢？」


　馮ひよう夷い城前の松林に綱つなを張り、洗せん濯たく物ものを干していた晄は、目下の同居人である子どもたちに問われて目を瞬またたいた。


「俺は、商人になりたいんだ。船に乗って、九州をまたにかけるような大商人。大船団を組んで、異国と交易して、そんで大もうけすんの」


　子ども盗とう賊ぞく団の頭目、楊ようは、たらいに張った灰汁あくで肌はだ着ぎを洗いながら、目を輝かがやかせて語る。


「いいね、大商人。楊に向いてると思うよ。度胸あるし、状じよう況きようを見ていろいろ算段するの、得意だし」


「晄は大人になったら何になりたい？」


「そうだねー、俺はみんなが笑って幸せに暮らせる国をつくりたいって思ってるけど……」


　晄は洗った袷あわせを綱にかけながら、晩冬の空を仰あおぐ。


　殷いんは鬼き方ほうと戦いくさの真っ最中である。馮夷城の警護に就ついている晄は、こうして子どもたちと一いつ緒しよにのんびり洗せん濯たくをしているが、泰たい山ざんを隔へだてた黄河の氷上では、日夜殷軍と鬼方軍とが激しい戦せん闘とうを繰くり広げているという。そんなことが夢の中のできごとのように思われるほど、穏おだやかに晴れ渡わたった青空だった。


（戦に怯おびえることもなく、食べる物にも寝ねる場所にも困らない、みんながそんな暮らしができる国にしたい）


　漠ばく然ぜんとそうは思っているが、具体的にどのような形で政まつりごとに参画するか、自分の未来像に明確な展望は持っていない。目下の目標は、章しよう玄げんや炅けいと決着をつけて、水神共工の復活を阻そ止しし、汪おう李りと鳴めい蛇だを和解させることだ。


「じゃ、陝せん邑ゆう領主辞やめて、官かん吏りになるの？　殷の宰さい相しよう？　貞てい人じんでもいいけど、晄は占せん術じゆつの才能はないんだろ？」


「うーん、そうだねぇ」


　楊に問われて晄は首を捻ひねる。楓ふう牙がは王になれと言ってくれるが、自分はとてもそんな器うつわではない。


『ぼくは、おっきくなったら、とりになる～』


　年少の子どもたちと遊んでいたチャウは、子犬姿のまま後ろ肢あしで立ち上がって、前肢をバタバタと振ふった。チャウは鳳ほうに懐なついていて、将来は鳳ほう皇おうになると決めているのだ。


『お前、その夢、まだ諦あきらめてねーの？』


　晄とともに洗濯物を干していた鳳は笑った。


「ねえねえ、晄。楊に雇やとってもらって、おいらたちと一緒に船に乗ろうよ。チャウも鳳兄ちゃんもさ」


　楊の子分の子どもたちが、無む邪じや気きに晄たちを誘った。


「船は、絶対無理」『むり』


　晄も、チャウも即そく答とうする。


「俺、水が苦手だから、船に乗るような仕事はちょっとねー」


　生まれて間もなく黄河に流されたせいか、晄は水が怖こわい。陝邑に温泉が湧わいた時、晄は巨きよ大だいな浴よく槽そうを造ったのだが、それにすら浸つかれないのだ。


『ぼくは、みずはにがてじゃないけど、ふねからおちたら、おっきくなりすぎる』


　チャウは、濡れると殖ふえる息そく壌じようという妖あやかしだ。万一船が転てん覆ぷくしたら、鳥にならずに山になる。


「蛇へびのじーちゃんは、ずっと晄の腕うで輪わやってそうだよな。馬のじーちゃんは？」


　子どもたちの目が、晄の左腕に巻きついている小蛇と、巨大な陶とう製せいの瓶びんを抱かかえて水を運ぶ黒い肌はだの巨きよ漢かんに向く。


『じーちゃんは余計だ』


　小蛇の黄こ金がね色いろの目が、子どもたちをギロリと睨にらむ。


「汪李、五千歳とか六千歳とかなんだろ？　見た目がいくら若くてかっこよくても、六十過ぎたら、俺らにはじーさんなんだよ」


　楊は、水すい妖よう最強と言われる化か蛇だの王も恐おそれない。


『その理論からすると、鳳もじーさんというべきだ』


　と、煒い白はくは前置いて、


『私も晄のそばにいる。愛馬として晄に仕える。畑仕事、情報収集、城や堤てい防ぼうの建築をする。水みず汲くみ、掃そう除じ洗せん濯たく、仕立物、食事の支し度たくをしてもいい』


　彼は真ま面じ目めな顔で答えた。並外れた膂りよ力りよくと、優すぐれた五感を持ち、女め神がみ英えい招しようから様々な知識を授さずかった煒白は、何でもできる。


「便利～。でも、衣ころもを縫ぬうとか御ご飯はんの支度とか、それって、お嫁よめさんの仕事じゃない？」


　子どもたちが可笑おかしそうに言うと、


『嫁にもなれる』


　彼は、ポンと見み目め麗うるわしい女性に変へん化げした。子どもたちが「きゃ～」と歓かん声せいを上げる。


「じゃ、佟とう韋い兄ちゃんは？」


　子どもたちは、佟韋を振り向いた。彼はなぜか妙みように真しん剣けんな表情で、静せい謐ひつな眼めをじっと晄に注いでいる。


「佟韋兄ちゃん？」


「ああ、将来の夢ですか？　僕も晄と一緒に国の政に加わりたいと思っていますが、僕は華か山ざんの神に仕える巫ふ術じゆつ師しですから……」


　彼はそう言って笑顔を見せたが、その眼まな差ざしはまだ晄から離はなれない。


「佟韋、どうかした？」


　晄は尋たずねた。


『晄、お前──』


　鳳も表情を一変させ、晄を凝ぎよう視しする。


「何なの、俺が何か……」


　その時、いきなり意識が遠のき、晄はハッとして足を踏ふみしめた。眠ねむいのを我が慢まんして、無む理り矢や理り起きている時のような感覚だった。


（何か変だ……）


『晄に憑いている清と濁だくの光が──』


　鳳の声がやけに遠くで聞こえた。身体からだがひどく重く、寒くてたまらなかった。


　晄は背を丸めて襟えりをかきあわせる。


　ふと、亡なくなった養父母のことを思い出した。


　養父母は、呪じゆ詛そによる疫えき病びようで死んだ。けれど、晄はその場面を思い出せない。


　ただ、ひどく寒い夕暮れ、舜に連れられて丘おかに登ったことを憶おぼえている。


　丘の上には、枯かれた野の薔ば薇らが茶色いつるを一面に這はわせていた。


　この丘に父母を埋まい葬そうしたのだと、舜は言っていた。


　自分の指が喉のどにかかった。なぜそうしたのかわからない。半ば夢を見ているような気分だった。


　怒いかりと悲しみとで、晄の胸は潰つぶれそうに痛んでいた。


（俺が生まれたからだ。俺が生まれなけりゃ、父さんも母さんも死なずに済んだんだ）


　晄の腹の底で、熱い塊かたまりがうごめき始めた。


（父さんや母さんだけじゃない。俺のせいで、みんなが不幸になった。杏きよう玲れい母さんも、炅も──。舜兄や莉りー姉ねえだって、俺に関かかわらなけりゃ、今いま頃ごろは父さんや母さんと一緒に、笑って暮らしていられたんだ……）


　養父母の笑え顔がおや、杏玲の泣き顔、寂さみしげな炅の後ろ姿が、次々と晄の脳のう裏りをよぎる。


　夢と現うつつの間で、晄は泣いていた。


（俺は生まれてきてはいけなかったんだ……）


　腹の底の熱い塊が喉までせり上がり、息が苦しかった。


　晄はもがいた。もがけばもがくほど喉が詰つまり、呼吸はますます苦しくなった。


（これでいいんだ……。俺は死ななくちゃならない）


　顔が熱く膨ふくらみ、舌がせり出してくる。視界が黒くかすんできた。


『晄!!』


　突とつ然ぜん、パシッと音を立てて、世界がひび割れたような気がした。


　晄は目を開けた。どっと息が肺の中に流れ込み、晄はヒューヒューと喉を鳴らして息を継つぐ。


　目の前に人ひと形がたの汪李の顔があった。黄金色の目が、狼ろう狽ばいした様子でこちらを見つめている。


　彼は晄の両手首をつかんでいた。


「汪李……俺、いったい……」


　周囲の景色が松林に戻もどっていた。晄はいつの間にか地面にしゃがみ込んでいた。汪李の後ろには、呆ぼう然ぜんとこちらをのぞき込んでいる鳳と煒白、佟韋や子どもたちの顔もある。


『お前は、自分で自分の首を絞しめていたのだ』


　汪李はまだ、晄の手首を握にぎっていた。








「共工の気が力を増しています。今までよりもずっと──」


　佟韋は目を細めて、晄をじっと見つめる。


　馮夷城内の、晄と佟韋が寝ね泊とまりしている子ども部屋である。


　晄は、床ゆかに座り、壁かべに背をもたせかけてぼんやり佟韋の言葉を聞いていた。晄の左腕には小蛇姿の汪李が巻きつき、右肩にはひよこ姿の鳳が乗っていた。晄がまた自分で首を絞めてしまうことを心配して、見張っているのである。


「量は変わらないのですが、活性化したとでも言うのでしょうか」


　晄には、河伯の加護と共工の気が憑ついている。晄には見えないのだが、それが鳳や呪じゆ力りよくのある佟韋には、清と濁の光として目に映る。


　佟韋が言うには、それまで、清と濁の入り混じった光はそれなりに落ち着いていたのだが、突然、濁にごった光だけがざわめき始めたとのことだった。


『そ、特に何の前まえ触ぶれもなかった。ほんと、いきなり』


　鳳もうなずいた。


『大だい丈じよう夫ぶか？　気分は？』


　汪李に問われ、「うん……。まあ、何とか」と、晄は弱い笑みを浮うかべた。


　妙な感覚だった。夢の続きを見ているようだった。ふわふわと足元が頼たよりなく、頭の中に薄うすい霧きりがかかっているようで、目に映る景色が現実のものとは思えない。


　気分がひどく重苦しく、わけもなく急に泣きたくなる。今から馮夷城内の見み廻まわりに行かなければならないのだが、何もする気になれなかった。


「鳳がそばにいてくれるからかな。さっきよりはだいぶ楽だよ」


　晄に取り憑いている共工の気は、共工の肉体、すなわち人間で言うところの血肉にあたる。共工は水神なので、その気は陰いんに属する。人間の場合、陰の気により穏おだやかさや冷静さがもたらされるが、強すぎると悲しみや憂うれいなどに心を支配されてしまうという。


　逆に、陽の気により人は活発になるが、強すぎれば攻こう撃げき的になる。従って、陰陽の均きん衡こうを保つことが重要なのだそうだ。鳳は陽に属する妖あやかしなので、彼の発する陽の気が、共工の気を和やわらげてくれているらしい。


『おれは、焼け石に水を垂らしたぐらいしか役にたってねえよ。汪李の陰の気を相そう殺さいしてるって程度だな』


　こんな時でも鳳はあっけらかんとしている。やはり、陽に属する妖だ。


『我は、晄の心を乱すほど陰の気を発してはおらぬ』


　汪李は心外だと言わんばかりに、鳳を横目で睨む。


　水妖の彼は陰に属する。水神の河伯も陰に属するが、晄を護まもるという性質上、河伯が発する陰の気が心に与あたえる影えい響きようは少ないらしい。


『ぼくにみずをたらすときけん～』


　チャウは真剣に怯おびえる。いつもなら可愛かわいいと思うチャウのそんな様子を見ても、今は少しも面おも白しろくない。


（炅は、ずっとこんな気持ちなのかな……）


　晄は、自分と同じく、共工の気に取り憑かれた少年に思いを馳はせる。


　──最初から何かが欠けているのか、どこかが壊こわれてるんだろうけど、河伯の加護もないから、簡単に共工に支配される。


　炅はそう言っていた。


　彼の衝しよう動どう的な破は壊かい行動は、家族の愛情を知らず、人を殺すことを日常にしていたことも一因なのだろうが、共工の陰の気が大きく影響しているのだろう。


（そう言えば、前にもこんな気分になったことがあったっけ）


　二年前、両親の命を奪うばった疫病が、呪じゆ詛そによるものだと知った時だ。悲しみと、その呪詛に加担した炅への憎にくしみとが、共工の気を増長させてしまった。何をしても楽しくなくて、ひどく残ざん忍にんな気持ちになったことを憶えている。今は誰だれかを憎いとは思っていないが、自分が生まれたせいで、周囲の人たちを不幸にしたことが辛つらくて仕方がなかった。


「それにしても、いきなり共工の気が力を増すはずはありません。何か理由があるはずです。心当たりはありませんか？」


　佟韋は尋ねた。


「わからない……。こないだ父さんと母さんの実の子じゃないって知った時、俺、すごく悲しかったけど、別に共工に支配されたりしなかったし、杏玲母さんにも無事に会えたし……」


『晄の心の問題ではないとすると、章玄が術を用いたか、または、炅に何かあったのか──』


　汪李は不安げに呟つぶやき、


『どちらにしても舜に知らせた方がいい。迎むかえに行ってくる』


　煒白が、そう言って立ち上がった。








　その頃ころ、舜は館やかたの庭で、銅鉱石を焼いていた。


「お兄ちゃん、何もお庭で仕事しなくたって──」


　洗せん濯たく物ものを干そうと庭に出てきた莉由は、呆あきれかえっていた。


「工こう房ぼうで焙ばい焼しようすると、他ほかの人が焼いた銅鉱石と混じっちゃうことがあるんですよ。他の工人の腕うでを信用してないわけじゃありませんが、晄ちゃんに憑いている共工の気を封ふうじる呪具を作るんですからね。念には念を入れたいんです」


　舜はほんわり笑顔で答える。


「そうねぇ。神の気を封じるなんてすごい呪具を作れるのは、この世でお兄ちゃんしかいないものね」


　莉由は誇ほこらしげに言った。


「手伝おうか？　薪まきぐらいなら、あたしにもくべられるわよ」


「いえいえ。薪をくべるのも結構難しいんですよ」


　晄のための呪具を作る時、舜は銅鉱石の選別から仕上げの研けん磨ままで、すべての作業を独りで行う。作業そのものが呪じゆ術じゆつであり、わずかでも狂くるいがあれば呪具の力が発揮されないからだ。


　舜は砕くだいた銅鉱石を焚たき火の中に投げ入れ、呪を唱えながら、じっと炎ほのおの中の銅鉱石に目を凝こらす。焙焼というこの作業は、製せい錬れんの最初の工程で、銅を溶とけない程度に焼いて、不純物を取り除くことを目的としている。温度が高すぎても低すぎても、いい銅は得られない。


　ふと、舜は目に微かすかな痛みを感じて眉まゆをひそめた。溶よう錬れんという、銅を高温で熱して溶かす作業をした日は、夜になってから目が痛むことはあるが、焙焼の最中に痛み出したのは初めてだった。


　痛みは次し第だいに増したが、それでも舜は銅鉱石を見つめ続けた。青銅器職人は、溶けた銅や炎を凝ぎよう視しするため、目を病やむ者が多い。痛みはそのせいだと思った。


　それが病による痛みではないと気づいたのは、しばらく経たってからだった。


「まさか……」


　舜は愕がく然ぜんと炎の中の銅鉱石を見つめる。赤く焼けた銅鉱石から禍まが々まがしい青黒い煙けむりが上がっていた。


「お兄ちゃん、どうかした？」


「いいえ、何でも──」


　急いで火を消し、銅鉱石を検あらためていると、


『舜、すぐに来てくれ』


　煒白が慌あわてた様子で庭に姿を現した。








「自分で首を絞めるなんて──」


　煒白に連れられ、莉由とともに馮夷城を訪おとずれた舜は、話を聞いて真っ青になった。


「晄ちゃん、何てことするのよ！」


　莉由は晄の手を取り、涙なみだぐむ。


「何てことって言われても……俺にもどうしようも……」


「共工の気が、晄ちゃんの身体からだを操あやつったのでしょうね。寝ね惚ぼけていようが、正気だろうが、自分で自分の首を絞めて死ぬことはできません。意識を失ったところで、力が抜ぬけて手が離はなれてしまいますからね」


　舜は切れ長の目を細めて、晄を取り巻く清と濁だくの光を見つめた。呪じゆ力りよくのある舜は、佟韋や鳳と同様にその光が視みえる。


「でも、共工の気が力を増すようなできごとには心当たりがないのに、濁った光がこんなに活発になるなんて……」


「やだ、今も、濁った光がざわざわしてるの？」


　莉由は、慌てて晄の頰ほおや胸を手の平でパタパタと払はらうように叩たたき、


「莉姉。払ったって落ちるもんじゃないよ」


　晄は肩かたをすくめた。


「取りあえず、これを首から下げていてください」


　舜は懐ふところから、魚を象かたどった青銅の珮はいを取りだした。魚は小指ぐらいの大きさで、一枚一枚の鱗うろこまでが丁てい寧ねいに鋳ちゆう造ぞうされている。それが三つ、長めの紐ひもでつないである。


「二年前のあの時も、これ使ったっけ」


　この珮は、河伯の加護を強め、共工の気を抑おさえる力がある。魚は河伯の象しよう徴ちようなのだそうだ。
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　晄は紐を首にかけた。三匹びきの魚が胸むな元もとで揺ゆれる。途と端たんに、頭の中の霧が晴れ、胸の奥にわだかまっていた重苦しさが消えてなくなった。


「あー、すっきりした。舜兄、ありがと」


　晄は魚の珮の上から胸を押さえる。


『共工の気が鎮しずまったな』


　鳳が目を細めて、晄を取り巻く清と濁の光に目を凝らした。


「油断してはだめですよ。ほんの一時しのぎですから」


　舜はそう言うと、早々に帰り支じ度たくを始めた。


「舜兄、もう帰っちゃうの？　御ご飯はん一いつ緒しよに食べてかない？」


「工房へ行きます。急いで、晄ちゃんから共工の気を祓はらう呪具を仕上げなくちゃなりませんからね。それから、今日紫し央おうさんがここへ来たら、帰りにでも工房へ寄ってくれるように伝えてくれませんか？」


「いいけど……何で？　舜兄、どっか悪いの？」


　紫央は雍よう和わという妖で、優すぐれた治ち癒ゆの力を持っている。幼い時に馮夷城に捨てられ、晄の祖父、嬉き関かん玲れいに拾われたのだが、現在も頻ひん繁ぱんにこの馮夷城に出入りし、ここに住む者たちの怪け我がや病を診みていた。


「違ちがいますよ。ちょっと、呪具の相談に乗ってもらおうかと思って。じゃ、頼たのみますね」


　舜はバタバタと部屋を出ようとして、腰こし掛かけ代わりに使っている石の台に脛すねをぶつけた。


「いたた──」


「舜兄、落ち着いて」


「あはは、慌てちゃいました」


　彼は笑って脛をさすると、ひょこひょこと足を引きずりながら部屋を出て行った。


『あいつ──』


　鳳は訝いぶかしげに舜の背を見送る。


　煒白も、小こ蛇へび姿の汪李も舜の後ろ姿を見つめていたのだが、彼らの眼まな差ざしが何を意味するのか、その時の晄は気づかなかった。








　王城の北西、青銅器の工房で、舜は一人、作業台に向かって粘ねん土どの塊かたまりに紋もん様ようを刻む。


　粘土の塊は、二尺四方の方形をしていた。彝いという蓋ふたつきの器うつわを作り、晄に憑いている共工の気を封じる呪具にするつもりだった。


　彫ほっている細かい紋様は、炎を象徴した渦か紋もんだ。


　火侮水──。


　通常、火は水に消されてしまうが、火が強ければ水の力を受けつけない。炎えん招しよう戈かはその理ことわりに則のつとって作られたのだろう。炎招戈ほどの武器はとても作れないが、この紋様に呪力を込めれば、共工の気を封じる呪具ができるかもしれないと舜は考えていた。


　紋様を彫っている削さく刀とうは、河伯の使い──晄に河伯の加護を祈いのり、その身を黄河に投じた先代の大だい史し令れい、隗かい昭しよう明めいからもらったものだ。彼の呪力がこの削刀には宿っている。


　従って、この紋様には舜だけでなく隗昭明の呪力も加わっていた。


（あとは、工人としての僕の腕……）


　しばらく、一心不乱に粘土を彫っていた舜だが、やがてその手を止め、紋様をじっと見つめる。何度か目を瞬またたき、軽く頭を振ふると、再び紋様に目を凝らした。


「さて、困りました……」


　無意識に、心の内を声に出して呟つぶやく。


『何を困ってるんです？』


　突とつ然ぜん、背後から声をかけられ、舜はギョッとして振り向いた。そこに一匹ぴきのぶち猫ねこがちょこんと座っている。左目は黒だが、右目が紫むらさき色いろの猫だった。


「紫央さんでしたか」


　舜はほっとして、いつものほんわり笑え顔がおを取り戻もどす。


『猫なら、迷い込んでも怪あやしまれないと思ったんです』


　猫はふっと輪りん郭かくを崩くずし、一いつ瞬しゆんのうちに人の姿をとった。歳としは二十代半ば、晄によく似た面おも差ざしの青年である。


「でも、人ひと形がたのまま来ても大だい丈じよう夫ぶだったね」


　紫央は紫の目に青銅の眼帯を当てると、閑かん散さんとした作業場を見回した。


「他ほかの工人は、別の作業場で武具を作ってるんです。戦いくさの最中ですからね。のんびり祭具や装身具を作ってる場合じゃないんですよ。僕は部外者なので、勝手なことやってますけど」


　舜は、作業台の粘土に目を落とす。


「それが、晄──陝邑侯こうから共工の気を祓う呪具ですか？」


　彼が、陝邑侯と言い直したことを聞き咎とがめ、「そんなあらたまらないでください」と、舜は笑った。


「あなたは、関玲様の息むす子こみたいなものなんでしょう？　だったら、晄ちゃんの叔父おじさんです。僕の父は関玲様に仕えていたので、僕にとっては、あなたは主あるじの御ご子息ですよ」


「主の御子息はないでしょ、私は妖あやかしだもの。でも、そんな風に言ってもらえるととても嬉うれしい。あなた方のことは関玲様とよく話をしていて、実を言うと、幼い時から私の中では、晄もあなたも家族同様の存在だったんだ。甥おいっ子というには歳が近いから兄弟みたいな感じかな」


　紫央もそう言って笑った。


「館やかたにはあなたの父君、尭ぎよう殿どのの作品がたくさん残っていて、それらの品についても関玲様はよく話題にされるんだよ」


　彼は、舜の彫った粘土の紋様に視線を戻し、


「見事だね。館にある尭殿の作品と比べても遜そん色しよくがない」


　と、粘土の塊を軽く指でなぞる。


「それが、そうでもないんです」


　舜は、溜ため息をついた。


「晄ちゃんに憑いてる共工の気を祓うだけなら、それなりの呪具はすでにあるんです。でも、祓っただけじゃ、その気が炅君のところへ行ってしまって、共工は復活してしまうでしょう。だから、共工の気を祓うと同時に、完全に封ふうじる呪具を作らなくちゃならないんです。それもできるだけ早く──」


　舜は、晄に憑いている共工の気が突然力を増し、晄が自分で自分の首を絞しめたことを語った。


「そんなことが──」


　紫央の顔が見る間に青ざめていく。


「でも、その呪具がなかなか作れません。神の気を封じるなんて、そんな技わざ、お父さんにも教わってませんし……。そこへきて、困ったことに、呪じゆ詛そをかけられたらしく、目がよく見えなくなってしまったんです」


「呪詛!?」


「うかつでした。おそらく章玄の仕し業わざでしょうね」


　舜は、今朝、館で銅鉱石を焙ばい焼しようしていた時に、目が痛み始めたことや、銅鉱石から瘴しよう気きが上がっていたことなどを告げた。


「多分、銅鉱石の中に、燃えることで呪詛が発動するような呪じゆ物ぶつが仕込まれていたのだと思います。急いで銅鉱石を調べたのですが、すでに焼けてなくなっていたので、どんな呪物かわかりませんが──」


　呪物がなくなってしまったので、呪詛の種類も呪詛を解く方法もわからない。


「目がよく見えないって──どんな風に？」


「ひりひり痛むし、遠くも近くもぼやけて、はっきりしません。特に右目は、所々に黒い霧きりみたいなものが見えます」


「黒い霧……？」


　紫央は眉まゆをひそめた。


「とにかく診せて」と、彼は舜の瞼まぶたを指で押し開き、瞳ひとみの奥をのぞき込んだ。


「舜さん。これ、かなりまずいことになってるよ」


　舜の目を観察しながら紫央は言った。


「たちの悪い呪詛だ。複数の目の病を同時に発はつ症しようさせたらしい。とりあえずやれるだけのことはやってみるけど……」


　紫央は舜の顔を仰あお向むかせ、目の上に手の平をかざした。手の平から淡あわい光の粒つぶがこぼれ、舜の目の中に吸い込まれる。


「どう？」


　紫央は、舜の顔の上から手を外した。舜は何度か目を瞬き、工こう房ぼうを見回す。


「痛みはなくなりました。ぼんやり感もなくなって、はっきり見えるようになりましたけど、右目の黒い霧がまだ残っています」


「目の奥の、物を見る働きをする所が部分的に死し滅めつしてしまっていて、それがあなたには黒い霧みたいに見えるんだ。その黒い霧は私にも晴らせない」


「治らないんですか？」


「残念ながら……。死んだものを生き返らせることができないのと同じだよ」


　紫央は暗い顔で頭かぶりを振った。


「呪物は燃え尽つきて、呪詛は完結してしまった。もう病は治らない。あとは、これ以上悪くならないようにするしかない。目を疲つかれさせないようにして。日の光が目に入るのも、炎ほのおや溶とけた銅も見るのもよくない。その黒い霧が広がってしまう」


「それじゃ……」


　舜は目を瞠みはった。


「ああ。このまま青銅器を作り続けていたら、近いうちに失明する」


　紫央は苦く渋じゆうに満みちた表情で、そう告げた。


　重い沈ちん黙もくが落ちた。


　青銅器の工人としては致ち命めい的てきな状態に陥おちいってしまったことに、舜は愕がく然ぜんとしていた。


　仕事仲間で目の見えなくなった者は多い。いつか自分にもその時が来ると、漠ばく然ぜんとした覚かく悟ごはあった。けれど、彼らが視力を失ったのは老いてからだ。こんなにも早く、自分がそうなるとは予想外だったのだ。


「大丈夫か……？」


　よほど自分はひどい顔をしていたのだろう、紫央がおずおずと声をかけた。


「失明ですか。正直言って、これはかなりの衝しよう撃げきですね……」


　舜は、前まえ髪がみを搔かき上げ、苦い笑みを浮うかべた。


「まあ、そんなことはどうでもいいんですけどね。問題は、共工の気を封じる呪具が作れるのかってことです」


「共工の気を封じる呪具を急いで作らなくてはならないのはわかる。神の気を封じるなんて、そんなすごい物が作れるのはあなただけだということも知っている。私は、尭殿が残された呪具がどんな奇き跡せきを起こしたか、この目で見てきたからね。あれほどの物が作れるのは、この広い殷でも、尭殿の才能を継ついだあなたしかいない。でも──」


　紫央はそこまで言って、辛つらそうに目を伏ふせた。


「私としては、もう呪具を作るなとしか言えない……。右目が見えにくければ、自然と左目を使うようになる。左目に黒い霧ができるのも時間の問題だ」


　医師らしい宣告の仕方だと、舜は思った。


「また見えにくくなるようなら、すぐに連れん絡らくして。普ふ段だんは楓牙王子の所にいるけど、一日に一度は馮夷城に顔を見せるようにするから」


　彼はそう言うと、目を伏せたまま舜に背を向けた。


「紫央さん──」


　表口に向かって歩き出した紫央の背に、舜は呼びかけた。


「このこと、晄ちゃんや莉由ちゃんには内ない緒しよにしておいてくれませんか。あの子たちに、余計な心配をかけたくないんです」


　彼は肩かた越ごしに振ふり返り、「わかった」と小さくうなずくと、工房を出て行った。


（参りましたね……）


　彼の背を見送りながら、舜は深い溜め息をついた。








「あれ？　舜兄は？」


　翌日、馮夷城へ差し入れに来たのは莉由一人だった。


「工房にこもっちゃったみたいね。夕べ、館にも帰って来なかったわ」


　昼ひる餉げの支し度たくをしながら莉由は答えた。


「大だい丈じよう夫ぶかな……。舜兄、青銅器を作り始めると、寝しん食しよく忘れて没ぼつ頭とうしちゃうじゃない」


「そうねえ。いつものこととは言っても、王都の工房じゃ御ご飯はんとかどうしてるのか心配だわ」


　舜は、大型の青銅器や、細かい細工が必要な呪具作りに取りかかると、工房に寝ね泊とまりして寸すん暇かを惜おしんで作業する。地元の陝邑で工房にこもる時は、食しよく糧りようを持ち込んで自分で調理したり、莉由が食事を運んだりするのだが、王都の工房の隅すみを借りている身ではそうもいかない。


『舜のことだもんな、朝市に行って何か購あがなうなんてまめなことはしねえだろうし』


　ひよこ姿で、晄の右肩に留まっている鳳が、翼つばさの先をパタパタと振る。


『煒白、お前が行って、ついでに食事を作って来い』


　小こ蛇へび姿で、晄の左腕に絡からまっている汪李が首をもたげた。


「汪李がお兄ちゃんの御飯を心配するなんて、一いつ緒しよに暮らしてから初めてじゃない」


　莉由は軽く瞠どう目もくする。


『晄以外のことで、汪李に命令されたのも初めてだ』


　煒白も目を瞬またたいている。


『おーり、なにかわるいものたべた？』


　チャウが怪け訝げんそうに小蛇を見上げた。


『我が舜を心配したら悪いか？　そのように驚おどろくことか？』


　汪李はカッと牙きばを剝いた。


「でも、汪李がそんなこと言うなんて、ほんと珍めずらしいよ。どうしたの？」


　汪李は情に厚いが、滅めつ多たにそれを口には出さない。


『別に──、飯も食わずに倒たおれでもしたら面めん倒どうが増えると思っただけだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らす。


　舜が目を痛めていることに、汪李は気づいていたが、舜はそれを晄や莉由に知られたくない様子だった。汪李は、妹弟に心配をかけまいとする舜の気持ちを重んじたのである。


　そこへ、「邪じや魔まをするぞ」と、間仕切りの布をまくり上げ、楓牙が累るい焰えんをともなってやって来た。身しん甲こうを着たまま、髪かみはくくってあるだけで、冠かんむりもつけていない。


　その表情は凜り々りしく、立ち姿も颯さつ爽そうとしていたが、


「莉由──。来ていたのか、ひ、久しぶりだな」


　思い人の姿を見た途と端たんにうろたえ、慌あわてて乱れた髪をなでつける。


「どーも」


　例によって、莉由の応対は無ぶ愛あい想そうだ。


「け、決して、昼餉の時刻を見計らって、莉由の手料理を食べようなどと思ってやって来たのではないぞ。私は、晄に会いに来ただけであって──と、舜は？」


　舜に毒づかれる前にと、焦あせって言い訳をしながら辺りを見回し、楓牙は舜の不在に気づいた。


「工房にこもってるんだ」


「工房に？　青銅器を作っているのか？」


「うん、共工の気を封ふうじる呪具を作ってる。で、楓牙、俺に会いにって、何か緊きん急きゆう事態？」


　楓牙は、戦いくさの最前線で参さん謀ぼうを務めている。よほどのことがなければ陣じんを抜ぬけることはできないはずだ。


「累焰が、悪い予感がすると言って、それがどうも共工に関係があるらしいとのことだったので、晄が心配になって様子を見に来たのだ」


　言いながら、楓牙は剣けんを外すと晄の隣となりに腰こしを下ろした。何だかんだで、一緒に食事をする体勢だ。莉由が渋しぶ々しぶといった様子で、楓牙と累焰の分の粥かゆを盛りつける。


「落ち着いていらっしゃるようで、安心いたしました。けれど、その珮はい──。やはり共工の気がざわめき始めたようでございますね」


　それまで、楓牙の背後で影かげのように控ひかえていた累焰が、晄の胸で揺ゆれる魚の珮を注視しながら言った。彼は、貞てい人じんに匹ひつ敵てきするほど優すぐれた占せん術じゆつ師しであり、高い呪じゆ力りよくを持っている。彼には、魚の珮が共工の気を抑おさえている様が視みえているのだろう。


「うん。実はね──」


　晄は、粥を食べる手を止めて、突とつ然ぜん共工の力が増し、自分で首を絞しめたことを打ち明けた。


「何てことだ」


　楓牙は絶句し、累焰も青ざめる。


「でも、もう平気だよ。これがあるし」


　と、晄は魚の珮を指差した。


『万一、また晄が正気を失っても、我がついている限り、晄を死なせはせぬ』


　小蛇姿の汪李が、ニュッと首を伸のばす。


「それより、こんな所で御飯なんか食べてて、戦の方は大丈夫なの？」


「ああ、何とか、鬼方の動きを封じ込めた。多少の小こ競ぜり合いはあるが、もう、大きな合戦をせずに済むだろう。黄河北岸には、脩しゆう牙が兄上が布ふ陣じんし、鬼方の補給路を断っているし」


　脩牙とは楓牙の異腹の兄王子で、知勇に優れた武将だ。


　彼は、黄河北岸にある耿こう邑ゆうの領主である。開戦して間もなく、脩牙は自軍を東進させ、楓牙が氷上で鬼方本軍を引きつけている間に、鬼方に寝ね返がえった北方の諸しよ侯こうを制圧したのだそうだ。


　現在、鬼方本軍は黄河の氷上で孤こ立りつ状態にあり、その周囲を殷軍が取り囲んでいるという。


「間もなく黄河の氷が溶ける。鬼方軍は降こう伏ふくせざるをえまい」


「じゃ、もうすぐ戦は終わるんだね」


　晄は、ほっと胸をなで下ろす。


『だから、莉由の飯を食いに来たわけか』


　鳳に揶や揄ゆされ、「違ちがう！」と、楓牙は顔を赤らめる。


「そうは言っても、鬼方には也や真しんがいる。油断はできない」


　鬼方の左大将也真は、武人としても並外れた技量を持っているが、優れた用兵家でもある。地の利を得ているはずの殷軍が苦戦を強しいられ、ここまで戦が長引いたのは、彼の力によるものだろう。


『也真は戦に負けても、莉由を奪うばいに来るかもしれない』


　煒白がぼそりと呟つぶやき、


「そうなのだ。それも心配──」


　言いかけて、楓牙はゴホゴホと咳せき払ばらいした。何と言っても、也真は莉由を嫁よめにすると言って彼女をさらい、鬼方に連れ去ろうとした前歴がある。楓牙の心中は穏おだやかではないだろう。


「しばらく登城していないが、主上のお加減はいかがであろうか」


　話を無む理り矢や理りそらせようとしたのか、楓牙は佟韋に目を移す。


「王城では病が流行はやり始めたというが、主上の心の病と関連があるのではないかと気になっているのだ。利り條じよう殿どのは何か言っていなかったか？」


「王城で流行はやり病やまいが？」


　佟韋は軽く瞠目した。


「初耳です。私もここのところ利條様を伺うかがってはおりませんし」


「利條様は霊れい廟びようで王様の心の病を祓はらう呪じゆ術じゆつをしてるんだっけ？」


　椀わんを持つ手を膝ひざに置き、晄は尋たずねた。


「ええ。晄が盤ばん龍りゆう城へ行っている間、度たび々たび利條様のお手伝いに行っていたのですよ」


　佟韋はうなずいた。


　実は陽甲王は心の病ではなく、その身の内に、共工の核かく──精神部分を宿しているのだが、晄と楓牙にはそのことを知らせていない。


　利條との約束もあるが、異腹とはいえ陽甲は楓牙の兄だ。その陽甲が共工に乗っ取られ、徐じよ々じよにおのれの意思を失い始めていることを晄や楓牙に告げるのは、あまりに酷こくだったからだ。


「王様の具合はどうなの？」


「利條様は身を削けずって術を施ほどこしていらっしゃいますが、病の進行を食い止める程度だと、利條様は仰おつしやっていました」


　病の進行という言い方をしたが、利條は共工の核を祓うのではなく、成長を妨さまたげる術を行っていた。どうしても祓うことは叶かなわず、また下手へたな祓い方をして、核が晄の中に入り込んでも困るからだ。


　晄に憑いている気は大した量ではないため、核が晄の中に入り込んでも共工が復活することはないだろうが、河伯の加護とのせめぎ合いが起こって、晄の命が危あやうくなる。


　核が炅に入った場合のことはわからないが、章玄と炅がここまで執しつ拗ように晄の命を狙ねらうということは、晄と炅の気を合わせて肉体を完成させ、その上で精神部分である核が融ゆう合ごうしなければ、共工は完全な復活を遂とげることはできないのだろうと、佟韋は考えていた。


「それにしても、この時季に流行病とは……。疫神か妖あやかしに取り憑つかれたのではないですか？」


　佟韋は尋ねた。


「いや。私のところに届いた報しらせによると、亜あ職しよくの者がくまなく調べたが、妖の気配はないとのことだ」


　亜職とは、祭さい祀しや呪術を行う官かん吏りたちのことである。


「病といっても症しよう状じようは大したことはないらしい。単に疲ひ労ろう感かんを訴うつたえる程度のものだということだ。ただ、中には寝ね込こむ者もいるようだ。主上が心を病やまれて後宮にこもり、国は戦の最中という状じよう況きようで、突とつ如じよそのような病が流行るのは、何者か──章玄あるいは鬼方の呪じゆ詛そではないかと思うのだが……。その病で、聡そう牙が兄上も伏ふしてしまわれたし」


　聡牙は、近この衛えの総大将として王城に詰つめていたのだが、昨日から体調が優れないと言って、休んでいるという。その報せが楓牙に届き、彼は王城で病が流行っていることを知ったのだそうだ。


「聡牙様が──。占せん術じゆつではなんと？」


　佟韋は累焰に向き直った。昨日は、晄に憑いている共工の気が突然活性化した。もしかすると、聡牙が倒れたことと、晄に憑いている共工の気が力を増したこととは何か関連があるのではないかと思ったからだ。王城には梓し羅ら々らがいる。梓羅々は陽甲の病を癒いやせる寵ちよう姫きとして、幅はばを利きかせているが、実は共工の核を育てているのだ。


　そのことを知っている累焰は、流行病と共工の核や気について占うらなっているはずだった。


「報せを聞いて、すぐに占ってみましたが、何も占みえませんでした」


　しかし、累焰は頭かぶりを振ふって、ただそれだけを言った。共工に関することは、天才といわれる累焰の占術でも及およばない。逆を返せば、何らかの関連があるということだ。


「戦の最中に、近衛の総大将が倒れるなんて──。それに聡牙様は王おう太たい弟ていでしょ。晏あん仲ちゆう様、困ってるんじゃない？」


　晄は、この半年で急に老け込んだ老宰さい相しようの姿を思い起こす。


「だろうな。最近は、殷軍の本営にも顔を出さんが──」


　楓牙は心配そうに言いながらも「おかわり」と空になった椀を差し出す。莉由が聞こえないふりをしていたので、代わりに煒白がその椀を受け取って、粥をよそった。


「晏仲様は、陽甲様の御ご退位に向け、次代の王を決めるべく董氏や偃えん氏、嬉氏らの有力氏族と、極ごく秘ひ裏りに交こう渉しようなさっているのでしょう」


　佟韋は言った。


　董氏は大おお妃きさき──現王陽甲の生母を輩はい出しゆつした氏族で、偃氏は楓牙の母の生家である。嬉氏は、先代の南庚王の正妃すなわち晄の母の生家である。


「うむ。晏仲殿にも晄のことを話さなければならないと思っているが、国がこのような状況ではな……」


　陽甲のすぐ下の弟であり、王位第一継けい承しよう者であった齊さい牙がが逝せい去きよし、現在の王太弟は陽甲の二番目の弟である聡牙だ。しかし、聡牙は王としての資質が足りない。三番目の弟、脩牙は、諸侯や廷てい臣しんの信しん頼らいも厚いが、弟が兄を越こえて王位に就つくべきではないという意見があり、董氏の中でももめている。


　その内ない紛ふんに乗じて、偃氏と嬉氏が楓牙の擁よう立りつを目もく論ろんでいた。


　そこへ晄が、先代の南庚王の子だなどと名乗り出れば、偃氏と嬉氏の間にも亀き裂れつが入る。戦いくさの最中にそのような混乱を招くことはできない。


「俺のことなんか知らせなくていいよ。俺にはそんな力ないし、こんなんじゃとても王にはなれないし」


　晄は、魚の珮はいの上から胸に手を当てる。


　自分に政まつりごとの才があるとは思えない。それ以前に、共工の気に取り憑かれて正気を失うようでは、とても王にはなれない。


「主上の心の病に、王位継承問題、鬼方との戦──。加えて、王城で病が流行り始め、共工の気が力を増してきたとは……。殷は開かい闢びやく以来の危機を迎むかえたのかもしれないな」


　誰だれにともなく、楓牙は呟く。


『ききってなに？』


　それまで、おとなしく粥かゆの皿を舐なめていたチャウが、顔を上げた。


「ものすごく危ないってことだよ」


　晄が答えると、『ぼく、ききかも』と、丸っこい身体からだをもぞもぞさせた。


「どうしたの、お腹なかでもいたいの？　間ま違ちがって青銅の器うつわを食べちゃったとか？」


『ううん。りーねー、ぼくのおさらに、みんなとおんなじおかゆをもってくれたでしょ？』


「そう言えば──。お兄ちゃんのこと考えてて、うっかり──」


　莉由の顔が、サーッと青ざめた。


『お前、全部食べてから、それを言うのか』


　小こ蛇へび姿の汪李は目を剝むき、晄の腕うでを引いてチャウから遠ざけた。


『だって、おいしかったんだも～ん』


　粥は水分が多い。しかし、体内に水分が浸しみるまでに時間がかかるのだろう。善意で解かい釈しやくすれば、粥で巨きよ大だい化することに、初めはチャウ自身も気づかなかったのかもしれない。


　粥の水分が余すところなくチャウに吸収されたところで、危機は突とつ然ぜんやってきた。


『みんな、ごめんね～』


　ドン、と地じ響ひびきを立てて、部屋はチャウに埋うめ尽つくされた。
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　脩牙は王城の北堂に向かって、堂どう涂とと呼ばれる塼かわら敷じきの通路を歩いていた。


　逞たくましい体たい軀くを身甲で包み、腰こしには長ちよう剣けんを佩はいていたが、冑かぶとは取って片かた腕うでに抱かかえていた。


　耿邑を治める彼は、楓牙の求めに応じ、黄河北岸に布ふ陣じんして、鬼方の補給路を断っていた。そこへ、聡牙の病が知らされたのである。


　戦せん闘とうが激しい時であれば、報せも来ないだろうし、見み舞まいになど行っている場合でもないのだが、街かい道どうは一分の隙すきもなく固めてあり、黄河氷上の鬼方本軍も包囲してある。少しの間なら戦線を離はなれても問題はないと考え、登城したのだった。


　彼はふと、堂涂の先に妖よう艶えんな美女の姿を認めて、形のよい眉まゆをひそめた。


「梓羅々……」


「脩牙様」


　梓羅々の方でも脩牙に気づき、艶あでやかな笑えみを浮うかべる。


「お待ち申しておりましたわ」


「そなたに待たれる筋合いはない」


　脩牙は梓羅々を快く思っていない。陽甲が政治を顧かえりみなくなったのは、梓羅々のせいだと彼は思っていた。陽甲の病を癒す力がなければ、とっくに追放していただろう。


「そんなつれないことを仰らないで。聡牙様の病をお知らせしたのは、あたくしですのに」


　梓羅々は薄うす紅べに色いろの唇くちびるを少し尖とがらせて、しなを作る。


「そなたが？」


　脩牙は、黒曜石のような眼めをすがめる。


「だって、あたくし、脩牙様にお会いしたかったのですもの……」


　梓羅々の大きな、妖あやしいほどに美しく輝かがやく眼が、脩牙をからめとった。





　脩牙が流行はやり病やまいに倒たおれたという報せが、殷軍本ほん陣じんの楓牙の耳に届くのは、それからしばらく後のことだった。
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　凍こおった黄河の上を、緩ゆるい西風が吹ふいていた。


　空は青かったが、真冬の澄すんだ青空とは異なり、淡あわく霞かすんでいる。風には、黄こう砂さの臭においが混じっていた。


　鬼方王、涛とう愼しん単ぜん于うは、風に髪かみをなぶられるまま、天幕の外に立っていた。引き締しまった体軀を山羊やぎの裘かわごろもに包み、炯けい々けいとした眼が、朝日に白く煌きらめく氷の彼方かなたを見み渡わたしている。視線の先にあるのは点在する敵軍の天幕だ。


　完全に包囲されていた。


「間もなく黄河の氷が溶とけるな」


　単于は呟つぶやいた。


「そうですね」


　単于の背後では、逞しい体軀の青年が、石を積み上げた簡単なかまどで火を焚たき、そのそばに座り込んで暖をとっていた。肌はだが白く、彫ほりの深い双そう眸ぼうをしていた。唇は薄うすく、目め尻じりが少し吊つり上がっている。頭頂近くでくくった長い髪は、癖くせのある灰はい褐かつ色しよくだ。也真である。


　補給路が断たたれ、兵ひよう糧ろうが底をついてきた。しかし、食しよく糧りようを得ようにも、この囲みを破るのは不可能だ。しかし也真は大して困った様子もない。


「間に合うのか？」


　単于は、敵軍の陣じん営えいから眼を離さずに言った。


「御心配なく。作戦は着々と進行中ですよ。五日後には補給路を回復させます」


　也真は、焚き火の中に薪まきを投げ込む。パチッと乾かわいた音を立てて、炎ほのおがはぜた。


「だが敵の軍師、たしか亳はく邑ゆうの楓牙とかいったな、あやつは侮あなどれぬぞ」


　離り反はんした諸しよ侯こうを抱だき込み、鬼方は内外から王都を攻せめた。しかし楓牙の巧たくみな戦術によって鬼方は黄河南岸への上陸を果たすどころか、動きを封ふうじられてしまったのだ。


「負けはしませんよ」


　也真は南──泰山の方角を見やる。黒い山やま影かげを透すかして見ているのは、林立する土柱を掘ほって造られた古い要よう塞さいだ。


「まずは馮夷城をとります」




　二　鬼方来襲







『起きてください。敵軍の夜や襲しゆうです』


　馮夷城の一室で眠ねむっていた晄と佟韋は、鸞らんに揺ゆり動かされて跳はね起きた。


「噓うそ!?　夜襲って──。鬼方軍は、黄河の氷の上で殷軍に囲まれてるんじゃなかったの？」


『鬼方軍ではない。冑の紋もん様ように醜しゆうと刻まれている』


　人ひと形がたの煒白が、窓の外に目を凝こらしていた。


　晄と佟韋は、慌あわてて窓に駆かけ寄った。昇のぼったばかりの月が、松林の向こうから黙もく々もくと進軍してくる歩兵を照らしている。


「醜氏──。東方の諸侯の一つです。鬼方に寝ね返がえっていたのですね」


　佟韋はそう言って、唇を嚙かむ。


　殷は勝ち戦を確信して油断していた。その隙に、氷上の鬼方が極ごく秘ひに援えん軍ぐんを要よう請せいしたのかもしれない。


『夜襲にしては大軍だ。少なくとも二千──』


　小蛇姿で晄の左腕に巻きついたまま、汪李は首をもたげて敵兵を見渡す。


「二千……」


　馮夷城に駐ちゆう留りゆうしている殷の兵は二百にも満たない。ここを根城にしている無ぶ頼らい者の集団もいるが、多くは家を失った年寄りや女、子どもたちだ。


「鸞、幻げん術じゆつであの兵たちを眠らせるってできる？」


『できますが、味方兵や一いつ般ぱん人も眠ってしまいますよ。もちろん晄も……』


　ひよこ姿で晄の右みぎ肩かたに乗っている鸞は、兵の位置を目で測る。


『幻術はやめた方がいい。奇き襲しゆう作戦の場合、別働隊を控ひかえさせていることが多い。殷の本軍からも援軍が来るだろう。そやつらがここで戦い始めたら、眠っている一般人が犠ぎ牲せいになる』


　汪李は言った。彼は禹う王や湯とう王の傍かたわらで、人間の戦いくさを山ほど見てきたのだ。


　その時、部屋を仕切る布をまくって、「何かあったのか？」と、楊が目をこすりながら顔を出した。


「敵軍が襲おそってくる！　急いでみんなを起こして！」


「何だって!?」


　楊はギョッとして、慌てて子どもたちを起こして回った。


　晄と佟韋は、手早く戦装しよう束ぞくを身につけ、幼い子を抱き上げると部屋を飛び出した。鸞も人形になり、煒白とともに子どもたちを抱えてその後に続く。


　歩ほ哨しようが醜軍の接近に気づいたのだろう。にわかに城内が騒そう然ぜんとし始めた。


　晄の所属する部隊は、馮夷城の東口に招集がかかったが、晄はそれを無視して子どもたちを連れて北の裏口へ向かう。とにかく、子どもたちを逃にがさなくてはならない。


　間もなく、兵たちの怒ど号ごうや刃やいばがぶつかり合う音が聞こえて来た。女や子どもの悲鳴も交じっている。醜軍が城内に侵しん入にゆうしたのだ。


『だめだ、晄。裏口にも敵兵が回り込んでいる』


　汪李が通路の奥の闇やみを凝ぎよう視しする。


『急げ、晄。敵兵が追ってくる！』


　背後で煒白が叫さけんだ。


　咄とつ嗟さに横道に逃のがれ、階上へ続く通路へ出たが、すでにそこも戦場と化していた。


「何てこと……」


　初めて間近で目にする人間同士の戦いに、晄は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。


　敵兵は城の奥へ侵入しようとし、それをさせまいと殷の兵が立ちはだかる。


　太た刀ちや矛ぼうが打ち合わされ、刃から火花が散った。血しぶきが舞まい、兵たちの骸むくろがそこら中に転がっている。その傍らを馮夷城に住む女や子どもたちが逃げ惑まどう。


　醜軍の兵が、晄たちを振ふり向いた。


「下がってて！」


　晄は、抱いていた幼子を下ろすと、炎えん招しよう戈かを抜ぬき、両りよう刃ばの長ちよう剣けんに変化させる。


　斬きりかかってきた醜軍兵の表情を真正面から見て、晄は戦せん慄りつした。


　悪あつ鬼きのような形相だった。目が血走り、歯を剝むいている。けれど、まぎれもなく人間だ。


　晄は、反射的に頭上近くに迫せまる太刀をはね上げた。兵の懐ふところはがら空きだったが、そこへ炎招戈を突つき刺さすことができなかった。


（俺には、斬れない──！）


　立ちすくむ晄に、兵は容よう赦しやなく太刀を振り下ろす。


　その太刀が晄に届く寸前、兵の胸から矛の刃が生えた。刃が抜かれ、鮮せん血けつが飛び散る。兵はその場に仰あお向むけに倒たおれた。


　晄の全身から、どっと汗あせが噴ふき出た。


「陝邑侯！　御ご無ぶ事じか!?」


　倒れた兵の向こうに、矛を血で染めた味方兵が立っていた。


「あ、あの……」


　礼を言う間もなく、味方兵は矛を持ち直すと、別の敵兵に向かって行く。


（どうしたらいいんだ……）


　左からは、別の敵兵が迫っていた。晄は炎招戈をかざし、辛かろうじてその太刀を受ける。


　刃を合わせたまま、晄はじりじりと後あと退ずさった。左腕の汪李が力を貸してくれているが、完全に気持ちが萎なえていた。


　相手が妖あやかしならば、滅ほろぼさずに戦う術すべを知っている。相手が人間でも、ただの試合ならば寸止めで決着がつく。けれど──。


『晄！』


　煒白が駆け寄り、拳こぶしでその敵兵の脇わき腹ばらをドンと突いた。兵はうめき声を上げて、二に丈じよう近くも吹ふっ飛ぶ。


『いくら河伯の加護があるといっても、手を抜いてはいけない』


　煒白はそう言いながらも、晄を背にかばった。


（手を抜いているわけじゃない……）


　晄は汗でぬるつく手で、炎招戈の柄つかを握にぎりしめる。


「何としてもここで食い止めろ！　この先へ敵を入れるな！」


　味方の部将の号令が耳に届く。


　ここで敵を斬らなければ、馮夷城を取られる。馮夷城が落ちれば、黄河氷上の鬼方が進軍を始めるだろう。この戦いは、子どもたちを守るだけではなく、王都の民たみを守る戦いでもあるのだ。


（でも、俺には……）


　その時突とつ然ぜん、『伏ふせろ！』と、汪李が腕うでから解けて飛び出した。煒白が晄に覆おおいかぶさるようにして、子どもたちの輪に加える。


「え？」


　晄は身を伏せたまま、汪李の行方ゆくえを目で追った。


　数名の醜軍兵が弓に矢をつがえて晄たちを狙ねらっていた。彼らが矢を放つのと、汪李が空中で人形に変へん化げしたのとがほぼ同時だった。汪李は背に生やした翼つばさを広げ、それらの矢を叩たたき落としたが、すべては防ぎきれなかった。


　ドスッという鈍にぶい音と同時に、楊の身体からだがビクンと跳ね上がった。声もなく倒れかかる彼を煒白が抱だき留める。楊の背には深々と矢が突き立っていた。


「楊!!」


　晄も子どもたちも、愕がく然ぜんとその場に居すくむ。


『し損じたか──』


　汪李は中空に浮ういたまま、黄こ金がね色いろの目だけで楊を振り向いた。


「ば、化け物──!!」


　その時にはすでに、敵兵ばかりか味方の兵までもが、恐きよう怖ふに引きつった顔で悲鳴を上げながら逃げ去っていた。


「楊……」


　晄はガクガクと震ふるえながら楊ににじり寄った。彼は固く目を閉じ、その顔は唇くちびるまでが土気色をしていた。


「急いで手当をしなくては。とにかく安全な所へ──」


　佟韋が言った。


『地下の湖へ行きましょう。地下へ下りる坑こう道どうには、まだ敵も気づいていません』


　鸞は手の上に淡あわい光の球を作り、闇の奥を照らして、周囲の気配をうかがう。


　呆ぼう然ぜんとする子どもたちを佟韋が促うながし、煒白が楊を抱きかかえ、晄たちは馮夷城の地下にある湖へ向かった。


　階上で戦せん闘とうが行われているとは思えないほど、地下の湖は静まり返っていた。


　湖の中央には小島があり、その上には祠ほこらが建っている。馮夷城の名のもとになった馮夷という水神が棲すんでいるのである。


　馮夷は共工配下の神で、今年の正月には晄たちと戦ったが、泰山の東とう岳がく大たい帝ていに恩があり、今は晄たちには害をなさない。


　小島の下からは赤い光が差し、ある程度は視界が利きく。しかし、向こう岸にも天てん井じようにもその光は届かず、晄にはこの空間の広さも高さも計り知れない。


　楊をうつむけに寝ねかせ、すぐさま佟韋が応急処置を施ほどこした。


「辛うじて息はありますが、このままでは……」


　佟韋の表情は暗かった。


「噓うそ……。楊、死んじゃうの……？」


　子どもたちが息を呑のむ。


「煒白さん、紫央さんを呼んで来てください。黄河南岸の本ほん陣じんにいるはずです」


　煒白は『わかった』と鼠ねずみに変化し、坑道へ向かって駆かけて行く。


　その後は、誰だれ一人言葉を発する者はいなかった。しんと静まり返った湖の畔ほとりに、楊の荒あらい息づかいだけが響ひびく。


（何で、こんなことに……。なぜ、楊がこんな目に遭あわなきゃならないんだ……）


　晄の胸の奥にどろどろとした熱い塊かたまりが生まれていた。共工の気が力を増しているのだろう。醜軍兵を一人残らずぶちのめしてやりたいという衝しよう動どうに駆られる。晄は、胸の前で揺ゆれる魚の珮はいを握り、その衝動を必死で抑おさえた。


　ふと汪李が顔を上げた。


『敵軍の勝ち鬨どきだ。馮夷城が落ちた』


　彼は天井の闇を見つめて呟つぶやいた。
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「馮夷城が落ちた!?」


　泰山の中腹、黄河を見下ろす殷軍の本陣で、楓牙はその報せに愕然とした。醜軍による馮夷城急きゆう襲しゆうの報を受けて直ちに援えん軍ぐんを向けたが、間に合わなかったのだ。


「文ぶん嬰えい将軍は討うち死に、趙ちよう亥い殿どのは捕とらえられたとのこと」


　伝令兵は馮夷城の守りに就ついていた主な武将の消息を告げる。


「晄──陝邑侯こうと桃とう林りん侯は？」


「わかりません。まだ城内に取り残されている者も多く──」


（晄には汪李たちがついているし、河伯の加護もある。そうやすやすと命を落とすことはないはずだ）


　楓牙はおのれに言い聞かせ、湧わき上がる不安を抑えつける。


　その時、「楓牙様、耿邑軍より使者が参りましてございます」と、近きん侍じの兵が使者の到とう着ちやくを告げた。


「黄河北岸を鬼方軍が急襲。耿邑本軍副将、柳りゆう敏びん殿より援軍の要よう請せいがございました」


「鬼方が!?」


　やはり、脩牙なしでは守りきれなかったかと、楓牙は唇を嚙かむ。


　流行はやり病やまいに倒れた聡牙を見み舞まいに登城した脩牙が、同じ病に罹かかり、陣じんに戻もどれなくなったと知ったのは昨日だ。


　鬼方の補給路はすべて脩牙率いる耿邑軍が押さえていた。優すぐれた用兵の術を持つ脩牙だからこそできた離はなれ業わざだ。脩牙が戦線を離れている間に攻こう撃げきされることを、楓牙は密ひそかに危き惧ぐしていたのだ。


「也真のやつ──」


　殷軍は勝ち戦いくさを確信し、油断していた。そこへ要かなめである脩牙が病に倒れ、ほぼ同時に黄河北岸を鬼方が急襲し、馮夷城には醜軍が攻せめ入った。これが偶ぐう然ぜんだとは思えない。


　鬼方には章玄がついている。脩牙の病は章玄の呪じゆ詛そなのだろう。すべては也真の作戦なのだ。


「楓牙様。也真が動き始めます」


　氷上の彼方かなた、鬼方本軍の小さな影かげを見つめ、未来さき読よみの占せん術じゆつ師し、累焰が言った。
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　晄が、鬼方の黄河南岸上陸を知ったのは、馮夷城陥かん落らくの翌日だった。


　その時、晄は子どもたちとともに、まだ馮夷城地下の湖の畔にいた。階上は醜軍によって出入り口がすべて封ふう鎖さされてしまったこともあるが、楊の傷が深くとても動かせる状態ではなかったからだ。紫央が懸けん命めいに手当しているが、楊は熱に浮かされ、意識も途と切ぎれがちだった。


　そこへ、外へ食料を取りに行った煒白が、情報を仕入れてきたのである。


『今、泰山北側のふもとが戦場になっている』


「噓──。殷は鬼方本軍を完全に包囲してたんじゃなかったの？」


　晄は目を剝いた。


『脩牙が病で戦場を離れたらしい。北岸の守りが切り崩くずされて、鬼方は勢いを盛り返した』


「楓牙は……楓牙は無事？」


『私が見た時には、馬に乗って鬼方と戦っていた』


「俺、本陣へ行ってくる」


　不安でたまらず、晄は立ち上がった。その腕を佟韋がつかむ。


「行ってどうするのです。戦うつもりですか？　あなたは人を斬きれないでしょう？　汪李殿たちを人間の戦に巻き込みたくないのでしょう？」


　静せい謐ひつな眼めが晄を諫いさめていた。


「そうだけど、鬼方が上陸して、参さん謀ぼうの楓牙が直接敵兵と戦っているってのに、ここでじっとしてなんかいられないよ！」


「落ち着いてください。共工の気がざわめいています」


　そう言われて、晄は、腹の底の塊が熱を持ち始めていることに気づいた。自分でも思っている以上に動どう揺ようしているらしい。しかし、そんなことにかまってはいられなかった。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。これくらいなら共工に支配されたりしない。俺、戦を止めたいんだ」


　晄は、魚の珮の上から胸を押さえた。


「わかりました。では僕も行きます。話し合いなら役にたてるかもしれません」


　佟韋は晄から手を放し、手早く武具を身につける。


「晄兄ちゃん……」


　子どもたちが怯おびえた目で晄を見上げた。


「晄、私はついて行けないけど──」


　紫央も不安げだった。


「大丈夫だよ。すぐに戻って来る」


　晄は微笑ほほえんでみせた。


　ひよこ姿で晄の右みぎ肩かたに乗っていた鳳が、人ひと形がたに変へん化げし、光の槍やりを作って松たい明まつ代わりに掲かかげた。


「紫央、子どもたちを頼たのむね」


　心配そうな紫央と子どもたちに見送られ、晄たちは地上へ続く坑道を駆け上がった。
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「ひどい──」


　馬に変化した煒白に乗り、戦場を望む泰山北斜しや面めんの岩だなに着いた晄は、眼下で行われている戦せん闘とうの惨むごたらしさに呆ぼう然ぜんとした。


　馮夷城での戦いも凄すさまじかったが、それ以上だった。顔を背そむけたかったが、目が吸いついたようになって離れない。背筋に絶え間なく悪お寒かんが走り、全身がガタガタと震ふるえた。


　もうもうと砂さ塵じんが舞まっていた。空には矢が飛び交かい、数え切れないほどの戦車と騎き馬ば兵、歩兵が交こう錯さくしている。


　戦せん鼓こが響き渡わたる中、馬車の車輪や馬の蹄ひづめの音に交じって、兵たちの怒ど号ごうあるいは断だん末まつ魔まの声が耳に届く。


　殷軍は戦車が主力だ。一台の戦車に四頭の馬が横一列に軛くびきにつながれ、甲かつ冑ちゆう兵が三名乗っている。中央の兵が手た綱づなを握にぎり、左右の兵は大弓もしくは戈ほこを持っていた。


　向かって来る敵兵に、殷の兵はまず弓を射た。それで相手が倒たおれなければ、すれ違ちがいざま戈で首を刎はねた。


　一方、鬼方兵は単たん騎きで戦車の間を自在に駆け、大刀で戦車兵に斬りつける。中には手綱から手を離して弓を射る者もいた。


　黄おう褐かつ色しよくの黄土の地面が、血を吸って赤黒く見えた。


『なんで、にんげんはへいきでにんげんをころすの？　みずをかけてもいきかえらないのに』


　煒白の首にしがみついているチャウは、無む邪じや気きに首を傾かしげる。


『まったくだ。武器を発明した戦せん神じん蚩し尤ゆうだって、同族同士じゃ戦わなかったぜ』


　ひよこ姿で、晄の右肩に留まっている鳳は怒おこっていた。


『妖あやかしもだ。どんなに好戦的な種族であっても、同族は殺さぬ』


　汪李がぼそりとつぶやいた。


（チャウの言う通りだ……。なんでこんなことができるんだろう）


　晄は、瞠どう目もくしたまま眼下の惨さん状じようを見つめる。腹の底の熱い塊かたまりがどろどろと渦うず巻まき、苦しかった。胸にかかる魚の珮が、触ふれてもいないのに跳はね回る。


「晄、落ち着いてください」


　晄の後ろに乗っている佟韋が、晄の胸に手を回してギュッと抱だきしめた。


『楓牙がいる。累焰と一いつ緒しよに戦っている』


　煒白が砂塵の奥を凝ぎよう視ししながら言った。


「助けなきゃ……。煒白、行って……。楓牙のところへ俺を連れて行って……」


　晄は砂すな煙けむりの中に目を凝こらし、楓牙の姿を捜さがす。


「王子に助けは必要ありません。戦うために戦場にいるのですから。一緒に戦う気がないのなら邪じや魔まになるだけです」


　佟韋が止めた。しかし、晄にはその声が耳に入らない。


「煒白、早く！　楓牙が死んでしまう！」


　晄は怒ど鳴なった。


『わかった』


　煒白が岩だなを蹴けった。急坂を凄まじい速度で駆かけ下り、一気に戦闘の場へ突とつ入にゆうする。


　血の臭においが鼻を突ついた。砂塵が顔に叩たたきつけ、目も開けていられない。


　ゴオッと大気が振しん動どうしていた。


　普ふ通つうの人間には聞こえない音や声が聴こえる晄には、兵たちの放つ殺気が、鋭するどい音や圧力として感じられるのだ。


　それらの殺気が、死の恐きよう怖ふから生まれるものだけではなく、殺さつ戮りくの喜びから生じているものがあることに気づいて、晄はぞっとした。


（何なの……これは……）


　その時、一騎きの鬼方兵が、大刀をかざして晄に向かってきた。楽しそうに唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑っていた。


　煒白は素す早ばやく進路を変え、兵の刃やいばを避よける。


　喜き悦えつの混じった殺気は、その鬼方兵からだけではなく、周囲の殷の戦車兵や歩兵からも発せられていた。


「殺すことを、楽しんでる……？」


　怖こわかった。呪詛の痛みで暴れる汪李や、操あやつられて晄を襲おそった煒白を見た時よりも怖かった。これまでに出会った数々の妖たちよりも、人間が一番怖かった。


「何でこんな──」


　胃の腑ふをねじられるような気持ちの悪さに、晄は思わず口を押さえた。吐はき気で、目め尻じりに涙なみだが滲にじむ。腹の底の熱い塊がせり上がって来る。


「巻き込まれないでください」


　佟韋が言った。


「たまにいるのですよ、炅のように殺すことを楽しむ人間が──。たとえ普ふ段だんは善良であっても、戦場に出ると本ほん性しようがあらわになる人もいます。その気配が他ほかの人にも影えい響きようするようですね。集団の心の働きとでもいうのでしょうか」


　佟韋が空中を見上げた。晄には音や圧力として感じる殺気の渦うずが、彼には視みえるのだろう。


「人間ならではの心の働きかもしれません。人間は他の生きものよりも心が敏びん感かんで複雑ですから。だから人間は殺し合えるのでしょうね」


「そんな……」


　胸までせり上がって来た塊が熱くてたまらず、晄は思わず魚の珮はいを握り締しめる。


　他にも何名か敵が襲ってきたが、煒白は難なくかわし、戦場の奥深くへ踏ふみ入って行く。


　兵たちの中には、恐怖で心が麻ま痺ひしてしまったのか、傀かい儡らいのようにただ武器を振ふり回している者もいた。そして、そういう者から敵の刃に倒れていくのだ。


　涙が溢あふれてきた。


　助けたかったが、一人や二人を助けたところでどうにもならない。また、誰だれから誰を助けたらいいのかわからなかった。敵兵なら死んでもいいとは思えない。鬼方兵も殷の兵も同じ人間なのだ。


（こんなことが、あっていいわけない──）


　晄は、濡ぬれた頰ほおを拳こぶしで拭ぬぐった。


　その時、楓牙の凄まじい気合いが聞こえ、晄はバッと振り向いた。


　砂塵の向こうに、鬼方の騎馬兵を相手に、白い馬に乗って長ちよう剣けんを振るう楓牙の姿があった。


　累焰が楓牙と背中を合わせるようにして黒い馬に乗り、弓を構えていた。


　楓牙の長剣は血ち塗ぬられ、彼の白い馬も、錦にしきの裼せき衣いも飛び散った血で染まっていた。


　襲いくる敵兵の大刀を、楓牙は長剣で払はらい、その勢いのまま敵の肩かたに斬きりつける。別の兵の刃が楓牙に迫せまっていたが、彼は巧たくみに手綱を操って馬首を巡めぐらせ、その刃をかわしざま敵の腹を薙ないだ。累焰は、楓牙に合わせて馬を寄せ、楓牙の背後の敵を次々と弓で射た。


　二人に迫る鬼方兵が次々と落馬し、地面が血で染まっていく。


「楓牙、累焰……」


　戦神が顕けん現げんしたような戦いぶりだった。けれど、晄には二人の心の声が聴こえていた。


　戦いたくないと──。


　こちらの胸までが痛くなるような、悲痛な叫さけびだった。


　楓牙は決して敵の喉のどを突かなかった。致ち命めい傷しようを与あたえたくないのだ。


　声をかけたかったが、それをすれば楓牙たちに隙すきが生まれ、彼らの命が危あやうくなる。


「煒白、あの二人を助けて……。戦いをやめさせて」


　震える声で晄は言った。


　煒白は楓牙に向かって走り出した。姿は馬のまま、駮はくの気配を剝むきだしにする。


　強大な妖の気配に、付近の馬が怯おびえて竿さお立だちになった。騎き手しゆの制止もきかずにいななきながら逃にげて行く。


　楓牙と累焰の馬も逃げだしかけたが、彼らの馬は煒白の気配を知っていたためか、辛かろうじて踏みとどまった。


「晄──」


　楓牙の目は険しかった。


「お願い、やめて！　もう戦わないで！」


　晄は叫んだ。


「何を言っている。ここで鬼方を止めなければ、王都が鬼方のものになってしまうのだぞ」


「だって、こんなに人がたくさん死んで……。楓牙、戦いたくないのに、人を傷つけたくないのに……」


　また涙が溢れてきた。


「これが戦いくさだ」


　楓牙は言った。冷厳な声こわ音ねだった。


「だったら戦をやめさせて！」


「それができないから、戦っているのだ！」


　楓牙は声を荒あららげたが、それも一いつ瞬しゆんだった。彼はすぐに冷れい徹てつな武将の顔に戻もどる。


「私が王になれないのは、これが理由だ。私がお前を王に望むのも同じ理由だ」


「何言ってるのか、わかんないよ──！」


「私は、自分の思い描えがく国を、こうやって自分の手で汚けがしてしまうからだ」


　彼は血を滴したたらせる長剣に目を落とし、「煒白、晄を安全な場所へ連れて行ってくれ」と言うと、馬の腹を蹴って砂さ塵じんの奥へ走り去った。その後を影かげのように累焰が従っていく。


『追いかけるか？』


　煒白が目だけで振り向いた。楓牙は晄を避ひ難なんさせるように言ったが、彼の主あるじは晄なのだ。


「いい。晏仲様のところへ連れて行って」


　晄は震ふるえる拳で、頰の涙を拭った。








「戦はやめられぬ」


　晏仲は、厳しい宰さい相しようの顔でそう言った。


「なぜです!?　このまま戦い続けても、大勢の人が死ぬだけじゃない！」


　晄は思わず身を乗り出した。


　泰山中腹の殷軍本ほん陣じんである。晏仲はこれまで王城にいたのだが、鬼方上陸の報を受けて総大将として出しゆつ陣じんしていた。天幕では、晏仲の他に、三師──王直属の左中右軍の将軍たちが床ゆかに座し、地図を広げて戦術を練っている。


　煒白は馬の姿のまま天幕の外で待ち、チャウは彼の背に乗っている。鳳はひよこ姿で晄の懐ふところに隠かくれ、汪李は腕うで輪わのふりをしていた。


「ここで兵を退ひけば、鬼方は馮夷城の醜軍と合流して、一気に王都に攻せめ入ってくる」


「降こう伏ふくをお考えにはなりませんか？」


　佟韋は尋たずねた。三師の将軍たちの眉まゆがピクリと跳はね上がる。


「鬼方の補給路が回復してしまったというのに、殷の兵力は消しよう耗もうする一方です。開戦の前から王都の倉は空だったではありませんか。多くの諸しよ侯こうが離り反はんし、援えん軍ぐんも期待できません。これ以上戦っても勝ち目はありません」


「孺子こぞう──」


　将軍たちは腰こしを浮うかしたが、佟韋が静せい謐ひつな目で一いち瞥べつすると、忌いま々いましそうに座り直した。


　佟韋が治める桃林は周しゆう、召しよう、殷の三つの大国に囲まれた小国である。しかし彼は、それら大国から国を守り、交易によって栄えさせてきた。佟韋はただの孺子ではないのである。


「全面降伏する必要はないと思います。間もなく黄河の氷が溶とけます。鬼方も、母国との行き来ができなくなる前に戦を終わらせたいと考えているはず。できるだけ有利な条件で──」


　佟韋が言い終わる前に、


「殷の降伏はあり得ぬ」


　晏仲は、重い声で断言した。


「鬼方は中原が欲しいのだ。降伏すれば、王家は追放され、殷は鬼方に併へい合ごうされる。湯王以来、三百年にわたって続いてきた殷を、儂わしの手で滅ほろぼすことはできぬ」


「でも、戦に負ければ、結果は同じじゃないですか」


　晄は言った。王が替かわり、国の名が変わっても、人が死ぬよりはずっといい。


「黄河が溶け始める前に、鬼方を黄河へ押し戻せば勝機はある」


「鬼方軍を黄河に沈しずめると……？」


　晄は瞠どう目もくした。国を存続させるために、何千という鬼方兵を冷たい氷の下へ落とそうというのか。


「俺は、敵も味方も、誰も傷つけずに戦を終わらせたいんだ！」


「儂は宰相だ。国を守る責務がある」


　鋭するどい視線だった。晄の背に鳥とり肌はだが立った。


（晏仲様を説得するのは無理だ……）


　軍ぐん籍せきにあった頃ころは、猛もう将しようと恐おそれられていた晏仲である。また、宰相の任に就ついてからは粉ふん骨こつ砕さい身しんして国に尽つくしてきたのだ。戦に勝つためなら、どんな手段も厭いとわないだろう。


「わかりました……」


　晄は一礼すると踵きびすを返した。佟韋が慌あわてて晄の後を追う。


『なんつー、頑がん固こじじい』


　天幕を出ると、鳳が懐からぴょんと顔を出して、開口一番にそう言った。


「仕方ありません。王を差し置いて、宰相が降伏するわけにはいきませんし、たとえ降伏しても陽甲王があの体ていたらくでは、鬼方に食い潰つぶされることが晏仲様には見えているのでしょう」


　佟韋は溜ため息をつく。


『どうする？　晄』


　鳳は晄の顔を見上げた。


「戦の勝敗なんか関係ない。このまま、兵が死んでいくのを黙だまって見てなんかいられない」


　晄は拳を握にぎり締しめる。


　楓牙には戦を止めることはできず、晏仲に降伏の意志はなかった。心を病やんだ陽甲王には、何も期待できない。


　しかし、あと一つだけ、戦を終わらせる手立てが残されている。


　晄は、眼下の黄河氷上に設けられている鬼方の天幕を見み据すえた。


「俺が戦を止やめさせる──！」


　絞しぼるような声で、晄は宣言した。




　三　決意







「あれは誰だれだ？」


　鬼方本陣で控ひかえていた騎き馬ば兵たちは、訝いぶかしげに眉を寄せた。


　氷上を一頭の栗くり毛げの馬が駆かけてくる。均整の取れた見事な馬だ。


　馬には二人の少年が乗っていた。手た綱づなを握る少年は、見事な細工が施ほどこされた青銅の甲かつ冑ちゆうを着け、深い赤の裼せき衣いを羽織っていた。殷の貴族と思われる出いで立ちだ。


　その少年の腰に手を回し、鞍くらの後ろに乗っている少年は、巫ふ術じゆつ師しなのか白しろ装しよう束ぞくを身に着け、その上に鎧よろいを着ていた。馬の首には、なぜかもこもこした茶色い子犬がしがみついている。


「止まれ！」


　騎馬兵たちは馬の腹を蹴けった。少年たちに向かいながら、手綱から手を離して弓を構える。しかし、栗毛の馬は止まらなかった。


「止まらねば射るぞ！」


　弓を構えたまま、騎馬兵たちは栗毛の馬を囲い込む。それでも少年は止まらず、それどころか一層速度を速めた。


　騎馬兵らは、その駿しゆん足そくに目を剝いた。殷では通常、馬車が用いられ、馬に乗る者は亳邑の楓牙王子とその従者ぐらいだ。貴族の子どもが、これほど巧たくみに馬に乗れるとは思っていなかった。また、二人と一匹ぴきを乗せて、これほど速く走る馬がいることも信じられなかった。


「この──」


　騎馬兵たちは一いつ斉せいに矢を放った。少年だろうが犬だろうが、鬼方王がおわす本陣に敵国の者を近づけることはできない。


　けれど、その矢は少年たちに届かなかった。見えない何かに弾はじかれるようにして、少年たちの手前でボトボトと地面に落ちていく。


「何──!?」


　騎馬兵たちは一層驚きよう愕がくした。それでも、騎馬兵は栗毛の馬を追い、果か敢かんに矢を射続けた。しかし、矢は当たらず、少年たちとの距きよ離りは開く一方だった。


　とうとう二人の少年を乗せた栗毛の馬は、鬼方王のいる天幕に着いてしまった。


　少年たちが馬から下りた。大刀や弓を手に、歩ほ哨しようや衛え士じが彼らを取り囲む。


　けれど二人の少年は、まったく物もの怖おじした様子もなかった。


「俺は殷の陝邑領主、晄。鬼方王に会いたい」


　赤い裼衣の少年は、天幕の前で声を張り上げて、そう名乗った。








「たった二人で乗り込んでくるとは、大した度胸だ。まあ座れ」


　天幕の奥で山羊やぎ皮の敷しき物ものにあぐらをかき、鬼方王涛愼単于は、口の端はしを歪ゆがめて笑った。


　晄と佟韋は、それぞれの武器を外して脇わきに置き、単于の前に腰を下ろした。


　単于の背後には也真が控えていた。他ほかに衛士らしき兵も将もいなかったが、大勢の兵が天幕を囲んでいる気配がぴりぴりと伝わってくる。


「二人ではありませんが──」


　晄は傍かたわらのチャウの頭を撫なでる。彼が、『二人と三人と一匹だよ～』と、言いたげだったからだ。


「そうだったな。お前には妖あやかしがついているのだったな」


　単于はチャウを一瞥し、


「兵が射た矢をすべてはね返したそうだが、それも妖の力か？」


　と、天幕の外で待っている栗毛の馬──煒白に目をやる。


「いいえ。僕が結界を張りました」


　佟韋が答えた。


「桃林の虞ぐ佟韋殿どのか。昨年末は也真が世話になったな。以前から噂うわさは耳にしていた。華山の神に仕える巫術師であると同時に、大国の周や召と対等に渉わたり合うやり手の領主だと」


　昨年末、左大将の也真は桃林に侵しん攻こうして、陝邑にも攻め入ろうとした。その時に晄と佟韋は出会ったのである。


「畏おそれ入ります」


　佟韋は、静せい謐ひつな目を単于に注いだまま、軽く拝礼する。


「それで、お前たちがここへ来たのは、陽甲王の使いか？」


「いいえ。王様も晏仲様にも無断で来ました」


　晄は言った。


「何の用だ」


「兵を退ひいてください」


「ほう？」


　単于は薄うすい笑えみを浮うかべ、也真は肩かたをすくめる。


「殷には降こう伏ふくの意思はありません。黄河の氷が溶とけるまで戦い続けるつもりです」


　晄は、晏仲が鬼方軍を黄河に沈める作戦を練っていることを告げた。


「そうなれば大勢の兵が死んでしまいます。どうか今のうちに──」


「黄河が溶ける前に、馮夷城まで軍を進めてしまえば済むこと。そんな脅おどしは効かんぞ」


　単于はまったく動じなかった。


「代わりに俺の領地、陝邑を差し上げます。だから、今は取りあえず兵を退いてください」


　陝邑を取り引きの材料にすることは、佟韋と事前に打ち合わせておいた。晏仲の作戦を伝えたところで単于が撤てつ退たいするはずがないとわかっていたからだ。


　陝邑には、焉えんたち流る人にんや、晄の実母である杏玲が住んでいるが、わけを話せばきっと鬼方を受け入れてくれるだろう。


「陝邑は畑にできる土地は少ないですが、小さいながら銅山もあります。南方への道も開けていますし、万病に効く温泉も湧わいてます。舜兄が作る青銅器で、そこそこの財も蓄たくわえてあります。今の王都よりはずっと豊かです」


　晄は必死で言葉を継ついだ。どうしても戦いくさをやめさせたかった。


　単于は無言で聞いていた。表情は変わらなかったが、目の奥に微かすかな逡しゆん巡じゆんがうかがえる。


　しかし──。


「そんな話には乗れんな」


　結局、単于は首を縦には振ふらなかった。


「なぜです!?　鬼方にとって、決して損な取り引きではないはず──」


　晄は身を乗り出す。


「陽甲の首を取れば、陝邑どころか中原のすべての邑ゆうが手に入るのだぞ。倉が空だろうが、王の権けん威いが地に落ちていようが王都は王都だ。それを目の前にして、僻へき地ちの邑一つと引き替かえに今さら兵を退く気はない」


「そんな……」


　晄は青ざめた。背筋に冷たい汗あせが伝う。


「桃林が鬼方に下りましょう」


　佟韋が言った。単于と也真の目が彼に移る。


「昨年末、左大将が桃林においでになった時、僕は鬼方に従う決意をしました。その折のお約束を今こそ果たさせていただきます。周や召と鬼方の交易に便べん宜ぎを図はかり、渭い水すいの恵めぐみを鬼方にもたらしましょう」


　佟韋は、静謐な眼まな差ざしを単于に注ぐ。


「今、撤退に応じねば、鬼方が中原を制した後には、周もしくは召と謀はかって、鬼方を攻せめると？」


　ここで初めて単于の目が険しくなった。


「そういうことです」


　佟韋は、単于の視線を正面から受け止める。これまで、何度も大国に侵攻されながら、国を守り続けてきた佟韋の底力だ。


「桃林と蒲ほ邑ゆうの関係は御ご存ぞんじのはず。本家とは一線を引いていますが、僕が要よう請せいすれば虞氏が動きます。殷の建国以前から、虞氏は中原の支配を望んでいましたからね。ここで鬼方が横よこ槍やりを入れることを一族の者は許さないでしょう」


　黄河を挟はさんで桃林の向かい側に位置する蒲邑は、佟韋の縁えん戚せきである虞氏の所領だ。その勢力は、殷王家に匹ひつ敵てきする。


「ただのはったりではなく、お前なら本当にやるだろうな」


　単于は苦く笑しようした。しかしその笑みは一いつ瞬しゆんで消える。


「だが、兵は退かぬ」


　単于の重い声に、晄と佟韋は絶句した。


「中原さえ手に入れば、周や召、虞氏など恐おそるるに足らぬ。攻めて来たら追い返すまでのこと」


　北方の広大な土地を制せい覇はした草原の王に、恐れるものは何もないのだ。


　晄は拳こぶしを握にぎる。もう取り引きの材料はすべて出し尽つくしてしまった。


「……兵を退いてください」


　声が震ふるえそうになるのを、必死でこらえた。


「まだ言うか」


「戦なんかしてる場合じゃない。荒あらぶる古いにしえの水神が、もうすぐ蘇よみがえってしまうかもしれないのに……」


　晄の言葉に、単于と也真は瞠どう目もくした。


「共工が天界の覇は権けんを狙ねらっていることは、章玄から聞いている。お前にその気が憑いていることもな。だが──」


　単于は、女媧と共工の戦いや、夏かの禹王、殷の湯王の伝説も聞いたことはあり、神々の存在を否定するつもりはなかったが、いまひとつ現実と結びついていなかったのだ。


「お前が死ななければ、共工は蘇らぬのであろう？」


「そのはずです。でも……」


　晄は首にかけていた魚の珮はいを外し、床ゆかに置いた。途と端たんに晄を取り巻く共工の気が膨ふくれあがる。


「それは──」


　単于はギョッと目を剝むき、思わず大刀の柄つかに手をかけた。彼には晄を取り巻く清と濁だくの光は見えなかったが、気配は感じられた。それまで威い勢せいがよかっただけの少年から、気け圧おされるほどの殺気が迸ほとばしっている。


「晄、そんなことをしては──」


　それまで冷静だった佟韋がひどくうろたえ、腕うで輪わのふりをしていた汪李と、懐ふところに隠かくれていたひよこの鳳が瞬しゆん時じに人ひと形がたに変へん化げし、晄の腕うでをつかんだ。チャウがバッと晄に飛びつく。


　外にいた煒白も人形になって天幕の中に駆かけ込んで来た。その現場を目もく撃げきした外の兵たちが、騒そう然ぜんとして天幕になだれ込む。


「……わかりますか？　これが共工です」


　苦しげに晄は言った。


『晄、これ以上は無理だ』


　煒白が床から魚の珮を拾い、素す早ばやく晄の首にかけた。


　晄から発せられていた殺気が噓うそのように鎮しずまった。妖たちがほっと息をつく。


『肝きもが冷えたぞ。馬ば鹿か者が──』


　晄の腕から手を放すと、汪李はパコンと晄の頭を軽くはたいた。


『何か、こないだよりも一層、共工が力を増したみてーだったぜ』


　鳳は目を細めて、晄を取り巻く清と濁の光をしみじみと眺ながめる。


『驚おどろきすぎて、うっかり人形になってしまった。済まない』


　煒白は天幕の入り口に目をやる。入り口では、大勢の兵が目を丸くして突とつ如じよ馬から人になった黒い肌はだの偉い丈じよう夫ふや、銀ぎん髪ぱつの美青年に見入っていた。


「ごめん。びっくりさせちゃったね」


　晄は、胸にしがみついたままのチャウの頭を撫なでる。


「どういうことだ……？」


　単于は啞あ然ぜんとした様子で、晄と妖あやかしたちとを交こう互ごに見る。


「おのれの意思とは関係なく、晄は死のうとするのです。多分、晄に憑いている共工の気が力を増し、晄から出たいのだと思います」


　佟韋が居住まいを正して単于に向き直った。


「その様子では、我らを退かせるための芝しば居いではなさそうだな」


　単于は、晄を囲む妖たちを見て言った。


『お前たちを退かせるために、わざわざ芝居など打つか。我は化か蛇だだ。黄河の氷を砕くだき、お前たちを黄河の水みな底そこに叩たたき込むなど造作もないというに』


　汪李は単于を横目で睨にらみ、フンと鼻を鳴らす。


『おれも崑こん崙ろんの鳳ほう皇おうのはしくれ。その気になれば黄河を溶かせるぜ』


　鳳は、手の中に光の槍やりを作った。目を灼やくほどの眩まぶしい光が天幕に満ちる。鳳がその槍を氷の床に突つき立てると、ジュッと湯気を立てて床が溶け、半径一尺ほどの水たまりができた。


『な？』と、鳳は単于を見てニッと笑う。


『鳳、お前が氷を溶とかすことはない。鸞を喚よんで、鬼方王に幻げん術じゆつをかければ兵を退かせられるのだから』


　煒白は真ま面じ目めな顔で言った。彼は単于の視線に気づいて、その場に片かた膝ひざをつく。


『申し遅おくれた。私は神の園──平へい圃ほを守る駮はくという妖だ。兵を驚かして済まなかった。今のは芝居ではない。本当に私は慌あわててしまったのだ』


『しばいってなーに？』


　チャウが小首を傾かしげた。


「信じてもらえたでしょうか」


　晄は、すがるように単于を見つめた。


「共工が蘇れば、神々が戦を始めてしまいます。そうなれば人間なんかひとたまりもない。もちろん、俺は共工が蘇らないように全力を尽くします。けど、万一のことも考えて……」


　言いながら、晄は総毛立つ思いだった。全力を尽くしてもだめかもしれないという不安が脳のう裏りをよぎる。


「みんなで力を合わせて、その時に備えなくちゃ。今は人間同士で争ってる場合じゃないんです！　だから、お願い──、戦をやめてください！」


　晄は声を振り絞しぼり、両手をついて単于に叩こう頭とうする。


　単于は、瞠目したまま妖たちをしばらく見つめ、


「……わかった。兵を退ひこう」


　やがて乾かわいた声でそう言った。


「ありがとうございます──」


　晄は顔を上げた。あまりの安あん堵どで目め尻じりに涙なみだが滲にじみ、拳でごしごしと顔をこすった。佟韋が隣となりでほっと息をつく。


「先刻の約束通り、陝邑は鬼方に差し上げます。でも、どうか陝邑の民たみの身分の保障を──」


「いや、いい。今の話を聞いて、中原をとる気が失うせたわ」


　単于はパタパタと手を振ふった。


「でも、鬼方ではあまり作物が穫とれないと……。だから殷へ攻めてきたんでしょう？　鬼方の民が引っ越こしたいと言うなら、陝邑は歓かん迎げいしますよ」


「……そうか？」


　単于は当とう惑わくした様子で目を瞬またたいた。


「では、取りあえず、陝邑に備び蓄ちくしてある食しよく糧りようを鬼方に運ばせます。あとで時と場所を連れん絡らくしてください」


　晄はそう言って、単于に一礼すると佟韋とともに天幕を退出する。晏仲に和議が成立したことを報告して、一刻も早く戦いをやめさせなければならない。


　兵たちが見守る中、汪李は小こ蛇へびに変化して晄の腕に絡からまり、鳳はひよこになって晄の肩かたに跳とび乗った。チャウが尻尾しつぽを振り振りその後について行く。


　煒白は外へ出た途端に馬に変化し、兵たちが仰ぎよう天てんして後あと退ずさる。


「晄」


　煒白に乗ろうとした時、天幕から也真が出てきた。


「しばらく見ない間に、一いつ端ぱしの男の顔になったな」


　相変わらず、狼おおかみのように鋭するどい眼まな差ざしだったが、口元に穏おだやかな笑えみが浮うかんでいる。


「莉由は元気か？」


「さあね。ここ二日ばかり顔見てないもの」


　晄は無ぶ愛あい想そうに答えた。


「怒おこっているのか？」


「当たり前じゃない。この戦いくさは鬼方から始めたんだよ。こんなに戦が長引いたのは、也真のせいだし」


「長引かせたのは楓牙だろうが──などと言い争っている場合ではないか」


　也真はポリポリと頭を搔かいた。


「正直言って驚いた。共工のこともだが、お前が鬼方王に面と向かって、あれだけのことが言えるとはな。王が涛愼単于でなけりゃ、陝邑の譲じよう渡とを聞いた時点で手を打っただろう」


「そうかな」


　晄は暗い笑みを唇くちびるの端はしに刻む。


（でも、遅おそすぎた。鬼方が殷を攻せめる前にこうしていれば……）


　汪李たちを戦に使うと言って単于を脅おどせば、戦にはならなかっただろう。開戦を知っても何もせず、戦の間も馮夷城で安あん穏のんと過ごしてしまったことを晄は悔くやむ。
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　也真は歩み寄り、晄の頭をぐりぐりと撫でた。晄の心の内を察したのかもしれない。


「身体からだをいとえ」


　やがて彼はぽつりと低い声で言った。思いの外ほか、暖かい声こわ音ねだった。


「共工なんぞに乗っ取られるなよ。お前はいずれ俺の義弟になるんだからな」


「也真……」


　彼の言葉を有り難がたいと思った。義弟の話は冗じよう談だんにしても、彼が自分を心配してくれる気持ちは本当だ。


「うん……。うまく兵を退いて、これ以上戦死者が出ないように……、頼たのむね」


　また潤うるみ始めた目を拳こぶしで拭ぬぐい、晄は煒白に乗ると佟韋とともに、殷の本ほん陣じんに向かって駆け出した。





「あれが、お前の気に入りの陝邑領主か」


　天幕に戻もどった也真を、単于はまだ当惑したような表情のままで迎むかえた。


「ええまあ──。昨年末に会った時には、共工が復活しそうだなんて話は、一言もなかったんですけどね」


　也真は苛いら立だたしげに髪かみを搔き上げる。不安が隠せなかった。


「憐あわれだな。あのような少年の肩に、人の世の命運がかかっているとは」


　単于は緩ゆるく頭かぶりを振った。


「それにしても、あの小こ童わつぱ──。妖どもを先に顕けん現げんさせなかった」


　単于は言った。


　化蛇や駮、鳳皇を見せつければ、こちらは否いや応おうなしに撤てつ退たいするしかない。けれど晄はそれをせず、陝邑の譲渡を申し出たのだ。


「そういうやつなんですよ」


　也真は苦く笑しようする。


「我らが和議に応じた後も、まだ鬼方へ食糧を運ぼうとするとはな」


「晄は、敵国の民なら餓うえてもいいとは思わないんです。あいつが領主になったばかりの頃ころは、まだ陝邑もさほど豊かではなかったんですが、なけなしの食糧を惜おしまずに、流る人にんたちにも食わせてやったぐらいですから」


　也真は流人のふりをして陝邑に潜せん入にゆうした時のことを思い出す。長旅の果てに陝邑にたどり着くと、晄は簡単な宴うたげを開いてくれた。あの宴での粟あわ粥がゆと酒のうまさは今でも忘れない。


「あの小童は、子し家の血は引いておらぬのか？」


　唐とう突とつに単于が尋たずねた。


「確か、青銅器職人の息むす子こですよ」


「庶しよ人じんの出で、邑ゆうの領主にまでのし上がったのか」


　単于は驚いた様子だった。


「それが何か？」


「今、殷では王位継けい承しよう問題でもめているというからな。あの少年が次代の王であれば──と、ふと思ったのだ」


　単于の目が、晄の後を追って天幕の外に向けられる。その眼差しが、彼らしくなく穏やかなことに也真は驚おどろいた。


「晄が王になれば、御ぎよしやすいからではなく？」


「あの小童は、おとなしく我らの言いなりにはならんだろう」


　先刻のやり取りを思い出したのか、単于は微び笑しようを苦笑に変える。


「だが、あやつが殷王なら、鬼方は侵しん略りやくなどせずとも豊かに暮らせる」


　ひたすらに大陸の制せい覇はを目指し、草原を駆かけてきた単于である。その彼が鬼方と殷と、双そう方ほうの安あん寧ねいを望んだのだ。


（晄め、とうとう鬼方王まで落としたか）


　也真は、口元が弛ゆるむのを隠かくせなかった。


「そうですね。俺もそう思いますよ」


　天幕を透すかして、泰山の中腹、殷の本陣に目を移し、也真は清すが々すがしい気分でそう答えた。








「鬼方王が和議に応じたと!?」


　本陣に戻った晄が、鬼方王との交こう渉しようが成立したことを告げると、晏仲はそう言って腰こしを浮かせた。その場にいた三師の将軍たちも目を丸くしている。


「信じられん、いったいどうやって……。いや、お前ならやるだろうな」


　晏仲は、晄の左腕で腕輪のふりをしている汪李に視線を走らせ、


「兵を後退させる！　戦せん鼓こを鳴らせ！」


　彼は直ちに号令を発した。


　晏仲や三師の将軍らは天幕から飛び出し、晄と佟韋も彼らとともに眼下の戦場を見下ろす。


　戦鼓が打ち鳴らされた。黄河氷上の鬼方本陣からも合図が発せられたのだろう。晄の耳に、別の戦鼓の音が届く。


　それまで、交こう錯さくしていた戦車と騎き馬ば兵の影かげが、少しずつ南北に分かれていった。


「鬼方が、退ひいていく……」


　その様子を凝ぎよう視しし、中師将軍が呟つぶやいた。


「やったな、孺子こぞう──！」


　左師、右師の将軍らが、同時に晄に飛びつき、晄の頭をぐりぐりと撫なでた。


「晄、礼を言うぞ。よくぞ王都を──国を守ってくれた」


　晏仲の目は潤んでいた。


　けれど、晄は少しも嬉うれしくなかった。


　日は西に傾かたむき、黄河の黄色い河原に、本陣へ戻る鬼方兵の長い影が映っていた。彼らが去った後に残されたおびただしい数の黒い点は、兵の骸むくろだ。


（何で戦なんかするんだ……）


　晄は震ふるえる拳を握にぎり締しめ、血が滲にじむほど強く唇を嚙かむ。胸の奥の熱い塊かたまりは、なかなか冷えなかった。








『今いま頃ごろ、この上で和議が行われているのですね』


　鸞は暗い天てん井じようを見上げた。


　晄たちは馮夷城の地下、湖の畔ほとりで寝ね泊とまりしていた。楊の容態がかんばしくなかったからだ。


「晄、本当に和議に同席しなくていいんですか？」


　佟韋は尋ねた。


「いいよ。楓牙ならうまくやってくれるもの。今は楊のそばにいてやりたい」


　晄は頭を振ふった。


　鬼方との和議は、馮夷城の西の区域にある大広間で行われることになっていた。


　陽甲は後宮から出ず、聡牙、脩牙も病に伏ふしていたため、楓牙が王の代理として和議に臨のぞむことになっている。


　──晄、お前も一いつ緒しよに来い。


　楓牙は、鬼方の撤てつ収しゆうを知って本陣に駆けつけた時、鬼方王を説得したのが晄だったことを知って大層喜び、晄が和議に出席することを望んだ。


　晏仲も、今回の功労者として晄にはその資格があると言ってくれた。


　けれど晄は断った。戦死した兵や楊のことを考えると、とてもそんな気にはなれない。


　晄は、楊に目を移す。彼は、つぎはぎだらけの敷しき物ものの上で眠ねむり続けていた。熱が高いのか、息は浅く、唇くちびるは土気色だった。その周囲を仲間の子どもたちが心配そうに取り囲んでいる。


　紫央が言うには、今夜が峠とうげだという。紫央が治ち療りようを続けなければならないのだが、彼は負傷兵の治療のために呼び出されてしまった。


「……母ちゃん……父ちゃん」


　楊がうわごとを言った。両親の夢を見ているらしい。楊の父はとうに戦死し、楊は母親と弟とともに戦せん禍かを逃のがれて馮夷城に来たのだと言っていた。その母と弟もここで病死したという。


（何で、楊がこんな目に遭あわなくちゃならないんだ……）


　晄の目に涙なみだが溜たまる。養父母を亡なくした時の思いが蘇よみがえっていた。


　大切な人を亡くすのは、誰だれもが辛つらいはずだ。なのに、戦いくさが起きてしまう。


（ごめん、なんにもできなくて……）


　切なかった。


　晄の脳のう裏りに、馮夷城で醜軍の兵に追われる女や子どもたち、黄河南岸で次々と血溜まりに伏していく兵たちの姿が映る。


　──それができないから、戦っているのだ！


　戦をやめさせてと晄が懇こん願がんした時、楓牙はそう言った。


　──儂わしは宰さい相しようだ。国を守る責務がある。


　晏仲も頑がんとして譲ゆずらなかった。


　民たみの安寧を願っていても、彼らには戦を止められない。できるのは陽甲だけだというのに、彼は民を顧かえりみない。


　もとはと言えば、陽甲が暴政を揮ふるったために、諸しよ侯こうが殷に背そむき、そこを鬼方に突つかれたのだ。けれど、晄自身も陽甲の暴政を止めることはできなかった。


（王の声一つで国が動く。なのに、動き始めた国は誰にも止められないんだ……）


　晄の中で何かがうごめいた。共工の気ではない。自分自身の内から湧わき上がってくるものだ。


　その時、楊を囲んでいた子どもたちが、わっと声を上げた。


「晄兄ちゃん、楊の目が覚めた！」


「本当!?」


　晄は駆け寄り、楊の枕まくら元もとに膝ひざをついた。


　楊は薄うす目めを開けていた。その目が晄をとらえると彼は微かすかな笑えみを浮うかべる。


「……晄。無事だったんだね……」


「何言ってるの。俺の心配なんか……」


　あまりの安あん堵どで、どっと涙が溢あふれてきた。


「父ちゃんと母ちゃんの夢を見た……。まだこっちへ来るなって……」


「当たり前だよ」


「俺、本当は父ちゃんと母ちゃんのとこ、行きたかったけど、……こいつらがどうなっちまうのか心配でさ……戻もどってきたんだ」


　楊は、夜具にとりすがっている仲間の子どもたちをゆるゆると見回した。


「そうだよ。楊が九州をまたにかける大商人になってくれなきゃ、俺たち、商船の船乗りになれないじゃない」


　子どもたちも嬉し涙にむせぶ。


（ああ、そうだ……）


　晄はこぼれ落ちる涙を拭ふきもせず、子どもたちに見入った。


　この子たちが安心して暮らせる国がいい。戦禍に怯おびえることなく、餓うえることもなく、いつも笑って暮らせたらいい。


「……王になりたい……」


　晄は呟いた。佟韋や妖あやかしたちが瞠どう目もくして、晄を注視する。


（俺は、すべての人の幸せをずっと願っていた。けれど、今までは別の誰かに、その願いを叶かなえてもらおうとしていた。陽甲に期待し、それがだめなら楓牙にと──）


　けれど、願うだけでは、叶わないことを思い知らされた。


　楊は一命を取り留めたが、戦では何千もの命が失われた。ここで喜ぶ子どもたちがいる一方で、父や夫、兄弟の骸にとりすがって嘆なげき悲しんでいる人たちもいるのだ。


「俺、王になりたい……」


　晄は繰くり返した。


　自分は今まで逃にげていたのだ。王の器うつわではない、共工の気に憑つかれているからと──。


　そんなことは言い訳にすぎない。共工の気の封ふう印いんを舜に任せ、自身は器を広げる努力もしなかった。


「王になって、俺の手で、俺の望む国をつくりたいんだ──！」


　晄は今、心の底から人々の幸せを願った。
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「鬼方との和わ睦ぼくがなったそうだ。これで武具ばかりを作らずに済むなぁ」


「陝邑侯こうが鬼方王を説得したそうだぞ」


　隣りん室しつでのそんな会話が、舜の耳に届いた。


（やりましたね、晄ちゃん……）


　無事でよかったと、坩堝るつぼに銅と錫すずを入れながら舜はホッと息をつく。


　馮夷城が襲しゆう撃げきされ、鬼方が黄河南岸に上陸したという報しらせを聞いた時には、呪じゆ具ぐの製作を中断して、晄のところへ駆かけつけようと思った。晄のことだから、きっとじっとしてはいられずに自ら危険に飛び込むだろう。心配でならなかった。


　けれど舜は、黙もく々もくと一人で呪具を作り続けていた。


　いつまた晄が、共工の気に支配されるか、その不安の方が大きかった。


　三人の妖がいれば晄が戦で死ぬことはないだろうが、共工の気は河伯の加護を凌りよう駕がする。晄を死へ誘いざなう共工から、河伯は晄を護まもれない。


　一刻も早く呪具を完成させなくてはならない──。


　その思いが、晄のもとに行きたいという衝しよう動どうを辛かろうじて抑おさえていたのだった。


　舜は、炉ろに火を入れた。ふいごで空気を送ると、ゴーッと音を立てて炎ほのおが躍おどった。炎から発せられる熱が肌はだを叩たたく。


　彼は坩堝の中の銅と錫に目を凝こらした。それらの色を見て、温度を測っているのである。


　まず錫が溶とけ、次し第だいに銅が溶けていく。坩堝は赤く灼やけて、中の錫と銅が白い光を放つ。


　ボコリと粘ねばり気のある泡あわを立てて銅と錫が混じっていく。この銅と錫の合金が青銅である。時が経たつと錆さびが浮いて青く見えるところから青銅と呼ぶが、銅本来の色は赤みがかった金色で、錫の量が多いほど白に近い金色になり、硬こう度どは増すがもろくなる。


　銅と錫は事前に丁てい寧ねいに製せい錬れんし、量も量ってあるが、この時の温度が低ければ銅が溶けきらず、望み通りの青銅が得られない。


　右目の視界には黒い霧きりがかかっていて、役には立たない。だから、左目でその微び妙みような色の変化を見定める。


　目が痛み始めた。


　──このまま青銅器を作り続けていたら、近いうちに失明する。


　最初に紫央を工こう房ぼうに呼び出した時、彼はそう言っていた。


（僕から青銅器作りを取ったら、何が残るんでしょうね……）


　そんな思いが頭の片かた隅すみをよぎる。


　青銅器を作ることが好きだった。物心ついた時には、すでに父とともに工房で青銅器を作っていた。眠ったり、食事をしたりすることと同じように、舜にとっては生きる上でごく自然な営みの一つだった。


　見えなくなることは恐きよう怖ふだったし、そうなれば呪具が作れなくなるのも辛かった。


　けれど、嘆いている場合ではない。


「どうしても、これだけは仕上げなければなりません」


　それまでは見えていてくれと、舜は半ば祈いのるような思いで、炎の中で輝かがやく青銅を凝ぎよう視しする。


　溶けた青銅を鋳い型がたに流し込み、おおよその作業が完かん了りようしたのは夕刻だった。


（何とかできましたが……）


　舜は、額の汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい、湯気を上げている鋳型に目を落とす。目はひりつくように痛み、開けていられないほどだった。今日一日の作業で、右目の視力を完全に失っていた。


（これで共工の気が封ふうじられなかったら──）


　舜は顔を上げ、痛む左目をこじ開けて窓の外の夕空を眺ながめる。朱しゆに染まった空に、所々に黒い霧がかかって見えた。
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「舜兄と莉姉、どうしてるかな……」


　馮夷城の子ども部屋の窓から王都の景色を眺め、晄は呟つぶやいた。


　松林の向こうに細い紐ひものような街かい道どうが伸のび、その奥に王都の外城が小さく見える。霞かすみがかった空は穏おだやかだった。


　晄の左腕には小こ蛇へび姿の汪李が絡からまり、右肩にはひよこの鳳が留まっていた。煒白は脛すねあてになって晄の脚あしに巻きつき、チャウは足元にちんまり座っている。


　晄の傍かたわらには佟韋が立ち、五日ぶりの外の風景を眺めていた。


　楊たちを地下の湖の畔ほとりから、もとの子ども部屋へ戻したところである。


　殷と鬼方との和睦が成立し、醜軍は撤てつ退たいした。代わりに今は鬼方本軍が馮夷城に駐ちゆう留りゆうしている。黄河が溶ける前には帰き還かんするとのことだが、遠い鬼方へ帰るには、それなりの準備が必要らしい。しかし、楊たちをいつまでも日の差さない地下に置いておくことはできないので、也真に頼たのんで子どもたちの部屋だけ空けてもらったのである。


　やるべきことをやってしまったら、急に兄姉のことが心配になってきた。共工の気の影えい響きようもあるのかもしれない。戦いくさは終わったというのに、腹の底の塊かたまりはまだ熱く、気分が重かった。


「王都に戦の被ひ害がいはなかったっていうけど、市なんか立たないから、莉姉は食べる物とか困ってるんじゃないかな。もしかして、舜兄はあれからずっと工房に泊とまり込んでるかも……」


　晄は、彼方かなたの王都を見つめたまま言った。


「いくらなんでも、馮夷城襲撃を知った時点で、館やかたへ帰ったんじゃないですか？　晄も舜殿どのもいないのでは、莉由殿が心細いでしょうし」


　佟韋は、晄に視線を移して軽く笑う。


『ところが、舜の場合は違ちがうんだよな。呪具作りに没ぼつ頭とうすると、戦だろうが洪こう水ずいだろうが、気にしねーんだ』


　鳳は、半ば呆あきれたように肩かたをすくめた。


「そうなんですか？」


『莉由が心細いなどとしおらしいことを思わぬからだ』


　汪李はうなずいた。


「まあね……。でも、莉姉はきっと舜兄や俺のこと、ものすごく心配してると思う」


「館に戻ったらどうです？　楊君の容態も安定していますし、ここは僕一人でも大だい丈じよう夫ぶですよ」


　佟韋は楊を振ふり返る。彼は床とこに身を起こして、子どもたちと楽しげに雑談していた。


「そうさせてもらおうかな──」


　晄が言いかけた時、「晄ちゃーん」と、階下から舜の声がした。晄たちはバッと一いつ斉せいに窓の下をのぞき込む。


　彼は荷馬車に乗っていた。荷台には、四角くて大きな布の包みが載のっている。


「舜兄！　どうしてここへ──！」


「できましたよ～。下りて来てください」


　舜は、その布の包みを指差して、いつものほんわり笑えみを浮うかべた。


　階段を駆け下り、晄たちが外へ出ると、舜はいきなり晄を抱だきしめた。いつにも増して熱い抱ほう擁ようである。肩に留まっていた鳳が巻き込まれて、『苦しー』ともがく。窓からその様子を見下ろしていた子どもたちが、「相変わらずだね」と笑っていた。


「晄ちゃん、会いたかったですー。大活かつ躍やくだったそうですね。晄ちゃんの噂うわさが王都に飛び交かっていますよ」


　舜の目の下には隈くまができ、かなりやつれた感じだった。予想通り、工房にこもって呪具を作り続けていたらしい。


「舜兄も無事でよかった。ちょうど館へ戻もどろうと思ってたところだったんだ。どうして俺がここにいるのがわかったの？」


「紫央さんに聞いたんです」


　紫央は時々工房に寄って、食べる物などを差し入れてくれたのだそうだ。楊が命に関かかわるような重傷を負ったことも、紫央から聞いていたという。


「危ないと聞きましたが、助かってよかった……。お手伝いにきてあげられなくてごめんなさいね。晄ちゃんがまた共工に操あやつられやしないか、心配で心配で、とにかく一日も早く、呪具を仕上げたかったんです」


　舜は目を細めて、晄を取り巻く清と濁だくの光をじっと見つめる。


「共工の気が、また一段と強くなっていますね。魚の珮はいが辛うじて抑えているようですが」


「操られたりはしなかったけどね……」


　晄は弱々しい笑みを浮かべた。


「早いとこ気を祓はらって、封じてしまいたいところですが、失敗は許されませんから、まずは試ためしてみなくてはね」


　そう言って舜は、晄の腕うで輪わと脛あて、肩に留まるひよこを順番に見回した。








　封ふう印いんの実験は、ある程度の広さがあり、人目にもつかない場所ということで、地下の湖の畔で行うことになった。


　煒白が四角い布包みを担かつぎ、晄たちは暗い坑こう道どうへ下りて行く。松たい明まつ代わりに、鳳が光の槍やりを掲かかげた。


「すみませんねぇ。ようやく日の下に出たというのに、また逆ぎやく戻もどりさせてしまって」


　そう言う舜の足取りは、何だかおぼつかなかった。


「舜兄、どうしたの。具合でも悪いの？」


　晄は舜の腕うでを取った。


「いえいえ、暗い所に目が慣れるまでに時間がかかるんですよ。歳としのせいでしょうかねぇ」


　舜は軽く笑った。


　鳳がチラリと舜を振り返り、いつもならここで一言二言何か揶や揄ゆするはずだが、彼はなぜか無言で槍の光を強めた。


「じゃ、この辺りでやりましょう。煒白さん、呪じゆ具ぐを下ろしてください」


　湖こ畔はんに着くと、舜は水みず際ぎわに近い場所で煒白に四角い布包みを下ろさせ、その包みを解いた。


「わぁ──」


　晄は思わず声を上げた。佟韋や汪李たち妖あやかしも目を瞠みはる。


　呪具は彝いという蓋ふたつきの方形の器うつわだった。赤みがかった黄こ金がね色いろをしていて、鳳が掲げる槍の光を照り返して、キラキラと輝いている。


　四つの側面にはそれぞれ化か蛇だ、駮はく、鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちようが描えがかれ、それら妖の周囲も蓋も、細かい炎ほのおの紋もん様ようで埋うめられていた。晄を守る妖たちと炎えん招しよう戈かの炎を模したのだそうだ。


『ぼくがいない～』


　呪具の周りをひと回りして、チャウが悲しそうに鳴いた。


「チャウの毛が、青銅に溶とかしてあるんですよ。土は水を堰せき止めますからね、一番大事な役をしてもらったんです」


　舜がそう言うと、チャウは『えっへん』と胸をそらせた。


　呪具の蓋は四し角かく錐すいで、頂点に円えん環かんがついていた。円環には金属製の球がはめ込まれている。大きさは赤子の拳こぶしぐらいだ。呪具の四つの側面にも、同じ球がはめ込まれていた。


　舜は、蓋の円環にはまっていた金属球を外し、


「ではまず、汪李さんでやってみましょう。共工と同じく、陰いんに属する水すい妖ようですし」


　と、いつものほんわりとした笑みで汪李を見やる。


『や、やってみる──？』


　小蛇姿の汪李はギョッと目を剝むいた。


「この中に入ってください。そして出られるか試してほしいんです。もちろん、本ほん性しようを現して全力でやって構いません。それで壊こわれるようなら、共工には通用しませんからね」


『ま、まさか、自力で出られなかったら、永遠に閉じこめられたままではあるまいな』


　晄の腕にギュッと絡まり、汪李は不安げに呪具を見つめる。


「大丈夫です。外から蓋を開けられますから」


　舜はそう言うと、汪李をムギュッとつかんで晄から引き剝はがす。


「佟韋さん。すみませんが結界を張って、晄ちゃんを閉じこめておいてくれませんか」


「いいですけど……？」


　理由がわからず佟韋は怪け訝げんな様子だったが、取りあえず呪を唱えて、晄と自分との周囲に結界を張る。


「じゃ、いきますよ」


　舜は、呪具の蓋を開けると同時に、汪李をつかんでいた手をパッと放す。


　汪李が見えない何かに引かれるように呪具に吸い込まれるのと、それまで穏おだやかだった湖から、突とつ然ぜん大波がやってきたのとがほぼ同時だった。


『うわっ！』


『キャーッ！』


　舜はすかさずカポッと蓋を閉める。


　ザバーン！


『あ～れ～』


　思いっ切り水をかぶり、チャウがドンと巨きよ大だい化する。


「な、何が起こったの……？　何で水が……。今の叫さけび声は？」


　晄は目を丸くしてあちこちを見回す。汪李らしからぬ情けない声にも驚おどろいたが、もう一人の悲鳴はいったい──。


『ら、鸞が吸い込まれた』


　見ると、結界の外にいたひよこの鳳が震ふるえていた。


「噓うそっ!?」


『って言っても、おれとあいつは一個の身体からだを共有してるわけだし、身体はここにあるし、どういうことだ？　けど、吸い込まれたのは確かだ。鸞がどこにもいねえ……』


　彼はうろたえた様子で、身体をパタパタと翼つばさではたく。


「この呪具、共工仕様になってますからね。鸞ちゃんも陰に属するので、身体だけ置いて入っちゃったんでしょう。水神の馮夷も吸い込めるみたいなので、取りあえずその機能は確かく認にんできました」


　舜は満足げだった。


　湖の水は引き、チャウからも水分が抜ぬけてもとの大きさに戻っている。湖面が微かすかに震えているのは、馮夷が怯おびえているからだろう。


「な、何て凄すさまじい……」


　佟韋は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。晄を結界に入れたのは、晄に憑いている共工の気や河伯の加護まで吸い込む恐おそれがあったからだ。


「問題はここからです」


　舜は、呪具の蓋の円環に金属球をはめ込んだ。


「では、汪李さん、存分にどうぞ」


　ドーン！


　呪具の中で、落らく雷らいの音がした。


『キャー。汪李様、やめてください～』


『我が慢まんしろ。全力で試せと言われているのだ』


　鸞の悲鳴と汪李の怒ど声せいが、呪具から微かに漏もれてくる。どうやら、汪李が本性を現し、雷かみなりを喚よんで暴れているらしい。


「中、どうなってるの？」


　汪李の本性は、太さ五尺、長さは十丈じようを超こえる。それに引き替かえ、呪具は二尺四方だ。


「ちょっとした異界になってるんです。だからいくらでも吸い込めますよ」


　けれど、呪具の口は伸のび縮みしないので、体積や形状を変えられるものでなければ中には入れないという。


　その後、何度か落雷の音がして、呪具の蓋がカタカタと震えたが、やがてそれも静まった。


『……舜。出してくれ』


　弱々しい汪李の声が微かに聞こえた。


　舜は、蓋と側面の金属球を外し、蓋を開ける。


　赤ちゃん化蛇の姿の汪李が、精も根も尽つき果てた様子で、パタパタと舞まい上がって来た。


　ひよこの鳳がビクッと身を震わせ、『鸞が戻もどった──！』と、頓とん狂きような声を上げる。


『参った……』


　赤ちゃん化蛇は、そのままチャウの背中に着地し、ぐったりと寝ねそべる。


「舜兄、やったね。これなら共工を封ふうじておけるんじゃない？」


　晄は歓かん声せいを上げたが、


「いいえ、蓋と本体との間が弱いかもしれません」


　舜は眉まゆをひそめて蓋と本体をつなぐ球を凝ぎよう視しする。汪李が暴れようが雷を放とうが、蓋が揺ゆらぐようでは共工を完全に閉じこめておけないという。


　念のため、煒白も呪具に入ってみた。神に匹ひつ敵てきする膂りよ力りよくを持つ彼は、蓋を押し上げて僅わずかに隙すき間まを作る。側面の金属の球が一つ、ポロリと外れた。


「やはり、これでは力が足りませんでしたか……」


　舜は、落ちた金属球を拾った。


「それ、何の役目をしてるの？」


　晄は尋たずねた。


「蓋と本体との間に結界を張って、蓋が開かないようにしているんです」


「材質は何なのです？」


　そう尋ねたのは佟韋だった。


「僕が製せい錬れんした銅に、河伯の使い──隗昭明様にいただいた削さく刀とうを溶かして鋳い込こみました。けれどいくら呪じゆ力りよくが強くても、昭明様ももとは人間。これが限界なのでしょう。幸い、本体は大だい丈じよう夫ぶそうなので、この五つの球だけ作り替えてみます」


「作り替えるって、どんな材料を使うんです？」


「そうですねぇ。もう一度溶かして、チャウの毛を混ぜてみようかと……」


　舜は思案げに首を捻ひねった。何でもないふりを装よそおったが、実は舜は相当に焦あせっていた。右目はまったく見えず、左目にも黒い霧きりが所々にかかっている。この目では球を作り替えることはできないかもしれない。


『女媧様の五色の玉なら、その球の代わりになるんじゃね？』


　その時、ひよこの鳳が、ぴょんと呪具に跳とび乗った。


「女媧の五色の玉？」


『そ、大昔の大戦で天が割れた時──煒白が天からおっこった時の戦いくさだよ。女媧様はその玉で天を補修したんだ』


　崑崙には、大戦で滅ほろんだ神々の陵りようがあり、墓標はそれと同じ材料で作られていて、むやみに復活しないよう封ふう印いんされているという。


『ま、磨みがきをかけて大きさを調整しなきゃならねーかもだけど』


　と、呪具の円環や側面の穴を観察する。


「それ、頼たのめばもらえるんですか？」


　舜は身を乗り出した。


『玉の材料は、五ご岳がくの神気なんだ。それを集めて女媧様のところへ持ってけば、練ってくれると思う。黄こう帝ていや西せい王おう母ぼ様の口ききがあれば多分大丈夫』


「五岳って、泰山、華山、衡こう山ざん、恒こう山ざん、嵩すう山ざんの五岳？」


　晄は尋ねた。


『そう、その五岳。なんたって、創世神盤古の頭と手足と腹からできてんだぜ。そんじょそこらの神々の神気とは格が違ちがう』


「でも、そんなすごい物、僕なんかにくれるでしょうか？」


　舜は不安そうだったが、


『佟韋がいるだろ』


　鳳はニッと笑った。佟韋は華山の西せい岳がく大たい帝ていに仕える巫ふ術じゆつ師しだが、彼はその類たぐい希まれな歌声で泰山の東岳大帝を勧かん請じようし、願いを聞き届けてもらったことがあるのだ。


「やってみます」


　佟韋はうなずいた。


『そうと決まれば、出発だ。共工の気がこれ以上力を増したら、晄が保もたねえ』


　鳳は呪具から飛び降り、『あれ、煒白は？』と、キョロキョロする。


『……ここにいる』


　声は、呪具の中からした。煒白は残りの四つの球を外すことができず、そのうちに力ちから尽つきてしまったのだ。やはり、舜の作る呪具は並ではなかった。








　晄たちは、馬に変へん化げした煒白と、舜が乗ってきた荷馬車に分乗し、荷造りのために一度王都の館やかたに戻ることにした。


「こんなすごい呪具なら、炅に憑ついてる共工の気も吸い込めるんじゃない？」


　その道すがら、煒白の背の上から、晄は荷馬車の布包みを見下ろす。


「どうでしょうかねぇ。炅君に憑いている気は、晄ちゃんとは比べものにならないほど大量だし、力も増していますからね。相当な打だ撃げきを与あたえて弱らせておかないと、吸い込まないんじゃないでしょうか」


　舜は、馬の手た綱づなを操あやつりながら首を傾かたむける。


「じゃあ、やっぱり炅から気を祓はらって、炎えん招しよう戈かの炎で焼かないとだめかなー」


「そこ、難しいですよね。僕には晄ちゃんに憑いてる気は、濁にごった光に見えるんですけど、祓ったらふわふわ散ってしまうようなものじゃ、狙ねらいが定まらないでしょう？」


「でも、炅ごと焼くなんて俺にはできないもの。何かいい方法ないかな……」


　そんな話をしている間に、莉由の待つ館が見えてきた。


「あれ、楓牙？」


　館の表口に、楓牙と累焰の姿があった。累焰は二頭の馬の手綱を持ち、楓牙はうろうろと門もん扉ぴの隙間から中をのぞいている。


「晄、帰って来たのか」


　晄たちに気づいて、楓牙が振ふり返った。


「何してるの？　遠えん慮りよしないで中に入ればいいのに。そもそもこの館は、楓牙の親しん戚せきの家じゃない」


　煒白を表口に寄せ、晄は鞍くらから下りた。この館は、偃氏の一族のもので、主あるじは楓牙のまた従兄弟いとこにあたる。戦が始まってからは晄と佟韋は馮夷城に、楓牙と累焰は泰山中腹の本ほん陣じんに詰つめていたが、それまでは晄たち三兄弟と佟韋は、楓牙たちと一いつ緒しよに、この館の離はなれで寝ね泊とまりしていたのだ。


「というか、王様やお兄様方が病だっていうのに、こんなとこでうろうろしてていいんですか？」


　舜も荷馬車から降り、冷たい視線を楓牙に送る。王都の混乱はかなり収まってきたものの、楓牙には王の代理として処理しなければならない諸問題が山積しているはずだ。


「いやその、何だな……」


　彼は目を泳がせる。


　そこへ、声をききつけたのか、「王子、陝邑侯こう──」と、家人が出で迎むかえた。


「お待ち申しておりました。この度たびは御ご活かつ躍やくとのこと、おめでとう存じまする」


　館の主もばたばたとやって来て、深々と拝礼する。


「うむ、私が留守の間、何事もなかったか？　その……誰だれかが訪ねてくるとか」


　楓牙は、そわそわと離れの方を気にしているようだった。


「私も戦に赴おもむいておりましたからわかりませんが、そのような話は聞いておりませんよ」


　主の答えに、楓牙は少しほっとした様子である。


「母おも屋やに酒しゆ宴えんの支し度たくをさせますので」


　と言う主の誘さそいを断り、晄も楓牙も離れに向かう。


　離れでは、莉由が一人で衣ころもを仕立てていた。


「晄ちゃん、お兄ちゃん！」


　彼女は晄たちの顔を見るなり、縫ぬいかけの布を放ほうり出して駆かけ寄ってきた。


「会いたかったわ～。心配してたのよ」


「俺もだよ」


「元気そうで何よりです～」


　三兄弟はひしと抱だき合う。
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「り、莉由。無事だったか。よかった──」


　楓牙がおずおずと声をかけると、「あら、王子。いたの」と、莉由はそこで初めて楓牙に目を向け、無ぶ愛あい想そうに応じる。


『はは～ん。莉由がまた也真にさらわれてやしないか、それが心配で見にきたのか』


　ひよこ姿で、晄の肩かたに留まっている鳳がニヤニヤと言い、楓牙は、カッと頰ほおを赤らめた。


「也真は、鬼方の撤てつ退たい後も、戦後処理のためにしばらく殷に残ると言っているのだぞ。鬼方の西を統とう括かつする左大将の仕事ではあるまい。絶対に、莉由が狙いに違いない」


「うーん。確かにそれは心配ですねぇ。五岳巡めぐりの間、莉由ちゃんをどこへ預けておきましょう」


　舜は首を捻った。


「五岳巡り？」


「うん。呪具に五色の玉が必要なんだ」


　晄は、舜が共工の気を封ふうじる呪具を作ったことや、それには五色の玉が必要であること、その玉を作ってもらうために、五岳の神気を集めなくてはならないことなどを語った。


「神気を入れておくにも呪具がいるので、僕も一緒に行かなければならないんです」


　舜は「あ～、心配ですぅ」と、莉由の肩を抱く。


「な、ならば、王城の私の部屋にでも──」


　楓牙は言いかけたが、「だめ」と、舜は即そく答とうした。


「そうだな──。私もあちこち飛び回っていて私室にいられる時間は短い。この際、利條殿どのに頼むか」


「利條様って、あの色の白い大だい史し令れい？　そうね、あの人なら男おとこ臭くさくなさそうだからいいわよ」


　莉由があっさり承しよう諾だくしたので楓牙は慌あわてた。利條は年ねん齢れいも性別もわからないような美形で、物もの腰ごしも優ゆう雅がな上に、独身だ。


「いいお考えだと存じます。利條様は霊れい廟びようにこもっておられますが、お屋や敷しきには厳重な結界が張ってございます。舜殿も汪李殿たちもお留守になるとあらば、共工を封じる呪具とともに、預かっていただいてはいかがでございましょう」


　それまでひっそりと会話を聞いていた累焰が言った。


「そうだね。利條様のお屋敷なら、きっと章玄も手を出せない」


　晄もうなずく。


「うむむ」


　楓牙には反論の余地がない。そもそも言い出したのは自分だ。


「そうと決まったら、早さつ速そく、支度です。王子様、邪じや魔まです。どいてください」


　晄たちはバタバタと出立の準備を始めた。


「紫央にも連れん絡らくしないとね。誰か楊の世話をしてくれる人も頼まなくちゃ──」


　衣類などの身の回りの品を手早く袋ふくろに詰めながら、佟韋とそんな算段をしていると、


「いい顔をしているな、晄」


　楓牙が声をかけてきた。


「あれほどの手て柄がらを立てたにもかかわらず、お前はずっとふさぎ込んでいたし、和議にも同席してくれなかった。お前のことだから、前線の惨さん状じようを見て衝しよう撃げきを受けたのだろうが、今はとてもいい顔をしている。一ひと皮かわ剝むけたようだ。何かあったのか？」


「別に何も……」


　そんな顔してるのかなと、晄は自分の頰を撫なでる。共工の気が力を増しているせいか、腹の底にわだかまる塊かたまりは熱いままだし、気分も重苦しい。


「戦いくさをこの目で見て、楊が死にそうになって……、嘆なげいてるだけじゃだめだし、夢を見ているだけじゃどうにもならないってわかったんだ。自分がただの子どもだったってこともね」


　晄は目を伏ふせ薄うすく笑う。


「そんなことは──」


「楓牙が、王にはなれないって思う気持ちも少しわかった」


　彼は嘆くことをやめたのだ。夢を見続けながらも、現実に真っ向から立ち向かい、武将として殷の王子として、おのれのあるべき姿を目指している。その先にあるのが、王ではなく、王の手足となる臣だったのだ。


「俺も、もう嘆かない。夢を見てるだけで終わらせたりしない」


　晄は顔を上げ、彼の目をまっすぐに見つめた。


「俺、王になりたい」


「晄……」


　楓牙の瞳ひとみが揺ゆれる。


「もちろん、無む理り矢や理り王位を奪うばおうなんてつもりはないし、氏族の争いを煽あおるような真ま似ねもしたくない。章玄や炅に命を狙われてるうちは王にはなれないから、まずは共工の気を祓わなくちゃならないし」


「……その言葉を待っていた」


　楓牙は言った。微かすかに声が震ふるえていた。


「まだ、思ってるだけだよ。ただ、楓牙には言っておきたかったんだ」


「十分だ」


　楓牙は深くうなずいた。





（僕の役目もそろそろ終わりかもしれませんね……）


　旅支度をしながら、二人の会話を背中で聞いていた舜は、心のうちで呟つぶやいた。


　もちろん、今さら反対するつもりはない。反対したところで晄は決意を翻ひるがえさないだろうし、晄が進むべき道を自分で見つけられたことは嬉うれしい。


　ただ、晄が王になる決意を、兄ではなく先に楓牙に打ち明けたことに驚おどろいた。


（いつまでも雛ひなじゃ困りますからね。巣立ちを喜ぶべきなんでしょうが……）


　多少の嫉しつ妬とを感じている自分に気づき、舜は苦く笑しようする。


「あら、お兄ちゃん。それは晄ちゃんの袷あわせよ」


　衣類を布に包もうとしていた舜の手元を見て、莉由が言った。


「おやおや、僕としたことが」


　舜は布包みを開き、一枚の袷を手にしたが、


「それじゃないわよ。こっちの縞しまの方。まあ、お兄ちゃんの荷物に交じってもいいんだけど」


　莉由は舜の横に膝ひざをつき、別の袷を引っ張り出した。


「お兄ちゃん、ほんと青銅器づくり以外には興味ないんだから。おしゃれしなさいなんて言わないけど、自分の着る物の模様ぐらい憶おぼえてよね」


　彼女はそう言いながら、手早く袷をたたみ直す。


「すみません。無む頓とん着ちやくすぎますね」


　舜はポリポリと鼻の頭を搔かいた。


「じゃ、あたし、旅に持って行く食材の準備するわね」


　彼女は袷をポンと舜の膝に載のせると、せかせかと立ち去る。


（悪化しているみたいですね……）


　舜は、膝の上の袷と、晄の物だという袷を見比べた。


　違ちがいがわからなかった。視界に黒い霧きりがかかっていて、布の色も模様も判然としない。


　日は西に傾かたむき、見えにくいのは夕ゆう闇やみのせいだと思っていたが、症しよう状じようが進行しているらしい。


　舜は、晄と楓牙を肩かた越ごしに振ふり返る。二人は王城で流行はやっているという病の話をしていた。晄がどんな表情をしているのかはわからないが、声こわ音ねは凜りん然ぜんとしている。目指すものを見つけ、意気込んでいるのだろう。


（夢を叶かなえてあげなくては──）


　五岳の神気を集めるにしても、それを入れる呪具は自分にしか扱あつかえない。


　どうか、もうしばらく見えていてくれと祈いのりながら、舜は手て探さぐりで荷造りを再開した。




　四　創世神の遺志







　満天に星が輝かがやいていた。


　化か蛇だの本ほん性しようを現した汪李の銀ぎん鱗りんが、星と見み紛まがうばかりに煌きらめく。彼は羽う毛もうのない銀の翼つばさを羽ばたかせ、人目に触ふれないように、山やま肌はだに沿って低く飛んでいた。


　汪李の背には、晄、佟韋、舜の三人が乗っていた。鸞はひよこ姿で晄の左肩に留まり、煒白は鼠ねずみに変へん化げして晄の右肩に乗っていた。万一、晄が共工に操あやつられて自分の首を絞しめたり、汪李の背から飛び降りたりしないように警けい戒かいしているのである。チャウは子犬の姿で汪李の首にしがみついている。


　汪李が目指しているのは、泰山の頂上である。


　五ご岳がくの筆頭である泰山の頂上には、人の魂たましいを司つかさどる東岳大帝が住んでいる。


　馮夷城は泰山のふもとにあり、佟韋は以前、馮夷城の地下の湖に東岳大帝を勧かん請じようしたことがあるのだが、神気をもらうにあたり地下へ呼び出すのは失礼だろうと、こちらから頂上へ出向くことにしたのである。


「神気ってどんな物？　簡単に分けてもらえるような物なの？」


　晄は佟韋に尋たずねた。彼は五岳の一つ、華山の神に仕える巫ふ術じゆつ師しだ。


「僕には光として目に映りますが、普ふ通つうの人には見えないようです。神の肉体といっても差し支つかえないでしょう。晄に憑いている共工の気も神気ですよ」


「うわ、そうなの」


「五岳は山そのものが神ですから、山全体が神気に満ちています。少しぐらい分けても痛くもかゆくもないと思いますが、簡単にくれるかどうかは何とも言えません」


　五岳の神は、人の世には興味がない上、崑崙の神々とも一線を引いている特別な存在なのだという。


『神気はふもとにもあるのですが、簡単には持ち出せないのです』


　佟韋と同じく神気が視みえる鸞は、そう言って山肌を見下ろす。


「山そのものが神って──、じゃ、東岳大帝は泰山でもあるってこと」


「そうですよ。僕たちが知っているあの東岳大帝は、泰山の核かくが人の形を取っているのです」


「核？」


「人間でいう魂でしょうか、意思みたいなものです。人間とはつくりが異なるので、正しく説明できませんが」


「え？　じゃあ──」


　自分に憑いているのは共工の気だという。炅もそうだ。そしてどちらかが死ねば、共工の気は生きている方に移り、共工は復活すると聞いていた。炅は、共工の核にも取り憑つかれているのだろうか。


　共工の核はどこにあるのかと、訊きこうとした時、『着いたぞ』と、バサリと翼を広げ、汪李が山頂に舞まい降りた。


「うわ、星に囲まれているみたいだ」


　晄は周囲を見み渡わたし、思わず声を上げた。


　空一面に星が散っていた。春はる霞がすみの季節だが風向きが異なるのだろう、目線の下にまで星が輝いている。


『むやみに歩き回るな。落ちるぞ』


　全員が降りると、汪李は小こ蛇へびに変化し、定位置である晄の左ひだり腕うでに巻きついた。


　泰山は切り立った岩の山だ。汪李が降りた場所は、ある程度の足場はあるようだが、暗くてよく見えない。うっかり踏ふみ外せば崖がけ下したへ真っ逆さまである。


「鸞ちゃん、明かりを点ともしてくれませんか？」


　汪李の背にくくりつけておいた布包みを外しながら舜が言った。


『承知しました』


　鸞は人ひと形がたに変化し、手の平の上に光の球を作った。淡あわく輝く月の色をしたその球を、舜の手元にかざす。


　舜は布包みを地面に下ろし、結び目を解いた。


　中には五つの青銅の鏡が入っていた。直径が五寸ほどの小さな鏡だ。鏡の縁ふちには精せい緻ちな紋もん様ようが刻まれ、背面はいつものびっくりまなこにニッと歯を剝き出した人面の浮うき彫ぼり装そう飾しよくが施ほどこされている。


「妖あやかしや邪じや気きを封ふうじる呪具ですが、神気も入るはずです」


　舜は、五つの鏡の人面を指先でなぞり、中から一つを選ぶ。彼にしては珍めずらしい仕草だった。


（舜兄、呪具が汚よごれるのを嫌いやがるのに──？）


　青銅器をこよなく愛する彼は、磨みがくことはあっても不必要に指の跡あとをつけたりはしない。


「人面に違いがあるのですか？　僕には全部同じに見えますが」


　佟韋は感心していた。


「そうなんです。呪具の見分けさえつけられれば、呪じゆ力りよくのある佟韋さんなら、ちょっとコツを憶えるだけで神気をこの中に入れられるんですけどねぇ」


　墨すみで印をつけるわけにもいかないしと、舜はほんわり笑う。


　その時、突とつ然ぜん背後から真昼のような光が差し、晄たちは振り返った。


　闇やみになれた目にその光は眩まぶしすぎ、晄たちは目を細めて光源を見つめる。


　山頂にそそり立つ巨きよ岩がんの上に、十歳ぐらいの少年の影かげがあった。光は彼から発せられていた。


『そろそろ来る頃ころだと思っていた』


　影が言った。東岳大帝の声だ。


　佟韋と鸞が影に向かって拝礼の姿勢を取り、舜と晄も急いでそれに倣ならった。チャウはいつも通りのお座りである。


　目が慣れるに従って、彼の姿が明らかになってきた。


　東岳大帝は、いつも通り、生き成なりの布ほ衣いに羊の裘かわごろもという庶しよ人じんの少年の姿をしていた。ふっくらとした頰ほおも桃もも色いろの小さな唇くちびるもあどけない感じだが、見た目に似合わず、目だけが妙みように冷めている。


　泰山は創世神盤古の頭部からできたというぐらいだから、神々の中でも一番年長の部類に属するはずだが、なぜ人間の子どもの姿をとるのか、そこが不思議だ。


「東岳大帝におかれましては──」


　佟韋が挨あい拶さつの口上を述べる前に、


『共工を封じるために、五色の玉を欲ほつしているらしいな』


　彼は冷めた目で晄たちを見下ろす。


「なぜそれを？」


『馮夷城は私の一部だ。否いや応おうなく耳に入ってくる』


『聞いていたのなら、馮夷城まで出向いてくればよいものを』


　汪李がぼそっと呟つぶやいた。


『佟韋が歌うかと思って待っていたのだ』


　汪李の声が聞こえたのか、東岳大帝は不ふ機き嫌げんそうに晄の左腕の小蛇を見やる。


「あの……今からでよろしければ歌いますが」


　佟韋は困った様子で東岳大帝を見上げた。


『そうしたいのは山々だが、今、忙いそがしいのでな。舜とやら、その鏡を寄こせ』


　彼はそう言って、片手を差し出した。


　舜は立ち上がり、巨岩の上に立つ少年に向かって、両手で鏡を差し伸のべる。


　鏡が舜の手から浮き上がった。ゆっくりと東岳大帝が出している手に向かって上っていく。


『大量の魂をさばかねばならんのだ。さもなくば、朝までゆっくり歌を聴ききたいところだが』


　お前たちが戦いくさなどするからだと、東岳大帝はブツブツ言いながら、鏡を手に取った。


『誰だれが天界を治めようと私にはどうでもいいことだが、人間の魂を司っている以上、女媧への義理は果たさねばならぬ』


　東岳大帝は鏡の上に手の平をかざした。手の平から緑色を帯びた青い光の粒つぶが鏡面に滴したたる。あの光が神気だろうか。神気は常人には見えないというが、なぜか、晄の目にもその光ははっきりと見えた。


　やがて東岳大帝は『ほれ』と、舜の手に鏡を戻もどす。舜はすかさず鏡面を手の平で撫なでた。神気がこぼれないように呪じゆ術じゆつをかけたのだろう。


「ありがとうございます！」


　晄は言った。


『礼には及およばん。これ以上私の仕事を増やされてはたまらんのでな』


　共工が蘇よみがえれば、人の世が神々の戦場になり、さらに大勢の人間が命を失う。それを防げと東岳大帝は言っているのだろう。


『さて、私は仕事に戻らねばならぬ。まったく煩わずらわしい』


　東岳大帝はそう言って姿を消した。同時に彼から発せられていた光も消え、辺りは再び闇に包まれる。


「まずは一つ」


　神気が収められた鏡を手に、舜が呟いた。


「意外に、あっさりくれたね」


　晄は東岳大帝が立っていた巨岩に目をやる。


『東岳大帝は、五岳の中でも特に人間界に深く関かかわっている神ですし、晄や佟韋様を気に入っていらっしゃいますからね。けれど、他ほかの神々がここまで好意的かどうかわかりません』


　鸞は不安げだった。


『あれを好意的というなら、我は相当な調子者といえるな』


　汪李は口をへの字に曲げてそう言うと、腕うでから解けて本ほん性しように戻った。








　星の散る空を、汪李は北西に向かって飛んだ。次に向かう先は、北岳恒山である。


　途と中ちゆうで下か弦げんの月が昇のぼり、眼下の地表が仄ほの暗ぐらく見えた。


「あれは、鬼方軍かな」


　黄河は太古より何度も河道を変え、黄河の北には、かつて河か床しようだった黄土の大平原が広がっている。その中に天幕らしき白い点があった。


「後方の部隊かもしれませんね。殷との和わ睦ぼくが成った報しらせを受けて国へ帰るところでしょう」


　佟韋が答えた。


「遠くから来たんだね……」


　晄は遥はるか北の地平に視線を移す。晄たちがふき飛ばされないように、汪李は速度を緩ゆるめて飛んでいるが、それでもかなりの速さだ。その背に運ばれていても、ここまで相当な距きよ離り感かんがあった。彼らの母国はこの大平原を過ぎ、さらに山脈を越こえた向こうにある。


「どうしても暖かい土地が欲しいのですよ」


　鬼方は、東は大だい別べつ山脈、西は河か套とうに至るまでの広大な領土を持っている。けれど、そのほとんどが、寒さの厳しい草原地帯だ。大した作物は穫とれず、彼らは馬を駆かり、山羊やぎを追って暮らしているという。


「戦なんかしないで、みんな一いつ緒しよに暮らせばいいのに」


　以前也真に、なぜ暖かい土地に越してこないのかと尋たずねたことがある。彼は、殷が北方の民たみの移住を認めないのだと言っていた。他の国の文化や習慣を認めるのは難しいというのはわかるが、なにも武力で異民族を追い払はらうことはないだろう。


「人間の性さがでしょうね」


　佟韋は浅い溜ため息をつく。彼が治める桃林は大国の狭はざ間まにあり、様々な民族が住んでいる。それらの民を統とう括かつするために、佟韋は相当な苦労をしている。


「虎とらが狩かり場を奪うばい合ったり、雄おす猿ざるが長おさの座を争うのと同じで、他より優位に立ちたいと思うのは、生きものすべての本能ですから仕方ありません。人間の場合は、それに貧富の差が加わります。富は権力を生みますからね。人間は富を手にすると、それを手放せなくなってしまうのですよ」


「余分にあるんなら、分けてあげればいいのに」


　晄がぼやくと、


「そんな風に思える晄が、特別なんです」


　佟韋は笑った。


「人が権力を欲しがるのは、さっき言った、他より優位に立ちたいと思う生きものの本能に根ざしてますから、あって当たり前の欲よつ求きゆうなんですよ」


「そういうものなの？　確かに、獣けものがその欲求を失ったら、食べる物が得られなくて、あっという間に滅ほろびちゃうかもしれないけど、人間は獣とは違ちがう──ような気がする」


『楓牙にあれだけ望まれても、今まで王になろうとしなかったぐらいだ。晄にはわかるまい』


　汪李がクスリと笑った。


「汪李だって、しょうがなくて化か蛇だの王になったくせに」


　晄はプウと頰を膨ふくらませた。化蛇は一族の中で一番強いものが巨きよ大だい化し、王になるのだという。汪李は、巨大化してしまったので仕方なく王になったのだそうだ。


『我は人間ではない』


　汪李はさらりと言ってのけた。


「化蛇族は水に棲すむ妖の中で最も強いですからね、最初から権力を持っていたのですよ」


「俺が王になりたいと思ったのは、権力が欲しいからじゃないよ」


「わかっていますよ。あなたがそういう人だから、僕も楓牙王子も、あなたが王になることを望んだのです」


　佟韋は微笑ほほえんだ。


「権力は悪い意味で使われることが多いですが、決して悪い力ではありません。善い王が権力を持てば、善い国になります」


　彼はそう言って、遥かな地上──人の住む世界を見下ろした。








『化蛇の王か、久しいの』


　その声は、天から降ってきた。


　北岳恒山は、泰山よりもさらに険しい岩山だった。頂上付近には、ほとんど平らな場所がなく、汪李は晄たちが降りられる所を探して、恒山の上を旋せん回かいしていた。


　そうしている間に、いきなり天から声が聞こえたのである。


　晄たちは周囲に首を巡めぐらせたが、声の主の姿は見えなかった。


『北岳大たい帝ていか。久しいと言われるからには、我は大帝と顔見知りだったということだな』


　汪李は言った。


『この三百年ほど、異界で眠ねむっていたとは聞いていたが、私を忘れるとは薄はく情じよう者よな。私は大河を司つかさどるもの。化蛇の王を知らずしてどうする』


　野太い笑い声が、周囲の山並にこだました。


『会えて嬉うれしいぞ。降りるがよい。今こ宵よいはゆっくり語り明かそうではないか』


『降りられぬから困っているのだ。見てわからぬか』


『そう言えば、妙みようなものを乗せているな。息そく壌じように、鸞らん鳥ちようの雛ひな、平圃の駮はく、それから──』


『人間だ、人間』


　汪李は苛いら立だたしげに答える。


『そのようなものを乗せて、どうしたのだ？』


「神気をいただきたく、参ったしだいにございます」


　代わりに佟韋が答えた。


『私の神気を？』


「はい」


　佟韋は、晄に共工の気が取り憑ついていることや、その気を封ふうじるために五岳の神気を集めていることなどを、かいつまんで説明した。


『なるほどの──。共工については、まことに遺い憾かんに思っておる。よかろう。神気を授さずけてしんぜよう。その呪具とやらをこれへ』


「は、はい」


　舜はうろたえた。箱の包みは舜の目の前にくくりつけてある。しかし、汪李のたてがみをつかんでいる手を離せない。ここは地上から何千丈じようもの中空なのだ。


　晄の肩かたから鼠ねずみ姿の煒白が降りて、舜の背後に回り、人ひと形がたになって彼の腰こしを支える。


「助かります～」


　舜は包みを解くと、五つの鏡の人面模様を指先でなぞり、一つを選んだ。それを天に向かって差し伸のべる。


　何もない中空に闇やみ色の光が生まれた。夜空よりも黒い色をしているにもかかわらず、光って見えるのである。泰山で見た時と同じように、その光の粒つぶが鏡面に滴したたった。


『共工の気持ちもわからんでもない──』


　天の声は少し沈しずんだ様子だった。


『私は、河か川せんがいつも穏おだやかであってほしいと願っておる。太古のように、水神も水すい妖ようも、化蛇も鳴めい蛇だも、ともに暮らすことができればよいとな……』


「俺も、そうしたいと思ってます」


　晄は言った。


『だが、共工を完全に封じれば、化蛇と鳴蛇の溝みぞはさらに深まるであろう』


「あ──」


　晄は言葉に詰つまった。共工を封じることばかり考えていて、残された鳴蛇の気持ちを考えなかった。彼らは共工に絶対の忠誠を誓ちかっている。共工なしに化蛇と鳴蛇との和解はあり得ない。


『まことを申せば、私は、共工を封じるのではなく、鎮しずめてもらいたいと思っておるのだがな、それを人であるそなたには望めぬ。そもそも、人間に取り憑いた共工が悪い』


「鎮める……」


　それには、共工が納なつ得とくして、天界の支配を女媧たち三皇に委ゆだねなくてはならない。


　鬼方は兵を退ひいてくれた。鬼方王涛愼単于が納得したからだ。


　けれど、自分が今しようとしていることは、王を牢ろうに閉じこめて、臣を遠方へ追い返そうとしているようなものだ。


『我らは、人の世に安あん寧ねいをもたらさねばならぬ』


　汪李は中空に向かって言ったが、その言葉は、晄に向けられたものかもしれない。


『そのために共工を封じるのだ。鳴蛇の心中など推おし量っていては、東岳大帝の仕事が増えるばかりだろうが』


『わかっておる。単なる感傷に過ぎん。私にとっては共工も河伯も、化蛇も鳴蛇も我が懐ふところから出いでた愛し子のようなものなのでな』


　寂さみしげな声こわ音ねだった。恒山は、盤古の右臂ひじから成ったという。創世の初めより、北岳大帝は黄河や長ちよう江こう、そしてそこから生じた数々の水神水妖を見守り続けてきたのだろう。


　舜が掲かかげている鏡に、黒い光が満ちた。舜は鏡面を手の平で撫なで、他ほかの鏡と一緒に布に包む。


『では、行くがいい。化蛇の王よ。今度は人間抜ぬきで、ゆっくりと語ろうぞ』


　登場した時と同じように、北岳大帝は唐とう突とつにその気配を消した。


　下か弦げんの月に照らされ、恒山の厳しい山やま影かげがひっそりと闇に浮うかぶ。


『やまはけわしいけど、かみさまはやさしー』


　チャウが身を乗り出し、恒山を見下ろす。


『けれど人間には大して興味がないようでしたね。神気を分けてくださったのも、東岳大帝の怒いかりを買いたくないためだったようでしたし』


　鸞は肩をすくめた。


「汪李。ごめん、俺、鳴蛇のこと──」


　晄はうつむいた。理想ばかりを語っていて、現実を理解していなかった。炅が苛立つのも無理はない。


『化蛇族は怠たい惰だな上につき合いが悪い。進んで他の妖あやかしと交わろうなどとは思わん』


　汪李はバサリと大きく翼つばさを羽ばたかせ、進路を南西に取る。


『それに、我には水の中よりも居い心ごこ地ちのいい場所がある』


　彼は首を少しだけ振ふり向かせて、晄の左ひだり腕うでを見た。
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　──舜、莉由と晄を頼たのむぞ。


　頭の中で声が響ひびく。父の声だ。


「お父さん……」


　舜は父の姿を求め、辺りを見回した。けれど視界は黒い霧きりに覆おおわれ、何も見えない。


　──舜、お願いね。あなただけが頼たよりよ。


　母の声もした。


「わかってます……。僕が莉由ちゃんと晄ちゃんを、絶対に……」


　舜は、妹弟の肩を抱だき寄せようと手を伸ばす。けれど、その手が空を切る。ぞっと背筋に悪お寒かんが走った。


「莉由ちゃん、晄ちゃん──？」


　必死でまさぐるが、彼らに触ふれることはできない。


「お兄ちゃん、あたしはここよ」


　心細そうな莉由の声がすぐ近くで聞こえた。


「舜兄、助けて……」


　苦しそうな晄の声もする。


「どこにいるんです!?」


　声の源を探して、舜は手て探さぐりで闇の中を歩き出す。


（危ない。見えないのに歩いては、落ちるかもしれない）


　何千丈もの高所にいる恐きよう怖ふが蘇よみがえってきた。けれど、晄たちを捜さがし、守らなければならない。


「晄ちゃん！　莉由ちゃん！」


　舜は声を振り絞しぼって呼びかける。


　その時、ふっと、足元から地面が消えた。


「うわっ！」





　舜はハッとして目を開けた。視界に黒い霧はかかっていたが、その背景は板張りの天てん井じようだ。


（夢でしたか……）


　舜は額の汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい、ほっと吐と息いきをつく。


『うなされてたぞ。悪い夢でも見たか』


　鳳の声がした。舜は首だけを声の方に向ける。鳳はひよこの姿で、晄の枕まくら元もとに寝ねそべっていた。晄は夜具にくるまり、寝息を立てている。


（そうでした、ここは桃林城……）


　西岳華山のふもと、桃林に着いたのは夜明け前だった。桃林は佟韋の所領である。日のあるうちは汪李が飛べないので、桃林城で仮か眠みんをとることにしたのだ。


「汪李さんの背から落ちる夢、見ちゃいました」


　舜は半身を起こし、片手で目を覆った。明かり取りの窓から差し込む光がひどく眩まぶしかった。


『痛むのか？』


　尋たずねたのは小こ蛇へび姿の汪李だった。彼は晄の胸むな元もとでとぐろを巻いている。舜が目を痛めていることを、妖たちはとうに気づいているのだろう。


「少し──」


　目を覆ったまま、舜はうなずいた。


『蜂はち鳥どりが癒いやしてくれる』


　煒白が立ち上がった。彼は人形だ。


「蜂鳥？」


　目から手を外し、舜は煒白を見上げた。彼の手から、小さな影かげがブーンと羽音を立てて飛び立つ。


『さっき桃の林まで行って、連れてきた』


　華山の北ほく麓ろくには、冬に花を咲さかせる桃の林がある。蜂鳥は、その桃の木の精だ。崑崙の仙せん桃とう樹じゆの眷けん族ぞくとのことで、蜂鳥には傷や病を治す力があった。


　──舜ニハ、恩義ガアル。


　──目ヲ治ソウ。


　蜂鳥たちはそう言って、舜の顔の上で盛んに羽ばたいた。翼から淡あわい光の粒がこぼれ、舜の目に吸い込まれていく。


　眩しさと痛みが徐じよ々じよに薄うすれていった。黒い霧は晴れないが、視力は回復している。蜂鳥の細長いくちばしや、金属質な光こう沢たくを放つ美しい緑の羽う毛もうもはっきり見えるようになった。


「助かりました。それにしてもよく捕つかまえましたね」


　舜には蜂鳥が視みえるのだが、煒白には羽音は聞こえても姿を視ることはできない。しかも、蜂鳥は西岳大帝の使いを務めている。やすやすと桃の林から連れ出すことはできないはずだ。


『チャウを連れて行った。蜂鳥は息そく壌じようが好きだ。捕とり放題』


　見れば、戸口近くでひなたぼっこをしているチャウの周囲を、おびただしい数の蜂鳥がブンブンと舞まっている。


　舜は「おやおや」と、目を瞬またたいた。


　──コノ息壌ハ、トテモオイシイ。


　蜂鳥は言った。姿は鳥に似ていても、木の精なので肥えた土に惹ひかれるらしい。その点、チャウは人と同じものを食べているのでよく肥えている。


『目を痛めていることを、なぜ隠かくす』


　汪李が尋ねた。


「晄ちゃんに心配かけたくないからですよ。この子のことだから、きっとものすごくびっくりして、うろたえてしまうでしょう。ようやく目指す道が見えてきたっていうのに、こんなことで煩わずらわせたくないんです」


　舜は眠ねむっている晄に目をやる。起きている時にはだいぶ大人びて見えるが、寝顔は小さい時と変わらない。


『晄は、お前が思っているほど子どもではないぞ』


「わかってます」


　舜は苦く笑しようした。


「そうですね。呪じゆ具ぐを完成させ、無事に共工の気を封ふうじたら、その時に打ち明けます」


　その時、どこからともなく、佟韋の歌声が聞こえてきた。


「彼、もう起きていたんですね」


　舜は鏡の入った包みを引き寄せた。西岳華山の神気を分けてもらわなくてはならない。


『あいつはろくに寝てねーよ。久しぶりの桃林だからな。領主の仕事が山積みになってたらしい』


　鳳は翼の先で、ポリポリと頭を搔かく。


「晄ちゃんと同じぐらいの歳としだというのに……」


『領主としちゃ、最上級だよな。けど、その佟韋が晄を認めてんだぜ。もうちっと弟を信じたらどうだ？　あんたが──楓牙も汪李もそうだけどさ、子ども扱あつかいするから、晄は子どもっぽいのかもしれねーぞ』


『我は、晄を子ども扱いなどしておらぬ』


　汪李がムッとした様子で鳳に向き直った。


『どーだかな。晄が、危ねえ目に遭あわねーように、四六時中ひっついてて、眠れねーとか言や、添そい寝してんのは誰だれだ？』


　鳳も起き上がって、汪李と対たい峙じする。


『それは炎えん招しよう戈かの使い手に従う者として、健康管理をだな──』


「あ、あの、晄ちゃんが起きてしまいますー」


　舜は、口くち喧げん嘩かを始めた小蛇とひよこの間に手を差し入れて、二人を離はなす。しかし二人の舌ぜつ戦せんは止まらない。


『じゃ、今夜から別々に寝るか？　夜は鸞が夜通し見張ってっから心配ねーよ』


『むむ──。なぜ、そういう話になるのだ。我がともに寝てやらねば──』


『ほら、汪李は、晄にいつまでも子どもでいてほしいんだ』


『そういうお前など、正しよう真しん正しよう銘めいのひよこではないか。子どもだから子ども扱いされることに腹を立てるのだ』


『おれが、いつ腹を立てたっつーんだっ』


　鳳がぴょんと汪李に向かって飛び上がった。


「んー……」


　晄が寝ね返がえりを打った。


　鳳、舜、汪李の三人は一いつ斉せいに晄に向き直り、


『やべ。起こしちまった』


「もう少し寝ましょうね」


『よしよし』


　と、それぞれ夜具の上から晄の背中をポンポンと叩たたいた。


『勝負はどちらも負けだ』


　その様子を見て、煒白はぼそりと呟つぶやいた。
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「俺って、そんなに子どもっぽいかなー」


　桃林城の正堂へ続く堂どう涂とを歩きながら、晄はぼやいた。


「そんなことはありませんよ。左大将は、一いつ端ぱしの男の顔になったと言ってくれたでしょう」


　佟韋はクスクス笑った。


　汪李は晄の左腕に巻きつき、鳳は右肩に留まっているが、まだどちらも不ふ機き嫌げんそうだ。


「僕としては、いつまでも可愛かわいい晄ちゃんでいてほしいんです。すみません」


　青銅の鏡を持って、晄たちの後ろを歩いている舜は、しょんぼりと肩を落としていた。


「でも、晄が成人男性と呼ばれる年ねん齢れいになったら、莉由殿どのの男おとこ嫌ぎらいが治るかもしれませんよ。どんなに歳を重ねようと、莉由殿は晄を嫌きらわないでしょう？」


　佟韋がそう言って舜を振ふり向くと、


「それはそうですが……、男嫌いが治ってお嫁よめに行ってしまったら、寂さびしいかも……」


　舜は複雑な表情で首を傾かしげた。


　晄たちは、正堂の北の端はしの部屋から、地下へ続く長い階きざはしを下りる。桃林城の正堂の地下には、社がある。その社は、西岳大帝の御ご座ざ所しよとつながっているため、華山の山頂まで行かなくても神気がもらえるのだった。


　階を下りきると、正堂がすっぽりと収まるほどの広い部屋に出た。


　部屋の四よ隅すみには燭しよくが立てられ、黄土を掘ほって突つき固めた壁かべには、真っ白な布が垂れ下がっていた。床ゆかには白い毛織りのたかむしろが敷しかれている。


「こちらに、鏡を置いてください」


　佟韋は、奥の祭さい壇だんを指し示した。


　舜が鏡を置いた途と端たん、蜂鳥の羽音が聴こえた。晄には見えないが、西岳大帝の御座所から蜂鳥が使わされたのだろう。羽音の辺りから、白い光が生まれた。混じりけのない、真の白だ。その白い光が粒つぶとなって鏡に滴したたる。


「先ほど、西岳大帝に事情をお話ししておいたのです」


　佟韋は言った。


「ああ、それでさっき歌声が聞こえてたんだ」


　汪李と鳳の口喧嘩で晄が目覚めた時、遠くで佟韋が歌っていたのである。


「西岳大帝は何か言っていた？」


「黄河に華山を侵おかされたくないと──。共工が蘇よみがえれば、大洪こう水ずいが起きる恐おそれがありますからね。西岳大帝も、天界の支配権を誰が握にぎろうと、人間界がどうなろうと興味はない御ご様よう子すでしたが、黄河が溢あふれるのは困ると仰おつしやって、神気を分けていただけることになったのです」


　太古、河伯が華山を押して、黄河を通したという伝説がある。


　河套から南流してきた黄河は、秦しん嶺れい山脈にぶつかり、渭水を加えて一気に東流を始める。秦嶺山脈の一部である華山は、その流入地点の南岸にあり、華山北ほく麓ろくは常に洪水の危機にさらされているのだ。そのせいで、西岳大帝は黄河を疎うとんじているらしい。


「佟韋がいてくれてよかった。俺、河伯に加護されてるから、俺なんかが頼たのんでも、西岳大帝は耳を貸してくれなかっただろうね」


「泰山の東岳大帝は晄ちゃんや佟韋君を気に入ってくれていたし、恒山の北岳大帝は汪李さんと懇こん意いでした。そして、この華山の西岳大帝は、佟韋君がお仕えしている神なので、神気を分けてくれましたが──」


　鏡に光が満ちると舜は鏡面を撫なでた。蜂はち鳥どりの羽音がふっと消える。


「さて、残る南岳と中岳──。このお二人の神は、これまでのように快く応対してくれるでしょうかねぇ」


　舜は、確かめるように鏡の模様に指を這はわせる。


　その仕草にも、彼の声こわ音ねにも違い和わ感かんを感じ、


「どうしたの？　何か舜兄らしくないよ」


　晄は舜の顔をのぞき込んだ。


「そうですか？」


　舜は少し驚おどろいた様子で顔を上げた。


「なんていうか、焦あせってる？」


「そうですねぇ。急いで共工の気を祓はらわなければ、晄ちゃんがまた共工に操あやつられて、飛んでる汪李さんから飛び降りてしまうんじゃないかと、とても心配ですよ」


　いつも通りに、舜はほんわりと微笑ほほえんだ。


（やっぱり、何だかちょっと変だな）


　舜の焦りの本当の理由を知らない晄は、彼のおっとりとした声音に、どこか作られたものを感じて首を傾げた。








　連なる山並に、佟韋の歌声がこだましていた。


　眼下に広がる白い雲海を、朝日が朱しゆ色いろに輝かがやかせていた。


　その雲海から、数え切れないほどの峰みねが青い空に突き出ている。切り立った灰はい褐かつ色しよくの岩の峰、木々に覆おおわれた深い緑の峰など、色も形も様々な峰だ。


　その山並の中に、幽ゆう玄げんな調べが響ひびき渡わたる。調べは、凍いてついた大気を震ふるわせ、優ゆう雅がに漂ただよい、やがて雲海に吸い込まれていった。


　南岳衡山の山頂に立ち、夢のような山の景色を眺ながめながら、晄たちは佟韋の声に陶とう然ぜんと聞き入っていた。


　どれほどの時間が経たったのだろうか。最初は南岳大帝の降臨を待ちながら、歌に聞き惚ほれていた晄たちだが、日が高くなってくると不安になってきた。


　神の気配がまったく感じられないのだ。


　晄は、歌い続ける佟韋の横顔に目を移す。彼の額には汗あせが浮うき、顔も青ざめていた。


　佟韋の場合、詠えい唱しようは一種の呪じゆ術じゆつだ。呪力を消しよう耗もうする。


「佟韋、少し休んで」


　旋せん律りつの切れ目で、晄は声をかけた。


「すみません……」


　佟韋は喉のどを押さえて軽く咳せき払ばらいした。


　晄は佟韋を支え、松の根元に座らせる。舜がすかさず水の入った竹たけ筒づつを渡した。


「南なん岳がく大たい帝ていに声が届いていないはずはないのですが、人の祈いのりには耳を貸さないのか、それとも僕の歌が気に入らないのか──」


　一口水を飲むと、佟韋は言った。


「そんなことないよ、こんなすばらしい声だもの」


　晄も彼の隣となりに腰こしを下ろす。


「ここは、長江よりもさらに南──、殷から遠すぎますからねぇ。晄ちゃんがどうなろうと、佟韋君が何を言おうと、知ったことではないと思ってるのかもしれませんよ」


　舜は、山並の向こうに広がる盆ぼん地ちに目をやる。ここからでは見えないが、盆地の北は雲うん夢ぼう大だい沢たくと呼ばれる長江水系の巨きよ大だいな沼しよう沢たく地だ。


『けど、南岳大帝は水に棲すむ生きものを司つかさどってるんだぜ。水すい妖ようや水神の争いに知らん顔はできねーはずだけどな』


　晄の右肩で鳳が言った。


『数多あまたの水妖を滅ほろぼした我を疎んじておるのかもしれぬ。それならそうと、出てきてはっきり言えばよいものを』


　晄の左腕に巻きついている汪李がフンと鼻を鳴らし、晄は慌あわてて「しー」と唇くちびるに手をあてた。


　姿は現さなくても、こちらの会話を聞いているかもしれない。


「共工に蘇ってほしいと思ってるのかな。だとしたら、佟韋がどんなに祈っても耳を貸してはくれないかも……」


「でも、衡山はその昔、神しん農のうが薬草を採りに入った山です。最さい高こう峰ほうであるこの峰には、神農の子孫である祝しゆく融ゆうの名がつけられているくらいですから──」


　佟韋の言葉に晄は「そうなの!?」と目を瞬またたいた。


　祝融は崑崙に住む火神で、晄は何度か彼に会っている。太古の天界の大戦では、祝融は共工と戦い、その時に共工は天を支える不ふ周しゆう山ざんに激げき突とつして天が割れたのだ。


「ですから、南岳大帝は伏義女媧神農の三皇に味方しているはずなのですが……」


「じゃ、何で俺たちの前に姿を見せてくれないのかな……」


　思わず溜ため息が漏もれる。


『鸞が踊おどったらどうだろう』


　そう言ったのは、人ひと形がたで火の番をしていた煒白だった。


『南岳大帝は魚や水妖だけでなく、星せい宿しゆくも司っている。鸞は舞まいの名手だ。彼が星を祀まつる舞を奉ほう納のうすれば、話ぐらいは聞いてくれるかもしれない』


「星を祀る舞？」


『私は、星を祀る舞も楽がくも知っている。楽器はないが、佟韋が歌えばいい。夜までに私が教える』


　煒白は物知りだ。長い間山奥で獣けもの同然の暮らしをしていたために経験は少ないが、女神めがみ英招からこの世のすべての知識を授さずかっている。


『星祀りの舞なら知ってる──と鸞が言ってるぜ。一応は崑崙の夜を見守る鸞らん鳥ちようだからな』


　鳳が自分の胸を押さえた。


『ほーくんが、おどればいいのに。ひるでもらんのちからをだせるんでしょ？』


　火のそばで会話を聞いていたチャウは首を傾かしげる。


『そうだった。鸞に手足を貸して、おれが踊るって手もあるな。そうすりゃ、夜まで待つこともねえ』


　鳳は、晄の肩から飛び降りて人形に変へん化げした。


　鳳と鸞は、盤龍城での戦いの時に、昼夜を問わずにそれぞれの力を使うことができるようになった。けれども外見も性格も、昼は鳳で夜は鸞のままだ。


「煒白、それってどんな感じの舞？」


『原則は女が舞う。だから優雅で静かで、たおやかで儚はかない』


「んー……」


　晄は、鳳が女装して舞う姿を想像してみた。


　結局、佟韋も舜も煒白も、汪李までもが、


「『やっぱり、夜を待とう』」


　と、口をそろえて言い、鳳は『何でだよ！』と頰ほおを膨ふくらませた。


『星祀りの舞は、星が輝く時間に踊るものだ』


　煒白は真ま面じ目めに答えた。








『東方青せい龍りゆう、北方玄げん武ぶ、西方白びやつ虎こ、南方朱雀すざくの四神と、二十八の星宿の安らかなることを祈り、謹つつしんで舞を奉たてまつりまする』


　衡山祝融峰の頂に、亀かめの甲こう羅らのように丸みを帯びた巨大な岩があった。その岩の上に端たん座ざし、鸞と佟韋は両手を重ね合わせて拝礼する。


　月はまだ昇のぼらず、漆しつ黒こくの夜空は星で満たされていた。


　風はなく、木々のざわめきも聞こえない。


　鸞は顔を上げると、両手を向かい合わせ、軽く指を曲げる。手の間に白い光が生まれた。それは次し第だいに成長し、月のような淡あわい輝きを放つ球となる。


　鸞はそれを片手に載のせ、顔の前にかざす。


　光に照らされて鸞の白い顔があらわになる。睫まつ毛げが頰に長い影かげを落とした。夜の湖のような眼めが手の上の月を見つめる。


[image: ]


　彼は、やや青みを帯びた白い紗しやの衣ころもをまとっていた。まるで、月の光がそこに凝こって、形を為なしたような儚げな風ふ情ぜいである。


　その隣に端座する佟韋は、いつもの白しろ装しよう束ぞくである。髪かみは解とかれ、さらさらとした長い黒くろ髪かみが腰まで垂れている。静せい謐ひつな目が、静かに夜空に注がれていた。人間の少年でありながら、天てん女によのような神がかった美しさだった。


　ふわりと、二人はほぼ同時に立ち上がった。


　それまで静せい寂じやくに包まれていた山に、佟韋の透すき通った声が響き渡った。ゆったりとした穏おだやかな旋律だった。決して大声ではないのだが、声は伸のびやかに山々を駆かけ、僅わずかな時間をおいて返ってくる。


　その詠唱に合わせ、鸞が片手に月を掲かかげたまま舞い始めた。


　優雅でしとやかな踊りだった。手が動くにつれて、掲げられた月から光の粒つぶがこぼれ、長い尾おを引きながら、ゆるやかに鸞にまといついていく。


　晄たちは、息をすることさえも忘れて、その舞に見入る。


　星が降ってくるようだった。悠ゆう久きゆうの時を越こえて、星々が天空を巡めぐっていく様が目に浮かんだ。いつの間にか、足元から地面が消え、星の煌きらめきの中に身を投じたような心持ちになっていた。赤い巨大な星もあれば、眩まぶしいほどに青い光を放つ星もあった。白く輝く星雲から星が生まれ、長い時を経てまた消えていく。滅んだ星の後に残ったのは鮮あざやかな赤い雲だった。


　果てのない星々の世界に、佟韋の声がこだまし、ゆるやかに舞う鸞の姿だけが浮かび上がっている。


　やがて、佟韋の声がゆっくりと静まった。


　足に、地面を踏ふむ感覚が戻もどっていた。


　晄は目を瞬いた。空は先刻と同じ、満天の星である。鸞が紡つむぐ術に陥おちいっていたのか、それとも、彼の舞と佟韋の声に酔よっていたのだろうか。


『堪たん能のうした』


　突とつ如じよとして声が降ってきたのは、巨きよ岩がんの上で、鸞が手の上の月を消し、佟韋とともに再び拝礼した時だった。


『盤古神の創世以来、数多の歌と舞を観みてきたが、これほど味わい深い歌か舞ぶを観たのは初めてだ』


　声は言った。


『畏おそれ入ります』


　鸞はあらためて叩こう頭とうする。


『五色の玉を得たいとのことだが』


　声が晄に向いた気配がした。


「は、はい」


　晄は急いでその場に膝ひざをついた。


『それを何に使う？　舞と歌に免めんじて、返答しだいでは神気を分けてやらぬでもない』


　晄の背中にどっと汗あせが噴ふいた。自分の言葉一つでこの世の命運が決まってしまうのだ。


「俺に憑ついている共工の気を祓はらい、封ふうじる呪じゆ具ぐを作るためです」


『おのれの命が惜おしいか』


　声には微かすかな侮ぶ蔑べつが含ふくまれていた。


「惜しくないと言えば、噓うそになります……。俺は殷の王になりたいから……」


　晄は正直に答えた。おそらく南岳大帝は、晄か炅のどちらかが死ねば共工が蘇よみがえることや、そのために晄の命が狙ねらわれていることを知っているのだろう。ここで噓を言っても見み抜ぬかれてしまう。


「でも、自分の命が惜しくて共工を封じるんじゃありません。神々の戦いくさを起こさせないためです」


『なぜ、戦を起こさせまいとする？』


「なぜって──」


　そんなこと当たり前じゃない──と、言いたかった。けれど、晄にとっては当然のことでも、別の次元でこの世を見ている南岳大帝には、晄が戦を止めようとする理由がわからないのかもしれない。でなければ、晄がどう答えるか、試ためしているのだろう。


「戦が起きれば、人の命が失われてしまうからです」


　晄の脳のう裏りに、鬼方と殷との戦の光景が蘇る。傷つけたくない、殺したくないと心のうちで叫さけびながら楓牙は戦っていた。黄河の河原には、おびただしい数の兵の骸むくろが残された。戦では楊が大おお怪け我がをした。紫央がいなかったら、彼は死んでしまったかもしれない。


「俺が王になりたいと思うのも、同じ理由です。俺は、すべての人が笑って幸せに暮らせる国を作りたいんです。そのためには、神々の戦をどうしても阻そ止ししなくちゃならない……」


　神や妖あやかしが戦えば、黄河で行われた人間の戦どころの話ではない。再び天が割れ、地上に住む人間は滅ほろんでしまうかもしれない。


『では、人以外の、妖や禽きん獣じゆうはどうなってもよいのか？』


「いいえ。妖も鳥や魚や獣も、すべての命を大切にしたいと思ってます」


『共工の気を封じれば、共工に従っている神や妖は怒おこるであろうな。そやつらの命は？　炎えん招しよう戈かで滅ぼすのか？』


　南岳大帝の問いに、晄は言葉に詰つまった。北岳大帝は、共工を鎮しずめてほしいと言っていた。晄も本当はそうしたい。彼らが納なつ得とくして争うことをやめてくれたらいい。けれど、どうしたら共工を鎮められるのかがわからない。


『答えよ。共工の気を封じた後、あやつに従っていた神や妖が人の世に仇あだを為したら、お前はどうするのだ』


　南岳大帝の気配がのしかかってくるようだった。口の中がからからに渇かわき、背中がひどく暑かった。


「……できる限り説得を」


　晄は目を伏ふせる。敵だから、滅んでいいとはどうしても思えない。炅も救ってやりたい。鳴めい蛇だが化か蛇だと和解してくれたらいい。


「でも、どうしても説得できなかったら……」


　そんな場面は考えたくなかった。


　──それができないから、戦っているのだ！


　楓牙の言葉が胸に突つき刺ささる。


（あんな状じよう況きように陥ったら、俺はどうするだろう）


　晄の背中に冷たい汗が流れる。指先が冷えて震ふるえていた。


　やがて、晄はぐっと拳こぶしを握にぎり、顔を上げた。


「その時は──、滅ぼします。俺は、罪もないものが、いわれもなく命を落とすのを黙だまって見てはいられないから──」


　晄は、南岳大帝の気配に向かってまっすぐに目を据すえ、嚙かみしめるように言った。この答えでは南岳大帝が満足しないかもしれないという不安が脳裏をかすめたが、これが本心だ。


「俺は人を、地上に生きるすべての命を守りたい。とにかく共工の気を一度封じて、まずは国を立て直します。それから共工を鎮める手立てを考えます。たとえ一生かかったとしてもその手立てを探し続けるし、共工に従っている神々や妖が、戦意を捨ててくれるまで戦い続けます」


　それが最善の方法なのかどうかはわからない。けれど、自分が思い描えがく地上世界をつくるために、自分ができることはそれしかない。もう、夢物語を語ってはいられない。自分の手でそれをなさなくては、夢は現実のものにはならないのだから──。


「お願いします。どうか神気を授さずけてください」


　晄はその場に膝をつき、固かた唾ずを呑のんで南岳大帝の答えを待つ。


　思いはすべて言い尽つくした。


　舜と佟韋、煒白も拝礼し、小こ蛇へびの汪李も何も言わなかった。自分で決めた道ならば、それを歩めと、無言で肯こう定ていしてくれたのだろう。


『よかろう。そこまでの覚かく悟ごがあるのなら、神気を分けてやろう』


　しばしの沈ちん黙もくの後、南岳大帝は言った。


　晄の肩かたからどっと力が抜ぬけ、舜や汪李たちの安あん堵どの吐と息いきが耳に届いた。


　中空に光が点ともった。紅の光だ。


　舜が鏡を手に取り、光に向かって差し出す。光の塊かたまりが、吸い寄せられるように鏡まで降り、鏡面に滴したたった。


『一生をかけて共工を鎮める──か。核かくの目覚めはさほど遠くはなさそうだが』


　南岳大帝の独り言のような声が聞こえた。


「核──？」


　晄は虚こ空くうを見上げた。そう言えば、泰山へ行った時に、神の精神部分を核と呼ぶのだと聞き、共工の核はどこにあるのだろうと思ったのだ。


『精神である核が目覚めても、肉体である気がなければ、共工は以前ほどの力を取り戻すことはできぬ。しかし、憑いている人間を介かいして、おのれの意思を表せる』


「え？　憑いている人間？」


　晄は瞠どう目もくした。


『核が目覚め、配下のものに命じれば、戦が始まる。さて、その前に共工を鎮められるか──』


　声が遠ざかり、「待ってください！」と、晄は腰こしを浮うかせた。


「それは誰だれなのです？　もしや炅──もう一人の、共工の気に憑かれた少年ですか？」


　しかし、答えはない。紅の光が消えると同時に、南岳大帝の気配もなくなった。南岳大帝は人の世には大して興味がないのだ。


「核が人間に……。俺に憑いてる気を封じただけじゃ、戦を止められない……」


　晄は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　鸞と佟韋が、巨岩から急いで下りてきた。


『核が人に憑いていて、その目覚めが近いと仰おつしやっていましたね』


　鸞も驚おどろいた様子だった。


「晄ちゃんに起きた異変は、核の目覚めと関係があったのかもしれません」


　鏡面を撫なでながら、舜は苦い声で言った。


「核が目覚めたら、その人はどうなってしまうの？」


　晄はそのことも心配だった。神の肉体にあたる気が憑いている自分でさえも操あやつられてしまうのだ。精神部分である核に憑かれている人間には、さらに重大な異変が起きるのではないだろうか。


『人間の心は弱い。共工に心を喰くわれて、身体からだを乗っ取られてしまうだろう』


　答えたのは煒白だった。


「じゃ、急いでその人から核を祓はらわなくちゃ」


『それは難しい。気は意思を持たないので祓うことができるが、意思そのものである核を祓うのはとても大変なことだ』


　彼は首を横に振ふる。


『まして、共工のような力の強い神ならばなおさらのこと、女媧たちのような最強の神でもできないだろう』


　共工が自ら出て行こうとしない限り、憑より代しろから共工を引き離はなすことはできないという。


「そんな──」


『共工の核は、今までは眠ねむっていたか、または弱っていたのだろうが、いずれにしても目覚めが近いということは、憑代にしている人間の心は相当に蝕むしばまれているはずだ。共工が別の憑代に移ったとしても、その人間はすでに廃はい人じんになっている』


「その人って……誰なの？　炅じゃないね……。共工の気のせいで、時々感情が抑おさえられなくなるとは言ってたけど、自分の意思を失ってないもの……」


　晄は震える声を絞しぼり出す。恐おそろしい想像が頭の中を駆かけ巡めぐっていた。


「共工を蘇らせようとしているのは章玄……。章玄に関かかわっていて、廃人同様って──」


　同じことを考えていたのだろう。押し黙ったまま、三人の妖たちは険しい顔で晄と視線を交かわす。


「晄……。実は──」


　おもむろに佟韋が口を開いた。


「共工は陽甲王に憑ついているのですよ」


　彼は苦く渋じゆうに満みちた表情でそう告げた。


「……やっぱり」


　晄は、へなへなとその場にくずおれた。


『お前、知っていたのか』


　汪李が半ば責めるような眼まな差ざしを佟韋に向ける。


「すみません。正月の朝礼で気づきました。大だい史し令れいも気がついておられた御ご様よう子すでした。王子たちや貴族、廷てい臣しんを混乱させてはいけないと、大史令との約束で伏せておくことになったのです……」


　できれば誰にも知られずに祓いたいと利條は霊れい廟びようにこもり、佟韋も度たび々たびそこへ通って、供く物もつを届けたり、巫ふ術じゆつ師しだけに伝わる祓いの知識を伝えたりしていたのだという。


「晏仲様も御ご存ぞんじです。戦いくさの最さ中なかに、王の譲じよう位いに向けて動き始めたのはそのためです。どうしても陽甲王から核を祓えない時には、晄に炎えん招しよう戈かを振るってもらうと、利條様は仰おつしやっていました。けれど、晄に王殺しの罪を着せられないと──」


「王様の心の病って、共工に憑かれたから……」


　晄は、佟韋の言葉を聞いていなかった。


（王様が政まつりごとを顧かえりみなくなったのはそのせいだったんだ）


　寵ちよう姫きに贅ぜい沢たくをさせるために、租そ税ぜいを集め、民たみを餓うえさせた。


　諸しよ侯こうが叛はん乱らんを起こし、それに乗じて鬼方が王都を攻せめた。


　馮夷城では、女や子どもたちが戦せん闘とうに巻き込まれ、楊が大おお怪け我がを負った。


　戦では大勢の兵が死んだ。


　そんな光景が、次から次へと晄の頭の中をぐるぐると巡る。


　ザワリと、晄を取り巻く共工の気がうごめいた。腹の奥に沈しずんでいた塊が熱を持ち始める。


「俺が生まれたから……俺が黄河に流されて、河伯と共工とが戦ったから……。共工の気は俺と炅に憑いて、核が王様について……」


　熱い塊が渦うず巻まき始めた。魚の珮はいが、胸の前でピクンと跳はね上がる。


「何もかも、俺のせいだ──！」


「晄ちゃん！」


　舜が傍かたわらに膝ひざをつき、晄の背に手を回すときつく抱だきしめた。


「落ち着いて。晄ちゃんのせいじゃありません。考え過ぎですよ」


　優やさしい声が、晄の耳じ朶だをくすぐる。


「晄ちゃんが生まれてくれて、僕の弟になってくれて、僕は嬉うれしいと思っています。莉由ちゃんもそう思っていますよ」


「舜兄……」


「晄ちゃんが生まれたのは、炎招戈の使い手になるため──共工を鎮めるために生まれたのではないのですか？」


　言い聞かせるように、舜は晄の耳元で囁ささやき、


『我の主あるじになるために生まれたのだ』


　汪李はきっぱりと言い切った。


『共工が目覚めれば、話ができる。説得してみたらどうだろう』


　煒白が言った。


『そうですね。そのためにも気を祓ってしまいましょう。気に憑かれたまま、目覚めた共工に会ったら、核が晄に乗り移ってしまうかもしれません』


　鸞も晄の横にしゃがむ。


『ぼく、こーくんといっしょに、おうじょうにいってあげる』


　チャウが晄の手を舐なめた。


「ほら、そんな顔していないで。神気はあと一つですよ」


　舜は、晄の頰ほおをつまんでムニッと引っ張った。


「舜兄、みんな……」


　彼らの言葉が心に染しみた。有り難がたかった。同時に自分が情けなかった。


（みんなに心配かけてちゃだめだ。俺がしっかりしなくちゃ）


　晄は、腹の底で渦巻く熱い塊を無む理り矢や理り抑おさえつける。


　自分の願いは、すべての人が笑って暮らせる国を作ることだ。ここで共工の気に操られてはならない。


「ごめん……。もう大だい丈じよう夫ぶ」


　晄は笑え顔がおを作ると、舜や佟韋、妖あやかしたちを見回した。


　彼らに慰なぐさめられ、守られているだけではだめだ。夢を語っているだけではなく、それを自分の手で叶かなえると、心に決めたのだから。


　晄は立ち上がった。


「行こう。最後の山へ──」


　まずは、神気を手に入れ共工の気を祓う。すべてはそれからだ。


　遥はるか北の空、中岳嵩山の方向を睨にらみつけ、晄は炎招戈の柄つかを握にぎりしめた。








　しかし、中岳大たい帝ていは現れてくれなかった。


「佟韋！」


　歌の途と中ちゆうでよろめき、倒たおれかかった佟韋を、晄は咄とつ嗟さに抱き留めた。


「大丈夫？　無理をしたらだめだよ。少し休もう」


「……すみません」


　佟韋の顔は真っ青だった。答える声も掠かすれてしまっている。


「あと一つだっていうのに──」


　佟韋をその場に座らせ、晄は屹きつ立りつしたいくつもの峰みねを見み渡わたした。すでに日は西に傾かたむき、峰と峰の間には濃こい影かげが落ちている。


　中岳嵩山は亳邑の南東にある。以前住んでいた里からも雄ゆう大だいな山の稜りよう線せんが見え、晄にとってはなじみ深い山だった。


　一昨日おととい、南岳衡山を発たった晄たちは、未明には黄河流域まで北上した。亳邑東の里の、以前住んでいた家で休息をとり、日暮れとともに嵩山を目指した。


　頂上に着いてすぐに、佟韋は中岳大帝を勧かん請じようするための祈いのりを詠えい唱しようした。それからほぼ一昼夜、佟韋はほとんど眠らずに歌い続けた。


「土地を祀まつる歌は、ほぼ歌い尽つくしたのですが……」


　竹たけ筒づつの水で喉のどを潤うるおしながら佟韋は溜ため息をついた。


　中岳大帝は、大地すなわち山や川、谷など土地に関わるすべてを司つかさどるという。鳳鸞や煒白の知識を総動員してみると、土地に関係のありそうな歌は山ほどあることがわかった。彼は、それらの歌を片かたっ端ぱしから歌い、夜の間は鸞も舞まいを奉ほう納のうした。


　土地には土をということで、昨夜は、チャウもつたないながら鸞とともに踊おどってみた。子犬の舞は大変愛らしかったが、中岳大帝は応じてくれなかった。


『ぼくのおどりがへただったから？』


　チャウはシュンと尻尾しつぽを垂れる。


「そんなことないよ。とっても可愛かわいかったよ」


　晄は「よしよし」とチャウの頭をなでる。


『やっぱさ、歌や舞が違ちがうとか気に入らねーってより、佟韋の声が聞こえてねーんじゃね？』


　晄の肩の上で、ひよこ姿の鳳が、頭をポリポリと搔かく。


　なかなか中岳大帝が現れないのは、歌か舞ぶのせいではなく、何か別の原因があるのではないかと、煒白は昼前から嵩山の峰みね々みねを探さぐりに行っている。


「あとは場所でしょうかねぇ。他ほかの神様は最さい高こう峰ほうの頂上にお住まいでしたが、中岳大帝は別の峰におられるとか」


　焚たき火に薪まきをくべながら舜は言った。


　嵩山は、渓けい谷こくを挟はさんで東と西の群峰に分けられる。東峰群は太たい室しつ山と呼ばれ、西峰群は少しよう室しつ山と呼ばれている。晄たちがいるのは、嵩山の最高峰、少室山に属する玉ぎよく寨さい山の頂上である。


「でも、五岳って山そのものが神様なんでしょ？　場所とかあんまり関係ないんじゃない？」


『おくちがこっちで、おみみがあっちとか？』


　チャウが暮れかかった山の端はを見回す。


「そうかもしれませんねぇ。お尻しりの上で歌われて機き嫌げんを悪くしているとか」


　舜は真しん剣けんに考え込んでいた。


　そんな話をしている間に、煒白が戻もどってきた。


『太室山の主峰、峻しゆん極きよく山の南なん麓ろくに祠ほこらがあった。おそらく、中岳大帝はそこにいる。けれど、結界が張られていて近づけない』


「結界？」


『佟韋の声が中岳大帝に届かないのは、そのせいかもしれない。けれど、結界の中に入れないのでよくわからない』


「何で祠に結界が？　章玄の仕し業わざ？」


　晄は佟韋と顔を見合わせた。章玄が、五色の玉を作らせまいとして結界を張ったのだろうか。けれど、この世の始まりとともにある中岳大帝が、やすやすとそれを許すとは思えない。


「どのような結界でしたか？」


　佟韋は尋たずねた。


『広さはおよそ二里四方。妖あやかし除よけの結界。人間なら入れるかもしれない』


『五色の玉を作らせたくないなら、佟韋や舜が入れねーようにするんじゃね？』


　鳳が首を傾かしげる。神気の収集を妨ぼう害がいすることが目的ならば、中岳大帝を勧請できる佟韋や、神気を入れる呪じゆ具ぐを扱あつかう舜を遠ざけようとするはずだ。


「結界の要かなめとなるような呪具はありませんでしたか？」


　尋ねたのは舜だった。大きな結界を張るには、それなりの呪具が必要だという。その呪具を壊こわせば結界が解けるはずだ。


『探したが見つからなかった』


　しかし、煒白は首を振ふる。


『章玄が、中で待ち構えているかもしれぬ』


　小こ蛇へび姿の汪李は不安げだった。優すぐれた呪じゆ術じゆつ師しは、呪具がなくても自身が要となって、自分の周囲に結界を張ることができる。章玄が、晄から妖たちを離はなすために結界を張ったのかもしれない。


「たとえそうだとしても、行かなくちゃ。ここで神気を手に入れなくちゃ、呪具は完成しないんだもの」


　晄は立ち上がった。


　汪李の背に乗り、晄たちは祠があるという峻極山の南麓に向かった。


　その間に、日は暮れ、雲の多い空は濃い闇やみに覆おおわれていった。


　汪李は、雑木林が開けた場所に降りた。そこからは歩いて祠まで行くことになっていた。煒白が調べたところ、時折参拝する者がいるらしく、祠に続く細い道があるのだという。


　鸞が手の上に明かり代わりの月を作り、彼を先頭に一行は細い山道を歩き始めた。消しよう耗もうしきっている佟韋を煒白が背負う。


　空気が、妙みようにぴりぴりとささくれ立っていた。それを感じているのは晄だけではないらしく、妖たちも緊きん張ちようした様子で辺りに目を配っていた。


　間もなく、鸞が立ち止まった。


『ここから先へは、わたしたちは行けません』


　鸞は手の上の月を掲かかげた。月から発せられる淡あわい光が、黒い壁かべにでも突つき当たったように、平らに反射している。


『なんか、こわい～』


　チャウが結界の中を見み透すかして身をすくめる。チャウは怖こわいもの知らずだ。その彼が怯おびえるのはとても珍めずらしいことだった。


「煒白殿どの、下ろしてください」


　佟韋が煒白の背から下りた。


「佟韋、本当に大丈夫？」


　晄は、佟韋の顔をのぞき込む。淡い明かりの下でもわかるほど、疲つかれ切った表情をしていた。ここで休んでいてもらいたいが、中岳大帝を勧請できるのは佟韋しかいない。


「祠までおよそ二里、急坂なら一刻半ぐらいはかかるでしょうか。佟韋君、一人で歩けますか？」


　嵩山用の鏡を別の布に包みながら舜が尋ねた。


「大丈夫です」


　佟韋は力強くうなずいた。無理をしているのがありありとわかる。


「なら、僕と佟韋君で祠へ行きましょう。晄ちゃんは汪李さんたちとここで──」


「なんで!?　そんなのだめだよ、俺も行く」


　舜が言い終わるのを待たずに、晄は慌あわてて言った。


「汪李さんが言っていたように、章玄が罠わなを張って待ち構えているかもしれないからですよ」


　彼は目を細めて、晄を眺ながめ回した。


「濁にごった光──共工の気がざわざわしています。晄ちゃん、王様のことでかなり動どう揺ようしてますね。こんな状態じゃ、また自分の首を絞しめてしまうかもしれません」


「平気だってば。俺が行かなかったら、章玄か炅が現れた時、誰だれが戦うの。佟韋はくたくただし、舜兄だって荒あら事ごとは得意じゃないでしょ。大だい丈じよう夫ぶ。俺、抑おさえる自信あるよ」


　晄は首にかけた魚の珮はいを握にぎり締めた。腹の底の塊かたまりがひどく熱く、荒すさんだ心持ちになっている自覚はあった。だからといって、二人だけで行かせるわけにはいかない。


『……そうだな。万一、中で何かあった時、晄が一人でお前たちを助けに行くよりは、最初から三人で行った方が安全だ』


　不承不承といった様子で、小蛇姿の汪李が晄の腕から解け、人ひと形がたになった。


　これには舜も反論しなかった。彼は晄の性格をよく知っている。舜と佟韋の身に危険が及およぶようなことがあれば、晄は妖あやかしの制止など振り切って結界の中に飛び込んでしまうだろう。


　煒白が松たい明まつに火を点ともし、舜に持たせた。晄は左肩を佟韋に貸し、右手は炎えん招しよう戈かの柄つかを握る。


「じゃ、行ってくる」


　心配そうな妖たちに見送られ、晄たちは墨すみを刷はいたような闇の中に足を踏ふみ入れた。








　鳥の声も、木々のざわめきも聞こえなかった。不気味なほどの静せい寂じやくが辺りを支配していた。


　松明の明かりもさして遠くまで届かず、闇に吸い込まれていくようだった。


　土を踏む自分たちの足音が、やけにはっきりと聞こえた。


「静かすぎる」


　晄は呟つぶやいた。夜とはいえ、春は近い。人には聞こえない音が聴こえる晄には、近くに住む妖や小動物の気配ぐらいはわかるはずだが、それもない。


「妙ですね。結界を張る前に妖や獣けものたちを追い出したのでしょうか」


　佟韋も同じことを感じたのか、耳を澄すまして辺りの気配をうかがう。


「でも、何で祠の周りから妖や獣を追い出すんだろ。章玄なら、それらの生きものを操あやつって、俺たちを襲おそわせると思うんだけど」


　結界を張ったのは章玄ではないのだろうか。


「ねえ、舜兄──」


　話に加わってこない彼の背に、晄は呼びかけた。


　舜の歩みはひどくのろかった。


　晄は、佟韋の身体からだを気き遣づかって、ゆっくり歩いているのかと思っていた。しかし見ていると、山道に突き出ている木の根や岩を足で探さぐるような不自然な歩き方だ。


「舜兄？　どうしたの？」


「いいえ、別に──」


　舜は振り返らなかった。松明の明かりをかざし、うつむき加減でのろのろと歩き続ける。


（変だな）


　晄が訝いぶかっている間もなく、舜は木の根を踏み外した。転びはしなかったが、懐ふところに挟んであった木製の呪符が何枚か地面に落ちた。


「どしたの？　舜兄らしくもない」


「歳としのせいでしょうかねぇ。山道はきついです」


　舜はのほほんとした声で答えると、しゃがみ込んで呪符を拾った。その手つきも何だか探るようだ。


「舜兄……？」


　いよいよおかしいと思った晄は、肩かたから佟韋の腕を外し、舜の横に膝ひざをついた。すぐ足元に呪符が一枚落ちていた。しかし、彼はあらぬ方に目を凝こらし、地面を指先で探っている。


「そこにあるのに──」


　晄はその呪符を拾い、舜に手て渡わたそうとした。けれど舜は受け取ろうとしない。晄が呪符を拾ったことに気づいていないのだ。


「もしかして、舜兄、見えてないの？」


「ちょっと……暗いので」


　舜はまだ地面を探っている。しかし、松明の明かりは舜の手元を明るく照らしている。


　晄は呪符を舜の手に押しつけた。手がピクリとして、そこでようやく舜の目が呪符に向く。


「噓うそ……、舜兄──」


　晄は愕がく然ぜんと舜の横顔を見つめ、彼は困ったような笑えみを浮うかべた。


「笑ってる場合じゃないよ。全然見えていないじゃない」


「全然ではありませんよ。視野が狭せまくなったっていうか、見える所と見えない所があるんです」


「何で、今まで黙だまって──。いったい、いつから……」


「十日ほど前でしょうかねぇ。青銅器職人にはよくある病なんですよ」


　舜はさらりと答えた。


「そんな目で、何で神気集めについて来たんだよ！　何で紫央に治してもらわなかったの!?」


　思わず怒ど鳴なった。


「神気を入れる鏡は、僕でなくちゃ扱あつかえないからです。紫央さんには診みてもらいましたよ。桃林では蜂はち鳥どりも力を貸してくれました」


「蜂鳥でも治せなかったのですか？」


　佟韋が舜に歩み寄った。


「桃林にも目を病やむ青銅器職人がいますが、蜂鳥には治せます。診せてください」


「いえ……。佟韋さんに噓はつけませんね。実は呪詛をかけられてしまったんです」


　舜はポリポリと頭を搔かいた。


「呪詛!?」


　晄と佟韋は愕然と瞠どう目もくする。


「多分、章玄の仕し業わざでしょう。僕が晄ちゃんのためにいろいろ呪具を作るのを、あの章玄が黙って見てるわけありませんものね」


「でも、呪じゆ詛そを解けば治るんでしょ？」


「えーと、まあ、そうですね……」


　舜は言葉を濁す。


「なぜ僕に早く言ってくれなかったんです？　進行性の病をもたらす呪詛なら、急いで呪物を捜さがし出して清めなければ、どんどん症しよう状じようが重くなってしまいますよ」


　そう言ったのは佟韋だった。


「そうなの!?　じゃ、急いで王都へ戻もどろう。その呪物を捜して、呪詛を解かなくちゃ」


　晄は舜の手を取り、立ち上がった。舜の手を引いて山を下ろうとしたのだが、彼は動かなかった。


「神気が先です。あと一つじゃないですか。せっかくここまで来たんです。僕は目が悪くなるだけですが、晄ちゃんから急いで共工の気を祓はらってしまわなければ、晄ちゃんは死んでしまうかもしれないんですよ」


「でも、これ以上見えなくなったら、呪具が作れなくなっちゃうでしょ！」


　それでも舜は動かなかった。暗い顔で、重い吐と息いきをつく。


「晄ちゃん。実はね……もう呪詛は解けないんです」


「呪詛が解けない……？」


　顔からスッと血の気が引いていくのが自分でもわかった。


「じゃ、治らないってこと……？」


「ええ」


　舜は、寂さみしげに微笑ほほえんでうなずいた。


「呪物は燃えてしまったし、目の奥が部分的にすでに死し滅めつしてしまっているとかで、これ以上はよくならないそうです。だから、王都に戻ってもどうしようもないんです」


「噓……」


　晄は呆ぼう然ぜんとその場に座り込んだ。どっと涙なみだが溢あふれてくる。腹の底の熱い塊が、どろどろと渦うずを巻き始めていた。


「泣かないで。また共工の気が力を増してしまいますよ」


　舜は懐から巾きんを取りだし、晄の顔を拭ふいた。


「ごめん……。辛つらいのは舜兄の方なのに……」


　彼が、希代の名工と言われた父、尭の才能を余すところなく受け継つぎ、彼自身も三度の飯よりも青銅器作りが好きなことを、晄はよく知っていた。


「辛くはありませんよ。僕は、晄ちゃんのためなら目なんか惜おしくないんです。青銅器が作れなくなったって、晄ちゃんさえ無事なら全然構わないんです」


「なんで、そこまで──」


「決まってるじゃないですか。晄ちゃんが大好きだからですよ。それに、亡なくなったお父さんからも頼たのまれているんです。晄ちゃんを守るようにって──」


（俺なんかのために……）


　嬉うれしかった。けれど同時に、酷むごいことだとも思った。


　十七年前、黄河を流れてきた自分を見つけた時から、養父とこの兄は、おのれの人生を捨てたのだろう。父亡き後も、舜はその遺志を継いで、たった独りで──。


　晄は魚の珮はいを握にぎり締しめ、必死で涙を堪こらえる。


　生き延びなければならない。


　あらためてそう思った。今、自分がここに在るのは、亡き父と兄のお陰かげなのだから──。


　その時、突とつ然ぜんザワリと凍こおりつくような気配が背後から迫せまった。総毛だった晄はバッと振ふり返る。


「何……？」


　気配の源は、山道の奥、祠ほこらの方角だ。目を凝こらしたが、そこには闇やみが広がるばかりで何も見えない。


　足音もしない。声も聞こえない。けれど確かに何かが近づいて来る。


　舜も佟韋も、息をつめて気配の方を凝ぎよう視ししていた。


　やがて、闇の奥に数人の人ひと影かげが浮かぶ。人影は、ゆらりと漂ただようような歩き方で、ゆっくりとこちらへ近づいてきた。松たい明まつの明かりが、それらの人影を徐じよ々じよに際きわ立だたせていく。


　明かりが届く場所までやってきた彼らを見て、晄は息を呑のんだ。


　彼らはぼろぼろの甲かつ冑ちゆうを身につけていた。手には矛ぼうや弓を持っている。


　肩や胸に矢を突つき立て、身しん甲こうも衣ころもも血に染まっていた。


　ある者は腕うでが取れかかっていた。


　別の者は、あり得ない方向に首が曲がっていた。


　──死にたくない……。


　怖おぞ気けだつような不気味な声は、頭の中で響ひびいた。
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「晄は、そろそろ戻って来るだろうか──」


　白馬にまたがり、黄河の氷上を歩きながら、楓牙は遥はるか上流を眺ながめる。西に傾かたむいた日が氷に照り返り、彼は眩まぶしげに目を細めた。


　楓牙は、身甲の上に真新しい錦にしきの裼せき衣いを羽織っていた。髪かみは丁てい寧ねいに結ゆい上げて、いつもの小さな冠かんむりを着けている。


　戦いくさが終わり、楓牙は鬼方や諸しよ侯こうとの連れん絡らく調整や、戦死した兵の弔とむらいなど、慌あわただしい日々を過ごしていた。その日も、鬼方に従属した黄河北岸の諸侯と会見し、王都へ帰るところだった。


　目の回るような毎日だったが、晄は無事に神気を得られただろうか、共工配下の妖あやかしに襲おそわれていないだろうかと、そればかりを心配していた。


「順調に神気を得ることができれば、今夜か明日の夜には戻っておいででしょうが、五岳の神は人の世には関心を持っておられないとのこと。そう容易には参りますまい」


　楓牙の横に黒い馬を並べ、累焰も西の地平に目を向ける。


「累焰。私は、晄から共工の気が祓われたら、晄が南庚王の嫡ちやく子しだということを晏仲殿どのに打ち明けようと思っている」


　西の地平に目を据すえたまま楓牙は言った。


「次代の王に推挙なさると？」


「そうだ。此こ度たび、鬼方と和わ睦ぼくできたのは晄の活かつ躍やくがあったからだと、王都の貴族や廷てい臣しんに知しれ渡わたっている。擁よう立りつするなら今だ」


「なれど、董氏は結束して反対なさるのでは？」


　晄は先王の嫡子だ。道理だけを見れば、晄が王位継けい承しよう権を主張することには何の問題もない。しかし晄が即そく位いすれば、現王や聡牙、脩牙の後ろ盾だてとなっている董氏は権力の座から追いやられることになる。董氏は現在、聡牙と脩牙のどちらを王位に就つけるかでもめているが、内輪で争っている場合ではないと、一いつ致ち団結して晄の排はい斥せきにかかるだろう。


「保身に労力を費ついやしている場合ではないのだがな」


　楓牙は累焰に目を移し、苦い溜ため息をつく。


　鬼方との戦は終わったが、王都の倉に財はなく、離り反はんした諸侯の信しん頼らいが回復できたわけでもない。殷は未いまだ危機に瀕ひんしている。


「できるだけ穏おん便びんに事を運びたいとは思っている。一番の解決策は、聡牙兄上、脩牙兄上が晄の即位を望み、自ら身を退ひいてくださることだが……」


　彼らが、この王位争いをどう考えているのか楓牙は知らない。次じ兄けいの齊牙が亡くなる前まで、二人とも王になることなど考えていなかっただろう。少なくとも脩牙の口から王になりたいとは聞いたことがない。


　脩牙は民たみの安あん寧ねいを第一に考えている。話せば楓牙の思いを理解してくれるはずだ。


　けれど、聡牙も脩牙も病に伏ふし、流行はやり病やまいだという理由で、楓牙は彼らと面会させてもらえない。董氏が、楓牙と脩牙の接せつ触しよくを恐おそれているのだ。


「王城の流行病も原因がわからぬとのこと、何やら不ふ吉きつな予感がいたしまする」


　王都の方角に目を向け、類たぐい希まれな未来さき読よみの才を持つ累焰は眉まゆをひそめた。


　──楓牙王子。


　どこからか呼びかける声がしたのは、黄河南岸の河原が間遠に見えてきた時だった。人の良さそうな老人の声だ。


「何者だ」


　楓牙は、声の源を探して辺りを見回した。広大な黄河の氷上にいるのは、自分と累焰の二人きりだ。


　──お久しゅうございます。隗昭明にございます。


「昭明──!?」


　晄を黄河に流し、自らが供く物もつとなって晄に河伯の加護を祈いのった先代の大だい史し令れいである。


　累焰が急いで馬を下り、氷の上に膝ひざをついた。


　──どうかかしこまらずに。今は人にあらず。人の世の身分など拙せつ者しやには関係のないこと。


「お前が河伯の使いとなって、何度か晄に会っていることは聞いていたが……」


　──こうして楓牙王子とお話しするのは、十七年ぶりでございましょうか。なれど拙者は、黄河の水みな底そこより、王子の御ご活かつ躍やくを拝見しておりましたよ。


　楓牙の父、祖そ丁てい王の崩ほう御ぎよも、母の殉じゆん死しも、累焰との出会いも、この黄河沿いで起きたできごとはみな知っていると、昭明は言った。


　──もちろん、御み子この御ご成長ぶりも陰かげながら見守っておりました。


　晄がこのまま庶しよ人じんの少年として幸せに暮らせるのなら、それもよしと思っていた時期もあったという。


　──此度、御子は王になることを決意なさった御様子。拙者とて、御子の御誕生の際には、御子が王太子となり、王子が御子の側近となることを望んだ一人にございます。南庚王や拙者の悲願を、王子の手で達成していただきとう存じまする。


「もちろんだ」


　楓牙はうなずいた。


　──あさましき身の上を承知で、今こ宵よい参上つかまつったのは、そのお願いともう一つ……。


　それまで穏おだやかだった昭明の声こわ色いろが、重々しいものになった。


　──伊い尹いんの三み振ふりの宝ほう剣けんを手に入れていただきたいためにございます。


「伊尹の三振りの宝剣？　含がん光こう、承しよう影えい、宵しよう練れんのことか？」


　楓牙は眉を寄せた。


　伊尹とは、殷の初代王成せい湯とうの腹心の呪じゆ術じゆつ師しで、四代王太たい甲こうの御み代よまで、殷の宰さい相しようを務めていた人物である。彼は、人を斬きっても傷つけることがないという不思議な三振りの剣を作り、成湯の天下の平定を助けたという。しかし話が伝えられているだけで、剣は現存せず、後世の者の創作だと思われていた。


　──さようにございます。河伯が仰おつしやるには、その三振りの宝剣は、人を殺す道具にはあらず、炎えん招しよう戈かほどではございませぬが、妖を斬る力があるとのことにございます。どうかそれらの剣で、御子をお守りください。


「妖と戦えるのであれば願ってもないことだが──」


　三振りの剣が実在するとは思っていなかった楓牙は、戸と惑まどいを隠かくせない。


　──三振りとも、夏の王都が置かれていた陽よう城じようの城じよう址しに埋うもれておりまする。


　伊尹はおのれの死期を悟さとると、自ら三振りの宝剣を陽城に封ふうじたという。


　──炎招戈の最初の使い手であった夏の禹王に敬意を表したのか、もしくは夏王朝を滅ほろぼしたことへの慚ざん愧きがそうさせたのかもしれませぬ。すべては河伯が見聞きしたこと。拙者も黄河に身を投じるまでは、宝剣の所在を存じませなんだ。


「なぜ今いま頃ごろになって、私にそれを持たせようとする？」


　陽城は、嵩山南なん麓ろくの地名だ。楓牙が治める亳邑は、嵩山を挟はさんでその北側にある。そのような剣があると知っていたら、とっくに取りに行っていた。


　──これまでは、河伯の加護と化か蛇だらの妖がいれば、御子の御おん身みは安全だと思われましたゆえ……。しかし、共工の核かくの目覚めが近ちこうございます。


「共工の核？」


　楓牙は問い返した。それまで黙だまってひざまずいていた累焰がハッと顔を上げる。


「どうしたのだ」


　楓牙は訝いぶかしげに累焰を見下ろしたが、「いえ……」と、彼は顔を伏ふせる。


　──核とは、神の精神体。申し上げにくいことではございますが、共工の核は陽甲王の中に入っているのでございまする。


　昭明は言った。


「何だと……？」


　楓牙は耳を疑った。


　──御子に異変が起きたのは、核の目覚めが近いからにございます。核が目覚めれば、陽甲王は心を喰くい尽つくされ、身体からだは共工の意のままに操あやつられましょう。おそらく、おのれの身体を取り戻もどすため、また炎招戈の使い手を倒たおすために、共工は御子のお命を狙ねらうはず。なれど、化蛇も駮はくも、鳳ほう皇おう鸞らん鳥ちようも、王城の中には入れませぬ。


　亜あ職しよくが施ほどこした護まもりの呪じゆ術じゆつを解けば、汪李たちは王城に入れるが、共工配下の妖も集結してしまう。


　──ことを荒あら立だてては無用な被ひ害がいが出ましょう。ゆえに、三振りの宝剣を手に入れ、妖たちに代わって、楓牙王子に御子をお守りいただきたいのでございます。


　しばらくの間、楓牙は瞠どう目もくしたまま黙っていた。やがて、その目は累焰に移る。


「累焰、お前、知っていたのか……」


「申し訳ございませぬ──！」


　累焰は額を氷にすりつけんばかりに叩こう頭とうした。


　──累焰が告げなかったは、利條との約束があってのこと。また、異腹とはいえ、兄王の身に起きた災さい厄やくを楓牙王子が知れば、その嘆なげきはいかばかりかと慮おもんぱかったからでございましょう。利條にしてみれば生しよう涯がいただ一人の主あるじ。人知れず核を祓はらわんと、命を削けずって呪術を尽くしておりました。どうか許されませ。


「……わかっている」


　押し殺したような声で、楓牙は答えた。


　利條は昭明の甥おいにあたる。昭明が南庚王に殉じゆんじなかったため、隗氏は王都での勢力を失った。その回復を図はかって、隗家は天才と誉ほまれの高かった利條を陽甲に差し出したのだ。
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　仕える王は異なっても、昭明と利條の間には、叔父おじ甥と子し弟ていとの両方の絆きずながある。昭明もできることならば、利條が陽甲から共工の核を祓い、その占せん術じゆつの才をもって国を平安に導き、大史令としての務めを果たすことを願っていたのだろう。


（私も、同じだ……）


　晄を王にしたい。そして彼に仕えたい。幼い時に抱いだいたその気持ちは、兄が即位する前である。そして今、晄を王に望むのは、陽甲に政まつりごとをする力がなくなってしまったからだ。陽甲が心の病に冒おかされず、大過なく殷を治めていたら、晄の即そく位いなど考えもしなかっただろう。


　一人妾しよう腹ふくの自分は、年の離はなれた長ちよう兄けいとは疎そ遠えんだったが、だからといって、嫌きらいだったわけでも憎にくんでいたわけでもない。


　陽甲の御代の安康を願っていた。幸福な一生を送り、天てん寿じゆを全まつとうすることを望んでいた。


（人ではなくなってしまうなどと……）


　動どう悸きがひどく、呼吸が苦しかった。目の奥が熱くなり、耐たえきれずに指先で目め頭がしらを押さえた。


「楓牙様……」


　細い声で、累焰が呼びかけた。


「……大だい丈じよう夫ぶだ」


　せり上がって来る熱い塊かたまりを飲み下し、楓牙は奥歯を嚙かみしめた。


　取り乱している場合ではない。人の世の存亡が、自分の手にかかっているのだ。


　やがて、楓牙は目から指を離した。


「晏仲殿どのは知っておられるのか？」


「はい……。先さき頃ごろ、利條様が打ち明けられたとのことにございます」


「ならば、王都へは寄るまい。このまま急ぎ陽城へ向かう」


　晏仲が状じよう況きようを把は握あくした上で、王の譲じよう位いに向けて動いているのであれば、自分が介かい入にゆうする必要はない。


　いつしか日が雲を赤く染め始めていた。一刻も早く伊尹の宝剣を手に入れ、晄の帰き還かんに備えなくてはならなかった。








　風のように駆かける馬だった。前ぜん肢しに筆で描えがいたような模様があり、牛のような尾おを持っていた。昭明が召しよう喚かんした水すい馬ばである。黄河に棲すむ水すい妖ようで、性質はおとなしく、化蛇に従って共工が起こした叛はん乱らんに加わらなかった種族の一つだという。


　楓牙と累焰はその水馬にまたがり、黄河の氷上を駆けていた。周囲を十数匹ひきの小化蛇が囲み、案内を務めている。


　楓牙は乗馬を好み、剣にも強い関心を持っている。普ふ段だんなら、このような馬に乗れたことや、三振りの宝剣について累焰と何か言葉を交かわすのだが、彼は何も語らず、じっと夕空を見つめていた。


　また、累焰も何も言葉をかけなかった。楓牙は、本当に辛つらい時には無表情の仮面をかぶる。ありきたりの慰なぐさめの言葉では、心に届かないことを累焰はよく知っていた。


　梁りよう山ざんを過ぎる頃ころから、足元の氷が薄うすくなり、流れる水が透すけて見えるようになった。


　黄河中流域は流れが速く、位置も南になるため、よほどの寒波が襲しゆう来らいしない限り、全面結氷することはない。


　しかし水馬は薄はく氷ひようを割らずに走り、それどころか流れる水の上も地上と同じように走った。


　見る者がいれば、尋じん常じようではない速度で水の上を走る馬や、空飛ぶ蛇へびの姿に驚おどろいただろうが、夕ゆう闇やみが落ち始めた黄河には、漁師の姿もなかった。


　陝邑の手前で、水馬は黄河を離れて進路を南に向けた。


　──我ラノ王ガ、太室山ニイル。


　嵩山の稜りよう線せんを仰あおぎ見て、一匹ぴきの小化蛇が言った。


「晄がいるのか──」


　無表情だった楓牙の顔に、わずかな感情の揺ゆらぎが垣かい間ま見みえた。


「主上に共工の核が取り憑ついていると、晄が知ったら……」


　晄は敵味方に関係なく命を尊ぶ。また、楓牙の陽甲に対する思いも知っている。


　民たみを餓うえさせ戦いくさを招いた陽甲だが、彼に非はない。陽甲は、十七年前の王位争いの被ひ害がい者しやだったのだ。


　まして、共工の気の影えい響きようで今の晄は情じよう緒ちよが不安定だ。陽甲の心の病が共工によるものだと知れば、相当に心を乱すだろう。


　しかし、いつかは知らせなければならない。共工を滅ぼせるのは晄しかいないのだから。


「支えてやらねばなるまいな……」


　楓牙は、独り言のように呟つぶやいた。


　水馬は、嵩山の東の裾すそ野のを回り、陽城へ向かっていた。すでに日は没ぼつし、山やま裾すその森の中は深い闇に覆おおわれていたが、水馬は躊ちゆう躇ちよなく木々の間を駆け抜ぬける。


　やがて森が開け、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯に出た。陽城である。


　往時の栄えい華がは失われているが、陽城には今も大勢の領民が暮らしている。かつて夏の都だったというその丘おかには、殷の城じよう郭かくが築かれ、城郭の周辺はよく手入れされた畑が広がっていた。


　領主は王家の傍ぼう流りゆうの王子が務め、先年から頻ひん発ぱつしていた周辺諸しよ侯こうの叛乱には苦労したと聞いている。民の暮らしも豊かではないのか、里の明かりは少なかった。点ともす燭しよくさえもないのだろう。


　小化蛇たちは、城郭の北にある夏の城じよう址しへと水馬を案内する。


　長い年月を経て、木造の城は朽くち果て、突つき固められた黄土の塀へいも崩くずれかけていた。


　小化蛇たちはその塀の一角に舞まい降りた。楓牙たちも水馬を止め、鞍くらから下りる。


　──コノ奥ニ、三み振ふリノ宝ほう剣けんガアル。ケレド、我ラニハ触ふレラレナイ。


　小化蛇たちは塀の内側を視線で示した。


　累焰が、腰こしに下げていた火打ち道具で、松たい明まつに明かりを点した。松明をかざし、崩れた塀の内側へと足を踏ふみ入れる。


　そこには石を積んで造られた方形の塚つかがあった。高さも幅はばも、大人が両手を広げたほどの大きさだ。黄土が降り積もり、石の隙すき間まから黄色く枯かれた草が垂れ下がっている。


　草を取り除くと、一つだけ飛び出た大きな石があらわになった。その石で塚の口をふさいだのだろうが、すでに誰だれかが盗とう掘くつを試みたのか、石は口からずれて隙間に土が詰つまっている。


　楓牙がその土を搔かいて穴を空け、累焰が松明をかざして中を照らした。


　しかし、ゴツゴツとした石の内ない壁へきが見えるばかりで、中には何もない。


「とうに盗ぬすまれたか」


　楓牙は落らく胆たんしてそう呟いたが、


「いいえ、ございます。美しき光を放つ剣けんが三振り──」


　一いつ緒しよに塚の中をのぞき込んでいた累焰は目を瞠みはっていた。


　累焰は片手で松明を掲かかげ、塚の中に手を差し入れて地面の土を払はらった。


　間もなく、彼は錆さびの浮ういた青銅の柄つかを掘ほり出した。柄には精せい緻ちな紋もん様ようが刻まれている。


「これが含がん光こう──。銘めいが打ってございます」


「柄だけが残っていたのか？」


　不思議に思いながらも、楓牙は柄を受け取った。その途と端たん、楓牙の目にも細い刃やいばが映る。刃は氷のように透とう明めいで、松明の明かりすらも照り返さない。


　楓牙は瞠目したまま、剣を振ふってみた。ほとんど重みを感じない。試ためしに指先で刃に触ふれてみたが、実体はないらしく、触しよつ感かんはまったくなかった。


　鞘さやがないので、楓牙はその剣を剣帯に直接はさんだ。柄から手を離すと刃が見えなくなる。


「今まで盗掘に遭あわなかったわけだ」


　伊尹の死後、塚は何回か暴あばかれたのだろうが、剣が土に埋うめられていたことに誰も気づかなかったのだろう。そして三百年の間に、伊尹の宝剣はただの作り話だと思われるようになってしまったのだ。


「こちらが、承しよう影えい」


　次に累焰が掘り出した柄はやや太かった。やはり楓牙には刃が見えなかったが、柄を握にぎると太く頑がん丈じようそうな刃が現れる。刃は夕暮れあるいは夜明けの空のような色をしていた。刃に触れると、触感はあったが指は切れなかった。


「そしてこちらが宵しよう練れんにございます」


　差し出された柄を楓牙が握ると、刃は太陽のような眩まぶしい光を放った。光が強すぎて刃の形も太さもわからない。


　楓牙は他ほかの二振りと同様、刃があると思われる光の中に指を入れてみた。


「──つっ」


　指先に鋭するどい痛みが走った。指を抜いてみると、細い一文字の傷がつき、血が滲にじんでいた。しかし、その傷は見る間にふさがっていく。


「確かに、これで人を殺あやめることはできないな」


　楓牙は柄を握ったまま、輝かがやく剣を見つめる。


　伝説の宝剣を手に入れたという喜びは湧わいてこなかった。


　戦う相手は、兄なのだ。


（これで兄上を斬きったら、どうなるのだろうか）


　三振りの宝剣には妖あやかしを斬る力があると、昭明は言っていた。強大な水神を滅ほろぼせるのは炎えん招しよう戈かだけだというが、完全な復活を遂とげる前であれば、これらの剣で斬れるのかもしれない。


「だが、兄上のお心は取り戻もどせないのだろうな……」


　思わず口に出していた。


　陽甲の心は、すでに共工に蝕むしばまれてしまっている。共工の核かくが滅びれば、廃はい人じんとなった陽甲の身体からだだけが残るのだろう。


「楓牙様……」


　累焰がいたわしげな視線を楓牙に注いでいたが、楓牙は気づかず、輝く刃をじっと見つめ続けていた。


　──我ラガ主あるじ……化か蛇だノ王ガ喚よンデイル。


　小化蛇たちが、嵩山の稜線を振り仰いだのはその時だった。


　──晄ガ危ナイ。




　五　神々の真意







「あの人たちは……」


　目を見開き、晄は血まみれの甲かつ冑ちゆう兵を凝ぎよう視しした。


　松明の炎が彼らの顔を照らす。


　若い者も老いた者もいた。苦痛に顔を歪ゆがめ、肌はだは唇くちびるまでが青白く、白はく濁だくした目は焦しよう点てんを結んでいない。


　──死にたくない……。


　聴きこえてくる声は、人のものではなかった。


　亡ぼう霊れいの声だ。


　晄の膝ひざがガクガクと震ふるえ、背筋に絶え間なく悪お寒かんが走る。


　人は死ねば魂こんは泰山へ還かえり、魄はくは地に帰る。けれど、この世への執しゆう着ちやくが強い者の魂は、泰山へは行かずに亡霊となってこの世に留とどまる。


　晄は、妖や精せい霊れいを恐おそろしいと思ったことはないが、亡霊は怖こわかった。亡霊の発する怨おん念ねんをあまねく聴き取ってしまうからだろう。


「気をつけて。あの類たぐいの亡霊は、生者を自分と同じ世界に引きずり込もうとします」


　佟韋の声は冷静だった。


「亡霊をけしかけるなんて、趣しゆ味み悪わるいですねぇ」


　舜は松明を佟韋に預け、呪符を握る。


「佟韋の歌では鎮しずめられないの？」


　亡霊から目を離はなさずに晄は尋たずねた。


「魂を泰山に送る歌はありますが、歌ってもおそらくこの結界の外へ出られません」


　行き場が見つからなければ、亡霊は昇しよう華かできないという。


　ゆっくりと漂ただようように歩いていた亡霊たちの足が止まった。濁にごった目がギロリと晄に向く。


　晄が息を呑のむ間もなく、突とつ如じよ、亡霊たちは凄すさまじい速度で走り出した。


　舜が呪符を投げた。呪符は亡霊たちの足元の地面に刺ささり、何人かの兵の足が縫ぬい止められたように止まる。しかしなお数名の兵が、速度を落としながらも晄たちに迫せまってきた。


「呪符の効きがよくありませんね。それも結界のせいでしょうか」


　そう言いながら、舜は二枚目の呪符を投げた。


「僕も何も呪じゆ術じゆつが使えません……」


　佟韋は何度か呪を唱えたが、何も起こらなかった。それだけですでに息が上がっている。一昼夜歌い続け、その前夜も彼はろくに眠ねむっていない。結界の中に入るまでは、煒白におぶわれていたぐらいだ。呪力も体力も限界なのだろう。


　舜の呪符を避よけた兵の一人が、晄に向かって矛ぼうを突き出した。晄は咄とつ嗟さに炎招戈でそれを払う。カッ！　と、炎招戈の刃が矛の長なが柄えを打つ感かん触しよくが手に響ひびいた。実体があるのだ。


　同時に、その兵の心の声が、晄の耳の奥にどっと流れ込んできた。


　──家に帰りたい。妻と子が待っている。


　彼は、晄が生まれるずっと前に、この嵩山付近で戦死した歩兵だった。粟あわを作り、貧しいながらも幸せな暮らしを営んでいたその男は、諸しよ侯こうの領地争いのために戦いくさに駆かり出された。


　死の間ま際ぎわまで、男は家で待つ家族を思っていたのだろう。その思いが、男をこの世に縛しばりつけているのだ。


　矛を払われた男はたたらを踏ふみ、体勢を崩くずしたが、代わりに老兵が、取れかかった腕で剣を持って横合いから襲おそいかかってきた。


　──負けるわけにはいかぬ。


　彼は名のある武将だった。戦に負ければ、主である領主は処しよ刑けいされ、民たみは祭さい祀しの犠ぎ牲せいになってしまう。その一念で老兵は戦い続け、この嵩山のふもとでついに力ちから尽つきたのだった。


　晄は、鬼方との戦で冷たい氷に倒たおれ伏ふした兵たちの姿を思い起こしていた。彼らもこのような思いを抱かかえたまま死んでいったのだろう。


「やめて！　俺は君たちと戦いたくない！」


　晄は後あと退ずさった。しかし、思いだけでこの世に留とどまっている彼らに、晄の声は届かない。


　老兵の剣の切っ先が晄の頰ほおをかすめた。熱い痛みが走る。


「晄ちゃん！」


　舜が老兵に呪符を投げた。呪符は老兵の身体に吸い込まれ、彼は金かな縛しばりに遭ったように動かなくなる。その隙すきをついて、先刻の矛を持った歩兵が舜に迫った。しかし、視野が狭せまいせいか、舜はその歩兵に気づかない。


「舜兄、危ない！」


　晄は咄嗟に地を蹴けり、歩兵の懐ふところに跳とび込んだ。炎招戈の力を最小限にして、その刃やいばを歩兵の胸に突つき立てる。ぞっとするような叫さけび声を上げて歩兵は仰あお向むけに倒れた。彼は、苦く悶もんの声を上げてのたうち回りながら、なおも死にたくないと、家族への思いを訴うつたえていた。


「正気に戻らない……」


　晄は愕がく然ぜんとして、苦しみ悶もだえる歩兵を見下ろした。黄帝に打ち直されて以来、炎招戈は妖を滅ぼさずに呪じゆ詛そを解けるようになった。同じように、亡霊を斬れば、正気に戻せると思っていたのである。ところが、正気に戻すどころか、炎招戈は男に耐たえ難がたい苦痛を与あたえてしまった。


「晄ちゃん……、すみません。僕がぼやぼやしてたから……」


　呪符を手に、舜は晄を背にかばった。傷ついた晄の頰に視線を走らせ、表情を引き締しめる。


「油断大敵ですね。この結界の中では、河伯の加護も威い力りよくを発揮できないようですし」


「……俺は……どうしたら……」


　悔くやしく、悲しかった。それが自分の感情なのか、心の中に飛び込んできた亡霊たちの思いなのかわからない。腹の底では、痛いほどに熱い塊かたまりがどろどろと渦うず巻まいていた。


「晄、しっかり！　死者の思いに囚とらわれれば、彼らの世界に引きずり込まれてしまいます！」


　佟韋は松たい明まつを振ふり回し、亡霊を牽けん制せいする。舜の呪符の効果が切れたのか、地面に縫い止められていた兵がゆるゆると動き始めていた。
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「僕が彼らの動きを止めます。その間に、晄ちゃんたちは先に祠ほこらへ行ってください」


　舜は袖そで口ぐちから、二つの錘おもりを鎖くさりでつなげた武器──流りゆう星せい錘すいを取りだした。


「何言ってるの。舜兄、目がよく見えてないのに！」


　いつもの舜であれば、亡霊ごときにおくれを取るはずはないが、真っ暗な山の中、ろくに見えていない目ではまともに戦えるわけがない。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕でなくちゃ鏡に神気を入れられませんからね。ここでむざむざやられるつもりはありません」


　舜は軽い笑えみを浮うかべた。


（俺が、亡霊を斬きるのを躊躇ためらったりするから、舜兄、無理して……）


　おそらく、今までもこうやって舜は晄をかばってきたのだろう。養父母を殺した刺し客かくに呪詛返しをした時もそうだった。


　呑のん気きに夢物語を語っていられたのは、辛つらい役目をすべて彼が負ってくれたからだ。


　もう、甘えていてはだめだ。今度は自分が舜を守る番だ。


「俺がやる」


　晄は震える足を踏みしめ、炎招戈を構えた。


「晄ちゃん……」


「この人たちを苦しませたくないけど、舜兄や佟韋の命には代えられない。王都に戻もどったら、東岳大帝に頼たのんで、この人たちを泰山に還してもらう」


　首があり得ない方向に曲がっている兵が、のろのろと弓を構えた。


　晄はタッと駆け出した。


「ごめんね──」


　兵が矢を放つ前に、晄は彼の脇わき腹ばらを炎えん招しよう戈かで一文字に薙なぎ払はらう。その兵が倒れる前に、晄は刃を返し、別の兵の肩かたを切り裂さいた。


「舜兄、佟韋、今のうちに上へ！」


　松明を片手に、佟韋が舜の手を引いて山道を駆け上がった。二人を追う亡霊の背に、晄は炎招戈を一いつ閃せんさせると、二人の後を走り始める。


　腹に大穴を空けた兵が、長柄の戈ほこを持って晄に併へい走そうした。


　横よこ殴なぐりに振られた戈を炎招戈で受け止め、反動をつけて返しながら、晄も炎招戈の柄つかを伸のばす。兵が再び戈を振る前に、晄は炎招戈の刃を兵の腕にかけて一気に引いた。


　胃の腑ふから苦いものがこみあげてきた。


　山道を走りながら、一人、また一人と、晄は歯を食いしばって亡霊を斬っていく。


　その度たびに、死者の怨念が突とつ風ぷうのように吹ふきつけた。


　どの兵も、死にたくないと嘆なげいていた。


　これが抗あらがえない現実なのだ。死にたくないと願っているのに、人は殺し合う。


（人間は変だ。何かが間ま違ちがっている……）


　生きるものとして、根本的にどこかが壊こわれているのではないだろうか。


　腹の底の塊が、これまでにない熱さで晄を苛さいなんだ。


　──お母ちゃん……。お腹なかすいたよ。


　その声は、最後の兵を倒した時に、突とつ然ぜん頭の中に飛び込んで来た。


　見ると、前方に十数名もの子どもたちがいた。


　──ここはどこ？　どうして、あたしを置いて行くの……？


　大おお粒つぶの涙なみだをこぼしながら、辺りを見回している幼い女の子がいた。


　──いい子にするから、お願い、ぶたないで！


　頭を両手でかばいながら、泣なき叫んでいる男の子もいた。


「なんなの……？」


　晄は足を止め、呆ぼう然ぜんと子どもたちを凝ぎよう視しする。どの子も、袖そでがちぎれてなくなってしまったぼろぼろの布ほ衣いをまとっていた。布衣からはみ出ている手足は枯かれ枝のように細い。


「この山に捨てられ、餓が死ししたり凍とう死ししたりした子どもの亡ぼう霊れいですね。ぶたれて死んだ子もいます」


　佟韋も青ざめていた。


「親に殺された子ども……」


　腹の奥の熱い塊がせり上がってきて苦しかった。


　──お父ちゃん、お母ちゃん……。


　父母の名を呼ぶ子どもたちの声が、頭の中でガンガンと鳴り響く。


「やめて！」


　晄は耳を押さえた。


「晄ちゃん、落ち着いて」


　舜が晄の肩を揺ゆさぶった。


「なんで、自分の子をこんな目に遭あわせるんだ！」


　熱い塊が喉のどから飛び出しそうだった。共工の気に負けてはいけないと自分に言い聞かせるが、子どもたちの悲痛な声が、少しずつ晄の心から理性をはぎ取っていく。


「自分の子を殺すなんて。子どもは望んで生まれてくるんじゃないのに──」


　子どもは親が産むのだ。勝手に産んでおいて、勝手に殺していいわけがない。鳥だって獣けものだって、自分の子を殺したり捨てたりしない。


　──人間は身勝手だ。


　どこかで声がした。自分の声のような気もするし、炅のような気もした。


「ああ、そうだよ。人間は身勝手だ」


　無意識のうちに、晄はその声に応こたえていた。


　──戦もそうだ。自分は死にたがらないくせに、他人が死ぬのは構わないんだ。


「そう。何千人もの民や兵が死ぬってわかっているのに、戦を起こしてしまうんだ」


　──お前もその身勝手な人間の一人だ。自分が生き延びるために、憐あわれな死人に刃を向けた。


「俺も……」


　晄は炎招戈の刃を自分の喉に当てた。頭の片かた隅すみで、共工の気に操あやつられているのだとぼんやり感じていた。


（だめだ。俺が死んだら共工が蘇よみがえる。大勢の人間が死んでしまう）


　晄は必死で自分の手を押し止とどめた。


　──共工が蘇ってもいいんじゃないの？　人間なんか滅ほろんでもいいでしょ？　考える力のない下等な獣や妖あやかしと違ちがって、人間は善悪を判断することができるのに、互たがいに殺し合い、自分が産んだ子さえも殺す。そんな生きものは、この世にはいなくていいよ。


「それは……」


　腹の中の塊が熱く、あまりにも苦しくて目め尻じりに涙が滲にじんだ。息が詰つまり、目の前が暗くなってくる。


　──人間がこの世にいることは間違っている。


　そうかもしれない。人間は生きものとして不自然だ。どこかが壊れている。


　食べるためでもないのに、他ほかの生きものを殺す。同じ人間でさえも殺す。幼い頃ころからそれが不思議でならなかった。


　洪こう水ずいを起こす化か蛇だを忌いみ嫌きらい、滅ぼそうとした。汪李はただ嵐あらしを喚よぶ力があるだけで、人を殺そうとしたわけでもないのに。


　人間がいなかったら、獣も妖も、もっと暮らしよくなるだろう。


（でも……）


　晄の脳のう裏りに、舜や莉由、楓牙、累焰、馮夷城の子どもたち、陝邑の焉や亳邑の厳げん、昌しようたちの姿がよぎる。


（俺はみんなに生きていてほしい）


　晄の頰ほおに涙が伝った。切実な願いだった。


　知らない誰だれかなら死んでもいいとも思えない。草も木も花も、鳥も獣も虫も、人間も妖も、晄はすべての命が愛いとしかった。


（人間がこの世にいることは間違いかもしれない。でも、俺は……すべての人間が笑って暮らせる国をつくりたい）


　晄は閉じていた瞼まぶたをこじ開けた。


　ぼんやりと、舜の顔が見えた。


（父さんと舜兄が必死で護まもり続けてくれた、俺自身の命を大切にしたい）


　炎招戈を握にぎる手を必死で下ろす。


「……俺は死なない」


　気づくと、舜が晄の手首を握り、しきりに晄の名前を呼んでいた。


「俺は死なない。みんなも死なせない」


　晄は繰くり返した。急速に腹の中の熱い塊かたまりが冷えてきた。


「晄ちゃん……よかった」


　共工の気が鎮しずまる様子が見えたのか、舜がほっと息をついた。


　周囲には、骨と皮ばかりの子どもたちが、寒さに歯をガチガチと鳴らして群がっていた。


「かわいそうに」


　舜が切なそうに呟つぶやいた。


　空腹を訴うつたえ、父母を呼ぶ子どもたちの声は、相変わらず頭の中で鳴り響ひびいていたが、晄はそれを受け止めた。


　──お母ちゃん、お父ちゃん……。


　一人の幼子が晄にすがりつき、切ない目で見上げる。


　晄は炎招戈を鞘さやに収め、幼子を抱だき上げた。驚おどろくほど軽く、枯れ木を抱いているような感かん触しよくだった。


「あとで……泰山へ送ってあげるから。次に生まれる時には……幸せに……」


　涙が溢あふれてきた。


「君たちのお父さんやお母さんだって、本当は君を捨てたくなかったんだ……。きっと、どうしようもなくて、仕方なく……」


　そう信じたい。


　ふと晄は、子どもの亡霊では、自分を殺せないことに気づいた。武器を持った兵の亡霊ならともかく、力のない子どもの亡霊を章玄が仕し掛かけるわけがない。


「まさか、中岳大帝が俺を試ためそうと……？」


「晄──」


　その時、佟韋が硬かたい声で呼びかけた。彼の視線を追って、晄は前方の闇やみに目を向ける。


　闇の奥から、大勢の亡霊がゆらゆらと漂ただようように歩み寄ってきた。


　その数の多さに、晄は目を瞠みはった。数百人──いや、千人近くいるかもしれない。


　庶しよ人じんだけではなく、りっぱな冠かんむりを着け、貴族の身なりをした者もいた。異国の衣ころもを身につけている者もいた。刑けいに処せられたのか首のない者や、足首から下を失っている者もいた。炭のように真っ黒く焦こげて、顔も性別もわからない者もいた。


「祭さい祀しの犠ぎ牲せいになった人たち……」


　凄すさまじい怨おん念ねんだった。戦死した兵や捨てられた子どもたちの比ではない。


　その目は憎にくしみと怨うらみに支配され、一欠片かけらも人間らしさを残していなかった。


　──なぜ、我々が生け贄にえにされなければならなかった。


　千人の思いはただ一つ、そのことだけに集約されていた。


　戦死した兵が、この世に執しゆう着ちやくしたのは、故郷に残した家族を思っていたからだ。捨てられた子どもたちがこの世に残っているのは、父母に会いたかったからだ。


　けれど、生け贄になった彼らは、自分の死に納なつ得とくせず、怨みだけでこの世に留とどまっている。


　無理もない。飢き餓がや戦いくさは、時として回かい避ひできないことがあるが、祭祀はまったく人じん為い的なものだ。時の王が人間を生け贄にしないと決めれば、彼らは死なずに済んだのだから。


「とり殺す気です──」


　さすがの佟韋も怯おびえを隠かくせなかった。


「逃にげても、追ってくるでしょうね」


　舜が袖から流りゆう星せい錘すいを出した。


「炎えん招しよう戈かの力を最大にすれば、一気に亡ぼう霊れいを滅ぼすことができます」


　佟韋が言った。


「滅ぼす……？」


　晄は、歩み寄って来る亡霊を見回した。怨念に支配され、みな悪あつ鬼きのように醜みにくく歪ゆがんだ顔をしている。けれど、彼らは自ら望んで、そんな姿でこの世に留まっているのではない。


「……そんなことしたら、魂たましいが還かえれない。もう二度と生まれ変われない……」


　喉がかさかさに渇かわいて、うまく声が出なかった。


「でも、それしか祠ほこらへ行く方法がありません」


「嫌いやだ……。俺は人が幸せに暮らせる国をつくるために神気を集めているのに……、この人たちが生まれ変わった時のためにも、そういう国をつくりたいのに、この人たちを滅ぼしてしまったら、俺が王になる意味がない」


　南岳大帝には、共工配下の妖が説得できず、戦になった時には滅ぼすと言った。けれどこれは戦ではない。行き場を失った魂が救いを求めているのだ。


　晄は抱いていた幼子の亡霊を下ろし、ゆるゆると炎招戈を抜ぬいた。柄つかを握る手が汗あせでぬるついた。


（どうしたらいいんだ……）


　滅ぼしたくない。けれど、手加減していたら祠まで行くのは無理かもしれない。


　逡しゆん巡じゆんしながら晄が炎招戈を構えたその時──。


「晄!!」


　突とつ然ぜん、楓牙の声と同時に背後から白い光が差し、晄たちはバッと振ふり返った。楓牙が累焰を伴ともなって山道を駆かけ上がって来る。


「楓牙！」


　光の源は、楓牙が握っている剣けんだった。鳳の光の槍やりによく似た、真昼の太陽のようなその光は、闇になれた目に眩まぶしすぎ、晄は目を細める。


「その剣は──？」


　晄の傍かたわらに立った楓牙に、晄は尋たずねた。


「伊尹の三み振ふりの宝ほう剣けんの一つ宵しよう練れんだ。人は斬きれぬが妖は斬れるという。亡霊にどこまで通用するかわからんが……」


　楓牙は亡霊から目を離はなさずに言った。


「汪李たちからおおよその話は聞いた。大だい丈じよう夫ぶだ。私がお前たちを祠まで連れて行く」


「亡霊を滅ぼすの？」


　晄の問いに、楓牙はすぐには答えなかった。晄の頭をくしゃりと撫なで、


「わからん。だが、滅んだとしても、罪は私が一人で負う」


　そう言って、輝かがやく剣を亡霊に向けた。


　ゆらめいていた亡霊の動きが一度止まり、次の瞬しゆん間かん、ザッと一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。


　目は血走り、歯を剝き出していた。髪かみを振り乱し、指を鉤かぎ形がたに曲げている。


　楓牙は、亡霊たちの群れに飛び込みざま、剣を閃ひらめかせた。宝剣の威い力りよくは凄まじく、亡霊たちは輝く刃やいばに触ふれただけで、声もなく倒たおれ伏ふした。散らなかったところを見ると、滅ほろびはしなかったようだ。


　晄は炎招戈の柄を伸のばし、横から襲ってくる亡霊を一文字に薙なぐ。


　舜は、佟韋をかばいながら、流星錘の錘おもりを亡霊に叩たたきつけた。呪じゆ力りよくのこもった錘は亡霊の身体からだを半ば吹ふき飛ばす。背後から襲って来る亡霊に、累焰は一度に三本の矢を弓につがえ、凄まじい速度で矢を射た。


　晄たちは少しずつ道を開いていった。


　亡霊の苦く悶もんの声が響き渡わたり、脳をかき回されるような怨念が吹きつける。


「なんで中岳大帝は、俺たちにこんなことをさせるんだ！」


　思わず叫さけんだ。


「俺を試しているにしたって、ひどすぎる！　いくら人に興味がないからって、この人たちが苦しむのを黙だまって見てるなんて！」


　晄は、炎招戈の柄を握る手を震ふるわせた。


　正面から向かって来たのは、晄よりも少し歳とし若わかいぐらいの少年だった。彼の胸を割さいた時、病身の母を思う彼の心が微かすかに垣かい間ま見みえた。涙なみだで視界が濁にごってくる。


「俺はこの人たちを斬りたくない！　でも、ここでとり殺されるわけにはいかない。俺は王になりたいんだ！　だから、こんなことやめさせて！」


　しかし、中岳大帝は答えない。


　歳若い娘むすめが、髪を振り乱して晄の腕うでにつかみかかった。娘は婚こん礼れいを控ひかえていたようだった。愛する人を思う心が流れ込んでくる。


「俺は、人間を生け贄にしない国を作る！」


　晄は娘の手首をつかんで引き剝はがした。


　横合いから甲かつ冑ちゆうを着けた兵が、戦せん斧ぷを振り上げて向かって来た。舜の呪符の効果が切れ、祭祀の犠牲になった者たちに加わったらしい。


「俺が王になったら、絶対に戦なんかしない！」


　晄は炎招戈で戦斧を叩き落とした。


　いつの間にか捨てられた子どもたちが、晄の腰こしにすがりついていた。


「食べる物や住む所に困らなければ、この子たちの親だって、子どもを捨てなくて済んだんだ！　この子たちが生まれ変わった時に、今度こそ幸せに長生きできるような国を作りたいんだ！」


　それでも中岳大帝は応じてくれなかった。


　佟韋の歩みが遅おくれがちになった。彼はとっくに体力の限界を超こえているのだ。


　楓牙と累焰は凄まじい勢いで亡霊を倒していったが、襲ってくる亡霊の数はあまりにも多すぎた。楓牙と晄たちとの間に、次から次へと亡霊が割り込み、次し第だいに距きよ離りが空いていく。


　舜が片手で流星錘を振り回しながら、佟韋の背後を守る。けれど、視野の狭せまい舜は、脇わきから佟韋に迫せまる亡霊に気づかなかった。


　一人の亡霊が佟韋の足に取りつき、彼はよろめいて膝ひざをついた。松たい明まつが手から離れ、地面に落ちた途と端たん、何人もの亡霊が佟韋に覆おおい被かぶさった。


「佟韋！」


　晄は炎招戈で亡霊を払はらった。しかしその隙すきを突ついて、晄の手足にも亡霊がしがみつく。氷のように冷たい手だった。


「ぐ──」


　全身に悪お寒かんが走った。亡霊から発せられる怨念が骨の髄ずいまで染しみ込み、吐はき気を催もよおした。


　視界の隅すみに、同じように亡霊に絡からみつかれた舜の姿が映る。


　亡霊は晄の首や頭にまで取りつき、身動きがとれなくなった。


「晄！」


　楓牙が振り返った。亡霊をかき分けて、晄のもとへ駆け寄ると、晄にのしかかっている亡霊に剣を一いつ閃せんさせ、晄を助け起こす。累焰も駆けつけ、呪を唱えながら舜と佟韋から亡霊を引き剝がす。


　楓牙は、左腕で晄の肩を抱だき、右手で剣を閃かせながら山道を上り始めた。楓牙の腰や足には何人もの亡霊がすがりついてきたが、楓牙は構わず、ただ晄を守るためだけに剣を振るった。


　舜が佟韋を背負い、累焰がその背後を守る。舜と累焰の足にも亡霊が取りついていた。


　みな、荒あらい息をついていた。亡霊の怨おん念ねんが体力を削そいでいるのだ。


　それでも、楓牙は前方を見み据すえ、歩き続けた。舜と累焰も無言で亡霊たちを引きずりながら歩く。その間にも亡霊たちは容よう赦しやなく襲ってきた。


　祠はまだ見えてこない。祠にたどり着いたとしても、中岳大帝が神気をくれるかどうかわからない。


　ひどい悪寒が全身を這はい、次第に視界が暗くなってきた。


（このままじゃ、みんな死んでしまう──）


　晄は炎招戈の柄を握にぎり締しめた。今ならまだ、炎招戈の力を上げることは可能だ。


　けれど、晄にはどうしても亡霊を滅ぼすことができなかった。


「中岳大帝、お願い。せめて、舜兄と佟韋、楓牙、累焰だけでも……」


　晄は祈いのった。


「この人たちを滅ぼしてしまったら、俺は王にはならない。だから、このまま共工の気と一いつ緒しよに、結界の中に封ふうじられてもいい。でも、この人たちを泰山へ還してあげて。そしてみんなを助けて……」


「諦あきらめるな、晄！　私が絶対に祠へ連れて行く！」


　半ば叫ぶように、楓牙が言った。


「そうですよ。……命に代えても晄ちゃんを守ると、お父さんと約束したんですから。この程度のことでへこたれやしません……」


　舜が掠かすれた声で言ったその直後、あれほど大勢いた亡ぼう霊れいたちが、忽こつ然ぜんと姿を消した。


「え──？」


　晄たちは啞あ然ぜんとして周囲を見回す。叩きつけるような怨念も、怨えん嗟さの声も聴こえず、深山特有の深い静せい寂じやくを取り戻もどしている。


『そなたらの生き様、とくと見せてもらった』


　天から声が降ってきたのは、その時だった。








『私は人間を量りたかったのだ。無む慈じ悲ひと思うたかもしれぬが、私がそなたに神気を授さずけるか否いなかで、この世の行く末は大きく変わる。許されよ』


　中岳大帝は言った。


　太室山の祠ほこらの前である。


　祠は、亡霊たちが消えた所からほんの数十歩ほど登った場所にあった。岩がん壁ぺきに空いた浅い洞うろの中に、平らな石を積んだ壇だんがあり、供く物もつを盛るための簋きが一つ置かれただけの質素な祠である。造られてから相当に年月を経ているらしく、壇の石は半ば風化していた。


　祠に向かって座し、晄たちは中岳大帝の声に耳を傾かたむける。


　予想通り、結界を張ったのも、亡霊をけしかけたのも、中岳大帝だった。晄の訴うつたえに最後まで答えなかったのは、窮きゆう地ちに陥おちいった晄や楓牙、舜がどうするかを見届けたかったからだという。


『私は、共工にも女媧にも味方はしておらぬが、この嵩山のふもとは夏や殷の王が最初に都を置いた場所。人間の有り様には興味を持っておった。だが、人間に対する共工の言い分にも一理あると思うておる』


「人間に対する共工の言い分？」


　晄は、思わず訊きき返した。共工は天界の支配権を欲ほつして戦いくさを起こしたのではなかったのか。そう言えば、南岳大帝もなぜ共工と女媧の戦を止めようとするのか訊いてきた。南岳大帝も共工の叛はん乱らんを認めている節があったのだ。


『そなたが思うたことと同じだ。人間がこの世に在ることは間ま違ちがっていると。だから私は、あえて人の醜みにくさをそなたにぶつけてみた』


「共工は、人を滅ぼそうとして戦を起こしたと……？」


　楓牙たちが息を呑のむ気配がした。


『そうだ。盤古神から生まれた他ほかの生きものと異なり、人間は女媧につくられた。人間は、鳥の雛ひなのような脆ぜい弱じやくな肉体しか持たぬにもかかわらず、他の妖あやかしや獣けものを駆く逐ちくしてこの世を支配していく。互たがいに殺し合い、血を分けた我が子さえも殺す。人間は森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりから外れた生きものだ。そなたも、人間はどこか壊こわれていると感じたであろう？』


　中岳大帝の言葉に、晄は無言でうなずいた。


『しかし女媧は、そのような人間を守り、人間に害を為なす獣や妖、神々を罰ばつした』


「罰した？」


『そればかりか女媧は人間に地上の支配権を与あたえた。共工はそのことが我が慢まんならなかった。あやつは、盤古神から成った地上を取り戻すために、叛乱を起こしたのだ』


「盤古神から成った地上……。人間がいない地上が本来の姿だと……」


『盤古神の肉体から変じた私には、共工の思いがよくわかる』


　中岳大帝の声には、古いにしえの水神に対する憐れん憫びんが含ふくまれていた。


『だが、地上に戦せん禍かを及およぼす共工のやり方が正しいとも思えぬ。ゆえに、炎えん招しよう戈かの使い手であり、人の世の王になろうとするそなたを通じて、人間を量りたかったのだ。女媧が他の妖や神々を罰してまで守りたいと思うほど、人間は価値のある生きものなのか、この地上を託たくすにふさわしい生きものか否かを』


　祠の中に、黄こ金がね色いろに輝かがやく光が点ともった。


『神気を授けよう。そなたのような者が人の世を治めるのであれば、盤古神が望んだ地上の姿から、人間が大きく外れることはあるまい』


「ありがとうございます」


　舜や佟韋、楓牙、累焰の顔には安あん堵どの笑えみが浮うかんだが、晄は笑えなかった。


（俺は結局、自分ではどうすることもできなかった……）


　鏡に滴したたる光を見ながら、苦い思いを嚙かみしめる。


　目がよく見えてない舜や、疲つかれ切ってる佟韋を危険な目に遭あわせた。亡霊を滅ほろぼさずに、祠までたどり着く方法を思いつかなかった。楓牙がいなかったら、あの後、いったいどうなったのか未いまだに予想もつかないし、自分がどうすればよかったのかもわからない。


「俺は、やっぱり、ただの小こ童わつぱだ……」


　晄は沈しずんだ声で呟つぶやく。


『その気持ちを忘れなければよい』


　晄の心の内を察したのか、中岳大帝は言った。


『王は慢まん心しんしてはならぬ。常におのれを省かえりみ、諫かん言げんに耳を傾けよ。賢けん王おうが廷てい臣しんをよく用い、貞てい人じんを通じて未来を知ろうとするのは、おのれを過信していないからだ』


「はい……」


『そなたは、よい臣を得た。亳邑の王子、そなたの義ぎ兄けい、華山の巫ふ術じゆつ師し、そして化か蛇だや駮はく、鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちよう。これほど優すぐれた力の持ち主が、そなたのために命を賭かけられるのは、そなたに王の徳があるからだ。臣を大切にするがよい』


「はい」


　ほんの少しだけ、心が軽くなった。自分に王の徳があるとは思えないが、仲間に恵めぐまれているのは事実だ。彼らがいてくれればがんばれる。


『共工を鎮しずめてやってほしい』


　中岳大帝は、そう言って気配を消した。同時に、流れ星のようにおびただしい数の光の玉が、嵩山の山やま肌はだから飛び立ち、東へ向かった。


「亡霊が──、魂たましいが泰山へ還かえって行きます」


　光の玉を目で追い、佟韋が呟いた。中岳大帝の御み技わざなのか、それとも晄の炎招戈や楓牙の宵しよう練れんに触ふれて浄じよう化かされたのだろうか。いずれにしろ、結界は解けたという。


（次の世では、幸せに……）


　晄は、心の中で祈る。


　漆しつ黒こくの空を翔かける魂は、儚はかなげな美しい光を放っていた。


（人間は、生まれた時はきれいなんだ。でも弱いから、苦しいことがあると簡単に壊れてしまうんだ）


　彼らが再び人間に生まれてくる時には、日々を笑って過ごせるといい。そういう国をつくって、あの人たちを待っていたい。


　ふと、晄の脳のう裏りに陽甲の姿が映る。神に心を喰くわれるということは、魂を失ってしまうことなのだろうか。だとしたら、陽甲に次の世はない。


　胸が痛んだ。


　晄は、楓牙に視線を移す。共工の核かくが陽甲に入っていることを、彼に伝えなくてはならなかった。


　楓牙は、遠ざかっていく光の玉をじっと見つめていた。その表情は、ひどく悲しげだった。








　結界が解けると、間もなく妖たちも駆かけつけた。


『こーくーん。しんぱいだったよー』


　チャウがビョ～ンと跳はね、ボスッと晄の胸に飛びついた。夜目の利きく彼らは、結界を透すかして晄たちが見えていたのだが、気が気ではなかったという。


『楓牙が陽城にいたのは幸いだったが……』


　小化蛇を通じて楓牙を呼び寄せたという汪李は、憔しよう悴すいしきっていた。


『見ているだけはきつい。自分が戦う方がよほど楽だ』


　煒白も青い顔をしていた。


　晄たちは祠近くの木の下で、しばらく休きゆう憩けいすることになった。次は崑崙へ行かなければならない。崑崙には天へ通じる道があり、西王母を通じて、女媧に五色の玉を練ってもらうことになっている。しかし、佟韋があまりにも疲れすぎていた。彼に食事をさせ、少しでも眠ねむらせなくてはならない。案の定、一口二口汁しるをすすると、佟韋は焚たき火のそばで裘かわごろもにくるまって眠ってしまった。


『ねー、どーしたの？　こーくんもげんきない』


　チャウが晄の膝ひざに乗り、顔を舐なめた。煒白が晄の好物の黍きび餅もちや干し肉を炙あぶってくれたのだが、晄はまったく食が進まなかった。共工の気が力を増しているせいもあるのだろう。気分は重苦しく、共工の核のことをどうやって楓牙に告げるか、そればかりを考えていた。


「舜、お前、目をどうしたのだ」


　楓牙の声に、晄は振ふり向いた。二人はともに温めた酒を口に運んでいた。


「やっぱり、わかります？」


「戦いぶりを見ていて気づいた。右目が見えていないな。左目も辛かろうじて見えている程度だろう？」


「さすが、武人は観察眼が鋭するどいですねぇ」


　舜は困ったような笑みを浮かべ、呪じゆ詛そをかけられたことを語った。


「治らないのか──」


　楓牙も累焰も愕がく然ぜんとしていた。


「共工の気を封ふうじる呪具はできていますし、神気も集まったので、別に構いませんけどね」


　舜は薄うすい笑みを浮かべていた。


「ただ、戦いになった時、僕はもう晄ちゃんを守れません。それが気がかりです。南岳大帝が言うには、核の目覚めが近いようですから」


　楓牙の眉まゆがピクリと動いた。しかし、大して驚おどろいた様子もない。


「共工の精神体である核について、御ご存ぞんじでしたか……。その在処も」


　呟くような舜の言葉に、楓牙は瞠どう目もくした。その目が晄に向く。


「お前、もしや共工の核の在処を知って──」


「楓牙こそ、共工の核のこと、知ってたの……？」


　晄はチャウを膝から下ろし、楓牙に向き直った。


「……昭明から聞いた」


　スッと、楓牙から表情が消えた。


「私が伊尹の宝ほう剣けんを取りに行ったのは、王城に入れない汪李たちの代わりに、共工から晄を守るためだ」


　その声は、淡たん々たんとしていた。彼は、本当に辛つらい時には、その心を隠かくそうとする。次じ兄けいの齊牙が死んだ時もそうだった。


「楓牙……ごめん」


　晄はうつむき、膝の上で拳こぶしを握にぎった。


「何を謝る必要がある。兄上に起きた災さい厄やくは、お前のせいではない」


　楓牙は一度立って、晄の前に座り直す。


「でも──黄河で河伯と共工が戦ったのは、俺が──」


「お前は、自分から望んで生まれたのではないだろう。もう言うな、私はお前の誕生を心待ちにしていたのだぞ」


　楓牙の手が、晄の頭の上に置かれた。その手は温かかったが、晄には彼の心の声が聴こえていた。悲しみに流されまいと、楓牙は必死で自分を奮い立たせていた。


　そのことが、晄には一層辛かった。ぽたぽたと膝の上に涙なみだが落ちる。


「兄上のお心が失われたのは、ある意味幸いだったかもしれない。私が戦う相手は、兄上の骸むくろを操あやつっている共工だと思えばよいのだからな」


　楓牙は言った。陽甲の魂は泰山には還れず、もう二度とこの世に生まれてこられないことに、楓牙は気づいているのだろう。気づいていても、彼は取り乱さない。


（俺が泣くから、楓牙は悲しいのを我が慢まんしてるんだ）


　晄は拳で頰ほおを拭ぬぐった。涙はなかなか止まらず、晄は腕うでで目を押さえる。


「……泣くのは、これで終わりにする……」


　しゃくり上げながら、晄は言った。


「俺は、共工を鎮める。元気だった頃ころの王様は、民たみの幸せを願って政まつりごとをしてた。王様のその気持ち……俺が引き継つぐ……」


　楓牙の手が、晄の肩かたに回った。「ありがとう」と、彼はそっと晄を胸に抱だき寄せる。


「お前のその言葉で、兄上も私も救われる」


　囁ささやくようなその声は、微かすかに震ふるえていた。




　六　解放、そして新たなる挑戦







　翌日、夜明けを待たずに、晄たちは嵩山を発たった。崑崙の西王母を通じて、天界の女媧に五岳の神気から五色の玉を練ってもらうためである。


『へー、あれが、こんろん』


　汪李の首にしがみついていたチャウは、目を丸くした。チャウは崑崙の土の妖あやかしだが、崑崙にいた時には意思を持っていなかったので、彼にしてみれば初めて訪おとずれる場所なのである。


　崑崙は普ふ通つうの山とは異なり、裾すそ野のが狭せまく頂上が広い。頂上の北、西、東には峰みねがあり、平へい坦たんな南に、神々が住まう天てん墉よう城じようがある。


「晄は西王母様に会ったことがあるのですか？」


　佟韋は尋たずねた。


「二度ばかりね。去年の夏に仙せん桃とう樹じゆの精っていう、桃林の蜂はち鳥どりの親しん戚せきが盗ぬすまれた事件があって、その時は西王母様自らが、地上に降りてきたよ。もう一回は、巨きよ大だい化した息そく壌じようを縮めるために、俺が崑崙へ行った時。その時には黄帝にも会った」


　黄帝の名前が軒けん轅えんだと知らずに、普通のおじさん扱あつかいしてしまったことを語ると、佟韋ばかりか舜や楓牙、累焰までが目を丸くする。


「では、西王母様に取り次ぎをお願いするのは、それほど難しくないですね」


　西王母を祀まつる歌も知っているが、喉のどが荒あれてしまって思うように声が出ないと、佟韋は心配する。


『西王母様は、女媧様に忠誠を尽つくしてるけどさ、晄が頼たのんでうまくいくかはわかんねーぞ』


　地上に降りる前は、西王母の庭で暮らしていた鳳は、珍めずらしく難しい顔をする。


「なぜだ？　女媧が人間を作り、晄は人の世を守ろうとしているのだ。西王母も人間に味方しているのではないのか？」


　そう尋ねたのは楓牙である。


『本音じゃ、多分そうなんだろうけど。ひと癖くせもふた癖もあるわけよ。あのお方は』


「そうだねー」と、晄もうなずく。


「いったいどんな女め神がみなんです？」


　佟韋は訝いぶかり、


『風ふ呂ろが好き』


　煒白がぼそりと答えた。


　そうしている間に、天墉城が見えてきた。


　天墉城の城じよう壁へきは黄金である。中心には、白い玉ぎよくの色をした九重の楼ろう閣かくが建っていて、西に傾かたむいた日が、その楼閣と城壁とを眩まぶしいほどに輝かがやかせていた。


　楼閣の周囲には、玉や金で飾かざられた高こう楼ろうがいくつも立ち並び、九色の光を孕はらんだ霞かすみが城内を漂ただよっている。


『すごー、きれー、ひろーい』


　チャウは、晄が初めて崑崙を訪れた時と同じことを言って身を乗り出す。舜や佟韋、楓牙、累焰は声もなく、天墉城の壮そう麗れいさに見入っていた。


　やがて、東門から数すう羽わの大きな鳥がやって来た。


『やだなー。鳳ほう皇おうが来ちまった』


　ひよこ姿で晄の肩に留まっていた鳳が、懐ふところに潜もぐり込む。


　以前、崑崙を訪れた時には、日にち没ぼつ後だったため鸞らん鳥ちようが出で迎むかえてくれたが、日のある時には鳳皇がこうして来訪者を迎むかえるのだろう。


　鳳皇は、鮮あざやかな五色の羽と、長い尾おを持っていた。くちばしは短く、首や足は鶴つるのように長い。鸞鳥とよく似ているが、色合いは明るく、頭頂の羽う毛もうは紅だった。翼よく長ちようも、鸞鳥よりはひとまわり大きそうだ。


「鳳も、いつかこんなりっぱな鳥になるのかな」


　惚ほれ惚ぼれと鳳皇を見つめたまま晄が言うと、


『どうだかな。ずっとそう思ってて、もう何千年も経たっちまった。あいつらみんな、おれより若いんだぜ。まったく、見てるだけで胸むなくそ悪い』


　鳳は懐から目だけを出して、同族の鳥を睨にらみつける。


『お待ち申しておりました』


　鳳皇たちは、旋せん回かいすると汪李を囲むようにして天墉城へ導く。その視線は、あえて晄の懐からそらしているようだ。そこに鳳がいることはわかっているのだが、彼がぎんぎんに敵意を発しているため、声をかけられないのかもしれない。


『化か蛇だの王、私を憶おぼえておいでか？』


　先頭の鳳皇が、懐なつかしそうに汪李に声をかけた。


『何となくな』


　汪李は無ぶ愛あい想そうに答えた。


　七百年前の禹王と共工の戦いくさや、三百年前の湯王と共工の戦に加わった汪李は、鳳皇鸞鳥にとっては戦友だった。


『また、貴き殿でんとともに戦えると思うと、血が騒さわぐ』


　おしなべて鳳皇は血気盛んらしい。その鳳皇は嬉うれしそうだったが、


『やめてくれ。我は戦は好かぬ』


　汪李はうんざりした様子でフンと鼻を鳴らした。


　九面虎こ身しんの開かい明めい獣じゆうが守る東門をくぐると、西王母に仕える白しろ兎うさぎがわらわらと集まってきた。


　白兎たちはチャウを見て、『心を持った息壌に会うのは何百年ぶりかしら！』と大おお騒さわぎする。


『よろしく～』


　チャウが尻尾しつぽを振ふると、


『まあ、何て可愛かわいいの！』『どこかのひよことは大おお違ちがい』『よい心はよい身体からだを育はぐくむって言うわ。きっと、りっぱな息壌に成長するわね』


　白兎たちは、晄の懐をチラリと見てチャウを取り囲む。チャウに成長されたら困る。鳳への嫌いやみなのは明らかだ。


『ちくしょう！　お前らまとめて焼き兎にしてやるっ！』


　鳳が懐から飛び出し、小さな翼の間に光の槍やりを作った。以前、ひよこのままでも槍が作れると言っていたが、本当だったのだ。


『きゃ～！　鳳が怒おこった～』


　白兎たちはピョンピョンと逃にげ出し、鳳は彼らを追って行ってしまった。何だかどちらも生き生きしている。本当は会えて嬉しいのだろう。などと感心している場合ではない。


「ちょっと、西王母様への取り次ぎは──」


　晄は大声で白兎たちや鳳に呼びかけたが、彼らは九色の霞の中に消えてしまった。


「どうしよう」


　天墉城の敷しき地ちは千里四方。迷ったら城内で遭そう難なんする。


『おやおや、白兎たちは遊びに行ってしまったのかい？』


　そこへ、白玉を垂らした冕べんをかぶり、白い縞しまの衣ころもに綦うすあおの帯を締しめた神が霞の中から現れた。王の装しよう束ぞくよりも甲かつ冑ちゆうの方が似合いそうな逞たくましい体たい軀くの男神だ。


「軒轅！」


　晄は彼に駆かけ寄った。軒轅すなわち黄帝は、人の身で最初に地上の王となり、死後は神となった炎えん招しよう戈かの作り主だ。


　楓牙たちは慌あわててその場に膝ひざをつき、拝礼する。


『頼むから、そんな風にかしこまらないでくれ』


　彼は楓牙たちを立たせると、


『晄、しばらく見ない間に、大きくなったね。待っていたよ』


　人好きのする優やさしげな目を細めてそう言った。


　西王母への取り次ぎは、彼がしてくれることになった。崑崙には天界に通じる道があり、軒轅も女媧に目通りしようと思えばできるのだが、『僕はもとは人間だからね。畏おそれ多くて女媧とはとても話せない』とのことだった。


『共工の目覚めが近いことは、何となく気づいていたよ』


　西王母のいる瓊けい華か堂へ案内しながら、彼は言った。


　崑崙には数多あまたの神々が住んでいるが、中には密ひそかに共工に味方する者もおり、それらの神が一人二人と姿を消しているという。どこかに集結して、共工の決起に備えているのではないかと心配していたそうだ。


『西王母は、共工が覚かく醒せいしないうちに滅ほろぼしてしまえばいいと言ってるけど、そんなことをしたら、共工に味方している神々が仇かたき討うちを考えるかもしれないだろ』


『結局、崑崙は何の手も打っていないのだな。相変わらず頼たよりにならぬ』


　小こ蛇へび姿で、晄の腕うでに絡からまっている汪李はブツブツと独りごちた。


『済まないね。僕たちも共工の核かくがどこにあるのか、ついこないだまで知らなかったんだよ。核の力が弱いうちだったら、祓はらって封ふうじることもできたんだろうけど──』


　王城に張り巡めぐらされた護まもりの呪じゆ術じゆつが、核の気配を消していたのだという。核が成長し、ようやく陽甲の中に潜ひそんでいることがわかったのだが、その時にはすでに崑崙の神でも祓うことはできなくなっていたそうだ。


「神々にもなせないとは……。利條様が命を削けずってまで呪術を施ほどこしても祓えないわけですね」


　佟韋は呟つぶやき、累焰も辛つらそうにうなずいた。


『五色の玉で、気を封じてしまうというのは僕も考えた。けど、僕は崑崙から出られないし、五岳の神は女媧に味方してくれてるわけでもないから、西王母が乗り込んで行ったらかえって話がこじれそうだし──で、どうしようかと思っていたところなんだ』


　軒轅の話を聞きながら、佟韋が「乗り込む？　話がこじれるとは？」と、ひそひそ煒白に問いかけた。


『西王母様は、一いつ片ぺんの曇くもりもなく女媧様に忠誠を誓ちかっている。だから、女媧様に味方しない五岳の神と話をしたらきっと喧けん嘩かになる。なぜ喧嘩になるか、それは見てのお楽しみ』


　煒白は真ま面じ目めに答えていた。


「それにしても、なんと見事な……」


　楼ろうと楼を結ぶ黄金の堂どう涂とを渡わたりながら、舜は辺りを見回す。高楼の庇ひさしには紅玉や碧へき玉の飾りが下がり、内ない苑えんに植えられた果樹は、宝玉の実をつけている。


「あの欄らん干かんの饕とう餮てつ紋もんや柱の虁き龍りゆう紋、どなたの作でしょう。ああ、目がよく見えないのが悔くやしいです」


　しかし、舜が心こころ惹ひかれたのは黄金や宝玉ではなく、それらに彫ほられた模様らしい。


　高こう楼ろうの欄干や回かい廊ろうには、地上では見たことのない美しい青い鳥が留まり、大きな猫ねこのような獣が寝ねそべっていた。紗しやの衣をまとった天てん女によの姿も見える。


「話には聞いていましたが、この目で天墉城の中を見られるとは……」


　佟韋は感無量といった様子で、きらびやかな高楼を見上げていた。


　長い堂涂を渡り、軒轅は階きざはしを上がると、紅玉で飾かざられた堂の中へ入った。西王母が住む瓊華堂である。


　いくつもの角を曲がり、やがて彼は、赤い玉たま飾かざりのついた扉とびらの前で足を止めた。


「もしかして、ここって……」


　晄は、以前に瓊華堂を訪おとずれた時のことを思い出す。


『西王母、晄を連れてきたよ』


　軒轅は扉を軽く叩たたいた。


『ここへ連れて参れ』


　甘く柔やわらかな女性の声が返ってきた。


『晄の兄君や、亳邑の王子たちもいるんだけど』


『その者らも一いつ緒しよで構わぬ』


　軒轅は、困ったような顔で楓牙たちを振り返り、


『済まないね。人間とは感覚が違ちがうんでね』


　と言って、扉を開けた。途と端たんに、いい香かおりのする湯気がもわっと溢あふれてきた。


「湯ゆ殿どの──!?」


　楓牙と累焰はもちろんのこと、滅めつ多たなことでは驚おどろかない舜も、ぱちぱちと目を瞬またたいた。








『五岳の神気か。よく集めたの』


　大理石のような白い石の湯船に、西王母は浸つかっていた。


　湯気で曇っているとはいえ、白く輝かがやく玉のような肌はだや、雪のように白い髪かみが湯に散っている様子はしっかりと見える。


　楓牙、累焰、舜は目のやり場に困って、白玉が敷しき詰つめられた床ゆかに膝をついたまま、あらぬ方を見ていた。チャウは湿しつ気けを吸って膨ふくらんでいる。


『華山の巫ふ術じゆつ師しに、ここまでの力があるとは思わなんだ。佟韋とやら、褒ほめてつかわすぞ』


　翡ひ翠すいのような大きな瞳ひとみが佟韋に向き、薄うす紅べに色いろの唇くちびるに艶あでやかな笑えみが浮うかぶ。


「畏れ入ります。ですが、南岳大帝、中岳大帝の心を動かしたのは晄にございます」


　白玉の床に端たん座ざし、佟韋は臆おくした様子もなく優ゆう雅がに拝礼する。


『人の身で、五岳の神にもの申すとは、怖こわい者知らずの小こ童わつぱらしい』


　半ば呆あきれたように彼女は言った。


『太古、不周山が折れて天が割れた時は、五色の玉を練るために女媧様が御おん自ら五岳を巡られたのじゃ。天が割れたままでは五岳も不自由ゆえ、神気を寄こしはしたが、その恩着せがましい態度といったら──。女媧様がわざわざ天から下りたというのにだぞ』


　思い出しても腹が立つと、西王母は湯船に浸かったまま拳こぶしを握にぎる。


　確かに、西王母が五岳を巡ったら話がこじれる。というか、共工が蘇よみがえる前に地上が滅びそうだ。


『盤古神の亡なき骸がらから成った五岳は、女媧様が人間をつくったことを快く思っておらぬ。それゆえ、女媧様も五色の玉を練ってお前に憑ついている気を封じたいとお考えではあったが、なかなか事を運べなかったのじゃ。こうして神気が手に入ったことを、女媧様も喜んでいらっしゃることであろう』


　彼女は拳を開き、ふっと笑顔を取り戻もどす。


「なぜ、女媧様は人間をつくったんですか？」


　晄は尋たずねた。


　人間がこの世に在ることは間ま違ちがっている──。それが共工の言い分だと、中岳大帝は言っていた。晄自身も、嵩山で人間の醜みにくさを目まの当たりにしてそう思った。つくられた生きものだからだろうか、人間の考え方や行動は、生きものとしてはあまりにも不自然だ。


　ではなぜ、女媧は人間をつくろうと思いたったのか。


『さて──。地上を散策なさった折、ふと御自身の姿に似た生きものをつくってみたいと思われたようじゃ。獣けものが子を産むのを見て、母になってみたいと思われたか、それとも御自身の力を試ためしたいと思われたか、盤古神を超こえたいと思われたか──。真意はわからぬ』


　女媧のような高位の神の志は、西王母にも量りかねるとのことだった。


『どうせなら、もっと丁てい寧ねいにつくってほしかった。人間がもう少しまともだったら、共工も叛はん乱らんなど起こさなかっただろうに……』


　そう言って溜ため息をついたのは、もと人間の軒轅だった。


『確かに、出来不出来の差は激しいの。女媧様は泥どろから人間をおつくりになったのだが、最初は丁寧に一人ずつつくっていたが、途と中ちゆうで面めん倒どうになって泥に縄なわを浸ひたし、それをふりまわして、飛び散った泥の塊かたまりを人間にしたというからの』


『なんて大ざっぱな──』


　西王母の言葉に、軒轅は渋じゆう面めんを作る。


『そんないい加減につくっておいて、人間に害を為なす神や妖あやかしを罰ばつしたら、共工だって怒おこって当たり前じゃないか』


『できあがってみれば、人間は身体からだの弱さに比べ、心が豊かであった。また、集団で寄り集まって、知ち恵えを働かせる力に秀ひいでておった。女媧様は、人間がどのようにして牙きばや毒を持つ獣から身を守るのか、どのような社会をつくるのか、お知りになりたかったようじゃ』


　人間の繁はん栄えいの方法を観察する上で、他ほかの神々の干かん渉しようを嫌きらったのだろうと、西王母は言った。


『もしくは、女媧様なりに人間に愛着を持っておられるのやもしれぬ。どれほど出来が悪かろうと、我が子を愛いとしいと思うのは、人間の母も同じであろう』


　神々の中には、不完全ながら懸けん命めいに生きる人間を見て、面おも白しろい生きものだと思っているものもいたり、人間に祀まつられたり祈いのられたりして、すっかり情が移ってしまった神もいたりするという。


『君は？』


　軒轅に問われ、


『妾わらわは、決して人間を愛しいと思うてはおらぬぞ。世話がめんどくさい。一人では何もできぬし、少しばかりのことで悲しいの嬉うれしいの騒さわぐし──。女媧様のために、仕方なく人間に関かかわってやっておるのじゃ』


　西王母は何だかむきになっているようだった。


『やっぱり素す直なおじゃない』


　ぼそっと軒轅は呟き、西王母はカッと赤面した。


『くだらない問答に時間を潰つぶしている場合ではない。五色の玉を練っていただきに天界へ参る。そこで待っておれ！』


　ザッと、西王母は勢いよく湯から上がり、それまで黙だまって話を聞いていた楓牙たちは大いに動転した。
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　深夜、静まり返った後宮の一室で、梓羅々は水を張った鑑かんを見ていた。鑑には、白い鹿しかに乗って星空を翔かける西王母が映っている。


「相変わらず、いやらしいほど華か美びな女神ひとね」


　梓羅々は忌いま々いましそうに呟つぶやくと、白い指先で水をかき回し、絶世の美神の姿を消す。


　やがて、波は紋もんが静まると、水面に孤こ高こうの虎とらのような目をした男が姿を現した。


「西王母が崑崙を発たったわ」


　梓羅々は、鑑の中の男に言った。


　──わかっておる。


　章玄は不快そうに応じた。


「どうするつもり？　共工様の気を封ふう印いんされてしまって構わないとでも？」


　──河伯と化か蛇だや駮はくに守られた晄を殺すより、呪じゆ具ぐを奪うばう方が容易だ。舜がもう戦えぬのだからな。


「そのために、目を潰したの？　負け惜おしみにしか聞こえないわよ」


　──そちらこそどうするつもりだ。共工を目覚めさせられるのか？　楓牙は、伊尹の宝ほう剣けんを手に入れてしまったぞ。


　梓羅々の冷れい笑しようを軽く受け流し、章玄は言った。


「まったく、こんな時に余計なことばかりしてくれるわ」


　梓羅々は薄うす紅べに色いろの唇を歪ゆがめる。


　──楓牙は諦あきらめるのか？


　章玄の問いに、梓羅々は傍かたわらに敷かれた夜具にチラリと視線を走らせる。そこには陽甲ではなく、脩牙が眠ねむっていた。小さな灯火の下でもわかるほど、彼の顔色は悪かった。頰ほおはげっそりとこけて、目の下が黒ずんでいる。


「いいえ、脩牙がもう空からになってしまったのよ。あと、共工様にお力を与あたえられるのは、楓牙ぐらいしか残っていないわ」


　──也真を王城に出向かせてやってもいいぞ。


「あの男は、すれすぎているわ。やはり共工様に差し上げるのなら、高潔な者のものでなくては……。也真を使うぐらいなら、あなたを使うわよ」


　梓羅々は侮ぶ蔑べつの混じった視線を鑑に落とした。


　──褒め言こと葉ばととっておこう。


　章玄は可笑おかしそうに笑い、吉きつ報ぽうを待っていると言い置いて水面から姿を消した。


　鑑から視線を外し、梓羅々は部屋の隅すみに目を移す。明かりの届かない闇やみの中に、うずくまり、自らを両手で抱だいた陽甲の姿があった。その肩かたは小刻みに震ふるえている。


「また、陽甲が抗あらがい始めたようでございますね」


　梓羅々は立ち上がり、觥さかずきに酒を注ぐと陽甲の前に膝ひざをついた。


　──おおかたの自我を失ってもなお、余に支配されることを拒こばんでおる。人間の魂たましいの強さは、やはり異常だ。


　苦痛に歪んだ表情とは裏腹に、梓羅々に届く声は平然としていた。


「不自由ではございましょうが、間もなく、章玄が共工様のお身体を取り戻しましょう。どうかもうしばらく御ご辛しん抱ぼうくださいませ」


　梓羅々は、陽甲の唇くちびるに觥をあてた。震える唇で、彼は酒をすする。


　──慌あわてずともよい。余の目覚めも完全ではない。まずはこの人間の身体を支配せねば、王城から出ることも叶かなわぬ。


　やがて震えの治まった彼は、おのれを抱いていた手を下ろし、虚こ空くうを見つめる。


　──見事な技わざだ。


　陽甲の姿をした共工はつぶやいた。


「王城に張り巡めぐらされた護まもりの呪じゆ術じゆつのことにございますか？」


　──いや、霊れい廟びようで余をこの身体から祓はらおうとしている人間の技だ。今もひしひしと感じておる。あやつが邪じや魔まだてせねば、そなたの手を煩わずらわせるまでもなく、余はとうに自力で目覚めていた。女媧は、人間に知恵を与えすぎた。


「人間を恐おそれておいでですの？」


　──ああ、恐ろしい。人間はその力を以もつて、いずれ盤古神より成ったこの地上を滅ほろぼすだろう。ゆえに、余は人間をこの世から一いつ掃そうしたいのだ。


　共工は闇に目を据すえたまま、静かに言った。
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「きれい──」


　莉由は、白絹の上に置かれた五色の玉を見て、目を瞠みはった。


　どれも完全な球の形をしていて、大きさは赤子の握にぎり拳こぶしぐらいある。


　やや緑を帯びた薄うす青あおの玉と、深い紅の玉、黄金色の玉は透すき通っていた。白い玉は混じりけのない純白で、黒い玉は深しん淵えんのような闇の色をしている。


　すべて一点の曇くもりもなく、自らが淡あわい光を放っていた。


「見事な物だ。これと同じ物で天が修復されたと思うと、何やら不思議な心ここ地ちがする」


　楓牙と累焰も、飽あかずに五色の玉に見入る。


　王都、利條の屋や敷しきの庭である。


　西王母から五色の玉を受け取り、崑崙を発ったのは昨日の朝だった。人目を避さけて祁き連れん山ざんの山あいを抜ぬけ、日が落ちてから中原の空を飛んだ。王都に到とう着ちやくしたのは夜明け前である。


　共工の気を封ふうじる術は、その日のうちに行われることになった。


　本来であれば、三日三晩の潔けつ斎さいをした後、何日もかけて術を施ほどこさなくては、晄から共工の気を祓えないのだが、


『伊尹の宝剣なら、一刀のもと、共工の気を追い出すことができるだろう』


　と、煒白が言ったからである。


「……だろうって、何か心配。ほんと、人間は斬きれない？」


　晄はおののいたが、


「私が斬っても祓えなかったら、舜が考えていた術を行えばよい」


　と、楓牙はやる気満々だった。


　日が中天にさしかかる時刻を見計らって、舜は屋敷の庭の一角を借りた。


「この彝いの表側は炎えん紋もんですが、内側には水を模した特別な紋様が彫ほってあって、共工の気は自然とこの中に吸い込まれるようになってるんですけどね。まあ、念のため、陽の気が一番強い時刻がいいかと」


　水神の気は陰いんに属するため、日の光を嫌きらって呪具に入るはずだと彼は言った。


　舜は、晄を庭の白はく砂さの上に座らせると、その前に方形の呪具を置いた。四面が正確に東西南北に向くように、地面に落ちる影かげの角度を見定める。


　炎紋の呪具の蓋ふたを取り、舜は青い玉を手に取った。


「東に青玉──」


　呪具の側面の穴に、舜はその玉をはめ込む。西王母を通じて、舜は女媧に玉の大きさを指定しておいたのだが、果たして玉は吸いつくように穴にはまった。


「南に紅玉」


　続いて、彼は紅の玉をはめ込んだ。


「西に白玉、北に黒玉」


　四面に四つの玉をはめると、舜は黄色い玉を右手に、呪具の蓋を左手に持った。


「じゃ、始めますよ。莉由ちゃんは離はなれててくださいね。共工の気が、莉由ちゃんに取り憑つかないとも限りません」


　舜は、うっとりと玉に見とれていた莉由の背中を押す。


　屋敷全体に厳重な護りの呪術が施されていたが、さらに佟韋が周囲に結界を張った。晄から気を祓った途と端たんに、それが炅の所へ飛んで行ってしまわないようにするためである。


　累焰が矢に向かって呪を唱えると弓につがえた。


　汪李や煒白、鳳は人ひと形がたに変へん化げして晄を囲んだ。汪李は爪つめの刃やいばを伸のばし、鳳は手の中に光の槍やりを作って臨戦態勢をとる。チャウは、水を張ったたらいの前に座った。


「王子様、お願いします」


　舜は楓牙を見上げた。いつものほんわりした笑えみは消えていた。


　晄も舜から楓牙に目を移す。真昼の日を背に、楓牙は凜り々りしい目で晄を見つめていた。


　楓牙は、剣帯にはさんであった柄つかを握った。途端に、氷のように透とう明めいな刃が晄の目に映る。伊尹の宝剣の一ひと振ふり、含がん光こうだ。


　彼は両手でその柄を握り、刃を振り上げると、晄の頭頂に狙ねらいを定めた。
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　結界の外で、莉由が息を呑のむ。


　鋭するどい気合いとともに、楓牙は含光を振り下ろした。刃の軌き跡せきが、晄の頭頂から臍へそまでを貫つらぬいたが、斬られた感じはしなかった。


　しかし、次の瞬しゆん間かん、カッと全身が熱くなった。汗あせが噴ふき出たが、背筋には悪お寒かんが這はい上ってくる。


　続いて、身体からだの奥底を指でこねられるような不気味な感覚が襲おそい、晄は自分の胸に手を当てて喘あえいだ。


　ゴウッと、結界の中で突とつ風ぷうが巻き起こった。晄は思わず目を閉じる。


　唸うなり声を上げて渦うずを巻く風が、自分の体から発せられていることに気づくまで、しばらく時間がかかった。


　苦痛に耐たえながら、晄は薄うす目めを開けた。


　透き通った明るい光と、瘴しよう気きのような黒く濁にごった光とが入り混じって、周囲を回転していた。光は次し第だいに分ぶん離りし、二重の螺ら旋せんを描えがき始める。


　二色の光が完全に分かれると、濁った光は螺旋を描きながら炎紋の呪具に吸い込まれた。透き通った光は、再び晄を包んでいく。同時に、苦痛が遠のいていった。


　風が止やんだ。光も見えなくなった。


　舜はすかさず蓋をし、


「中央に、黄玉──」


　と、蓋の頂の穴に、黄色の玉をはめ込む。


「晄ちゃん……」


　結界の外で、莉由が不安そうに呼びかけた。


「うまくいったのか？」


　硬かたい表情で、楓牙が誰だれにともなく尋たずねた。


「これまで、晄殿どのをとりまいていた清と濁だくの光が、今は清い光だけになっておりまする」


　累焰は弓を下ろし、目を細めて晄をつぶさに眺ながめる。


「どんな感じです？　どこか痛みはありますか？」


　舜が晄の顔をのぞき込んだ。


「ううん……」


　晄は、自分の身体や手の平を見回した。


　常に腹の底にあった重い塊かたまりが消えていた。頭の芯しんが、洗われたようにさっぱりとしている。


　全身にこれまで味わったことのない、心地よい爽そう快かい感かんが満ち、何だか元気が湧わいてくる。


　次に、晄は周囲の景色を見回した。


　空の色が、やけに鮮あざやかに見えた。流れる白い雲を透かして、大気の波動までが感じられるような気がした。木々の梢こずえや膨ふくらんだ芽までが、美しく輝かがやいて見える。


「びっくり……。生まれ変わったみたいだ」


　晄は呟つぶやいた。


「成功したみたいですね」


　舜が、長い吐と息いきをついた。


「よかった──」


　楓牙がその場に膝ひざをついて、晄の肩かたに手をかけた。心なしか目が潤うるんでいる。


『晄！』


　汪李たちも、それぞれの武器を収め、晄を取り囲んでもみくちゃにする。


「晄ちゃん！」


　佟韋が結界を解くと、莉由が駆かけ寄ってきた。楓牙や妖あやかしたちを押しのけ、晄を抱だきしめる。


　莉由が、自分から楓牙や人形の汪李、煒白に触ふれたのは初めてだったかもしれない。しかし、五尺の掟おきてを忘れていなかった男たちは、ばっと後あと退ずさった。


「これで、もう命を狙われなくなったのね。操あやつられる心配もなくなったのね」


　莉由は涙なみだ声ごえだった。


「うん──。今まで、いっぱい苦労や心配かけちゃったね」


　莉由の背に手を回したまま、晄は舜を振り向く。


「舜兄にも、ものすごく迷めい惑わくかけた。それから──ありがとう」


　彼は、共工の気を収めた呪じゆ具ぐの蓋に手を置いたまま、ほんわり笑顔を浮うかべてうなずいた。


「お兄ちゃん！」


　莉由は、舜の首に飛びついた。


「やっぱり、お兄ちゃんは最高の呪具づくりだわ。注文の品を勝手に持ち帰ったり、粟あわを買いに出かけて、銅鉱石を仕入れて帰ってきちゃっても、もう怒おこらないわ」


　莉由は舜の胸に顔を埋うずめて、おいおいと泣き出した。


「舜……、お前、そんなひどいことを」


　楓牙が啞あ然ぜんとしてつぶやいた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。これからは、もうそんな馬ば鹿かな真ま似ねはしません」


　舜の笑顔は、少し寂さびしそうだった。








「舜兄？」


　その日の夕刻のことである。


　晄が利條の屋や敷しきに戻もどると、舜が独りで堂の階きざはしに座り込んでいた。


　共工の気を封ふうじた後、舜と鳳に呪具の見張りを頼たのみ、晄たちは、手分けして呪具の保管場所を探しに行った。


　晄は佟韋とともに泰山へ行き、楓牙と累焰は、共工の気が封じられたことを利條に報告がてら、王都の霊れい廟びようへ行っている。チャウには土つち埃ぼこりに変化して王城内へ忍しのび込み、陽甲──共工の核かくの様子を探さぐりに行ってもらった。


　佟韋は、華山に保管場所がないか探してみるといって、そのまま煒白に乗って行き、晄と汪李だけが戻ってきたのである。


　夕ゆう映ばえの空の下、うつむき加減の舜の影が回かい廊ろうに長く伸びている。その後ろ姿が、晄にはひどく切なそうに見えた。


　ふと、彼が濡ぬれた巾きんを両目に当てていることに気づき、晄は駆け寄った。


「目、痛むの？」


「ああ、お帰りなさい。昼間、日の下にいたので、ちょっと……」


　舜は巾を当てたまま答えた。


「紫央を呼んでこようか。彼、馮夷城にいたよ」


「大丈夫ですよ。痛むだけで、見え方が悪くなっているわけではありませんから」


　舜は巾を離し、目を瞬またたいた。


「それよりも、東岳大帝は呪具を預かってくれそうですか？」


「ううん。だめだって」


　晄は頭かぶりを振って、彼の隣となりに腰こしを下ろした。


　東岳大帝には、馮夷城の地下の湖に呪具を置かせてほしいと頼んだ。敵が近づけば、東岳大帝がすぐに気づくし、黄河にも近いので、小こ化か蛇だに見張らせておくことも可能だ。


　けれど、東岳大帝は泰山を神々の戦場にしたくないと言った。また、水神馮夷は、以前は共工に従っていたので、信用できないとのことだった。


「佟韋が西岳大帝にも訊きいてみるって、煒白と華山へ行ったけど、この調子じゃ無理かな。あと、強力な結界が張れて、小化蛇が見張っていられる場所っていえば、亳邑の蛇だ哭こく山さん、陝邑の霊廟ぐらいかな」


「このお屋敷でも、王都の霊廟でも大丈夫ですよ。晄ちゃん、しばらく王都にいなければならないでしょう？」


「そりゃあ、近くにあれば安心だけど、小化蛇をうろうろさせておけないじゃない」


「僕が見張ってます。目が悪くても、そのくらいはできますから」


　舜は裘かわごろもの襟えりをビラッと開いた。内側には呪符や鏢ひようが山ほど仕込まれていた。


『重そうだな』


　妖あやかし除よけの呪具を見て、腕うでに絡からまっている汪李が顔をしかめる。


「でも危ないよ。今からきっと章玄や炅、共工に味方する神や妖が、呪具を奪うばいにやって来るもの」


「僕のことは心配しないで。晄ちゃんこそ、共工の気から解放されて、もういつ死んでも構わないなんて考えて、無む茶ちやしないでくださいよ。晄ちゃんには、今からやらなければならないことがたくさんあるでしょう？」


「うん、わかってる……。俺、王になりたい。舜兄にちゃんと言ってなかったけど」


「今さらですよ。晄ちゃんが他ほかの人に言うの、何度か聞いてますって」


　舜は苦く笑しようする。


「その前に、共工を鎮しずめなくちゃ──。俺、共工に直接会って話したいんだ」


　北岳大帝、南岳大帝と話した時には、単に戦いくさを避さけるために共工を鎮めたいと考えたが、嵩山で人間の醜みにくい部分を目まの当たりにし、共工自身の口から言い分を聞いてみたいと思ったのだ。


「でも、共工が目覚めてしまったら、どんな力を発揮するかわかりません。危険じゃないですか？　晄ちゃんに憑いていた気は封じてしまいましたが、禹王の時代から共工にとって炎えん招しよう戈かの使い手は敵ですよ」


　舜は片かた眉まゆを上げる。


「わかってる。でも、会いたいんだ。共工の考え方は間ま違ちがってないんだもの。人間はいつか地上を滅ほろぼすかもしれない。そんな人間をつくり、栄えさせようとする女媧に対して、共工が怒るのも無理ない。大勢の水神や妖が共工に従っているのももっともだと思う」


　晄は舜をまっすぐに見つめた。


「でも、つくられた不自然な命でも、俺たちは生きているんだ。俺はすべての人間が笑って幸せに暮らせるようにしたい。だから共工に会って、彼が望んでいる地上の姿ってどんなものなのか、そこに人間が含ふくまれる余地はないのか訊きいてみたい」


「不自然でも壊こわれていても人間が愛いとしいと……。共工と争わずに、歩み寄りたいわけですね。晄ちゃんらしい」


　舜は微笑ほほえんだ。


「守りたいものが違ちがうだけで、根っこは同じなんだ。共工も俺も……。俺だって、人間を守るために他に方法がなかったら、敵を滅ぼすよ」


「そこまで言うなら反対はしませんけどね……。王子様も伊尹の宝ほう剣けんを手に入れたことだし」


　舜は諦あきらめたような溜ため息をつき、夕空を仰あおぎ見ると、それきり黙だまってしまった。口元にはいつもの笑えみが浮いているが、ひどく虚うつろな感じがした。


（普ふ段だんなら、そんな危ないこと絶対にダメです～とか言うはずなのに）


　あっさり承しよう諾だくしたことにも驚おどろいた。


　晄は舜の心の声に耳を澄すましてみる。人には聞こえない声が聴きこえる晄だが、舜の心の声はいつもあまり聴き取れない。


「舜兄って、心の内を悟さとられないようにするのうまいよね。楓牙なんか、だだ漏もれだけど」


「そうですか？　自分じゃそんなに意識してないんですけどね」


　舜は空を見上げたまま、そう言って笑った。


「何考えてたの？」


「これからは、王子様が晄ちゃんを守るんだな──って」


　口元に笑みを刷はいたまま、舜は呟つぶやいた。


「正直、ちょっと寂しいかもっていう気分です。もう僕には晄ちゃんを守れませんからね」


「舜兄……」


「誤解しないでくださいね。目が悪くなったことを嘆なげいているわけじゃないんです。晄ちゃんが大人になってしまって、僕の手は必要なくなったんだって思ったんですよ。ちゃんと互たがいのことを理解した上で、共工を鎮めようとしてますし」


「誰だれかを──何かを守ろうとする気持ちを、俺はないがしろにできない。俺自身が父さんや舜兄に守られて、ここまで生き延びてこられたから」


「晄ちゃん……」


　舜は少し驚いた様子で晄に視線を戻す。


「感謝してる。それからごめん」


「何を謝ってるんです？」


「十七年間のいろいろ……。呪じゆ詛そをかけられて、青銅器が作れなくなっちゃったこととか」


「僕が青銅器職人になったのは、きっとあの呪具を作るためだったんですよ。僕はその役目を果たしました。僕、かなり満足してるんです。だからもう青銅器を作れなくてもいいんです」


　舜はいつものほんわり笑みを浮うかべる。晄に負担をかけまいとしているのだろう。


「頼むから、舜兄、そんなこと言わないで……」


　本当は、もっと青銅器を作りたいはずだ。けれど彼は、いつも自分の本当の気持ちを隠かくしてしまう。


（言えば、俺が心配したり悲しんだりするから……。きっと今までもずっと……）


　養父母の死後、彼はどのような思いで莉由や自分を守ってきたのだろう。


「俺は、鳳たちに出会うまで、共工に取り憑つかれてるなんて知らなかった……」


「僕もそうですよ」


　舜は軽く応じる。


「南庚王の子だって知ったのも、つい最近だ」


　これには舜は答えなかった。


「刺し客かくが襲おそってきたのは、父さんや母さんが死んだ時だけじゃなかったはず──」


　舜の顔から笑みが消えた。


「でも、俺はなんにも知らずに、呑のん気きに暮らしてた」


　十五の時、汪李に会って炎招戈の使い手になるまで、自分はまったく普ふ通つうの生活をしていた。


　ひと所に落ち着かず、引っ越こしを繰くり返すことを、たいして不思議には思わなかった。


　舜に頼たより切り、心配事といえば引っ越しの時に舟ふねに乗るか否いなか程度のことだった。


「俺が章玄に狙ねらわれてるってわかった時も、共工の気に憑かれてるってわかった時も、舜兄は莉姉には詳くわしい説明をしなかった。俺も莉姉に心配かけたくなかったから、言わなかったけど、きっと俺にも内ない緒しよの事件がたくさんあったはず……。舜兄はそうやっていつも独りで背負い込むんだ」


　晄はたたみかけるように言った。


「共工の気を封ふうじて、ようやく俺から解放されて、これからは好きなように生きられると思った途と端たん、青銅器が作れなくなって、本当は悲しくて悔くやしくて、たまらないはずなのに──」


「晄ちゃん、それは違います」


　舜は、少し強い語調で晄の言葉をさえぎった。


「僕は、晄ちゃんに縛しばられていたつもりはありませんし、たとえそうだったとしても解放されたくありません。兄としての誇ほこり──とでも言うのでしょうかね。晄ちゃんと莉由ちゃんのためにがんばることが、僕の生き甲が斐いなんです」


　舜は晄の頭に手をかけ、自分に引き寄せた。晄は抗あらがわず、頭を彼の肩かたに乗せる。


「僕は、確かに青銅器作りが好きですけど、晄ちゃんと莉由ちゃんの方が、もっと好きなんですよ」


「俺も舜兄と莉姉が大好きだ……。だから、誰よりも舜兄と莉姉に幸せになってもらいたい」


　晄は、舜にもたれたまま言った。


「これからは俺が舜兄と莉姉を守るから」


「晄ちゃん……」


　舜は軽く目を見開く。


「肩にもたれたまま言う言葉じゃありませんよ。やっぱりこういうところは、昔のままの晄ちゃんですね」


　続いて彼は嬉うれしそうに微笑んだが、夕空を眺ながめていた晄は、彼の表情に気づかなかった。


　空は朱しゆから紅に色を変え、細い雲が黄こ金がね色いろに輝かがやいていた。




　終







　その日の夕刻、楓牙は累焰を霊れい廟びように残し、一人で登城していた。


「晄が、行方ゆくえ知れずだった南庚王の御み子こ──!?」


　晏仲は目を丸くした。


　王城内の晏仲の私室である。


　楓牙は晏仲に人ひと払ばらいを願い、二人きりにしてもらった。晏仲は次代の王を決めるべく、氏族間の調整役をしている。王が聡牙か脩牙かどちらかに決まってしまう前に、晏仲には、晄にも王位継けい承しよう権があると告げておかなくてはならなかった。


「南庚王の正せい妃ひ、杏玲様も見つかり、今は、陝邑にお住まいになっている」


　楓牙は、晄が南庚王の御子だとわかったいきさつや、杏玲発見までの経けい緯いを説明した。


　晏仲はしばらくの間、啞あ然ぜんとしていたが、やがて「言われてみれば……」と口を開く。


「晄は、嬉氏の当主、関玲殿どのや杏玲様に似ているかもしれぬ」


　十七年前まで、晏仲は軍部に籍を置いていたため、晄の祖父関玲や杏玲は遠目にしか見たことがなかった。だから、言われるまで晄と彼らが結びつかなかったのだという。


「私の母の一族、偃氏と南庚王との関係は知っているはず。私は、晄を王にしたいと、今も望んでいる」


　楓牙は言った。


「しかし、王子──」


「もちろん、今すぐに事を起こすつもりはない。晄は、炎招戈の使い手だ。彼は共工を鎮しずめたいと考えているが、どんな形にせよ、共工と決着をつけなければならない。また、兄上たちが納なつ得とくしないまま、強ごう引いんに晄を王位に就つけるつもりもない。ただ、晏仲殿には知っておいていただきたいのだ」


「主上に憑いた共工と、決着を……」


　皺しわに埋うもれたような晏仲の目が揺ゆれた。陽甲を主あるじと仰あおぐ彼には、様々な思いがあるのだろう。


「承知いたした」


　やがて晏仲は辛つらそうにうなずいた。


「いずれ二人の王子の御ご病状は重じゆう篤とく。直ちには、どちらが王位に就くかは決められ申せぬ」


「兄上たちは、それほどお悪いのか──？」


　決められないということは、死ぬかもしれないということだ。


「日ごとに衰すい弱じやくしておられる。呪じゆ詛そではないというが、流行はやり病やまいにしては儂わしのような年寄りが、ピンピンしておるのはどうしたわけか」


「近ちか頃ごろの主上のお加減は？」


　楓牙は急せき込んで訊きいた。


「主上は、もはや誰だれにもお会いにならないのでござる」


　後宮から一歩も出ない上、この数日は、晏仲が目通りを願っても、梓羅々に追い返されるとのことだった。


「共工の核かくはどこまで主上を蝕むしばんでおるのか。二人の王子がなぜ御快復なさらぬのか……」


　老宰さい相しようは力なく頭かぶりを振ふった。








　その夜、楓牙は床とこに横になると、三み振ふりの宝ほう剣けんを胸むな元もとに置いて、その上から夜着をかぶった。


　燭しよくは点つけたままにしておいた。


　目は閉じたが、眠ねむらなかった。耳を澄すまし、辺りの気配をうかがう。衛え士じが内ない苑えんを行き交かう足音が微かすかに耳に届く。


　二ふた時ときほどもそうやって待っていただろうか。


　ふと、戸口近くに妙みような気配を感じた。


（来たか）


　けれど楓牙は眠ったふりを続けた。夜着の中で、三振りの宝剣のうち一番力の強い宵しよう練れんの柄つかを探さぐる。


　衣きぬ擦ずれの音もさせず、その気配は近づいて来る。


「あなたが一人になる夜を待っていたわ」


　妖よう艶えんな囁ささやきは耳元で聞こえた。


　楓牙は宵練の柄を握にぎり、その手でバッと夜着を払はらいのけた。


　梓羅々は息を呑のみ後あと退ずさろうとした。しかしその前に楓牙は梓羅々の背後に回り、左腕を彼女の喉のどに回すと、宵練を眼前に突つきつける。


「この剣けんは、もしや……」


　輝く刃やいばに照らされた梓羅々は、恐きよう怖ふに目を剝いていた。


「来ると思って待っていた」


　楓牙は言った。


「聡牙兄上と脩牙兄上に何をした」


　梓羅々は答えなかった。唇くちびるを引き結び、目だけを楓牙に向けて睨にらみつける。


「もう一度訊く。聡牙兄上と脩牙兄上に何をした」


「あ、あたくしは何も、お二人は流行病で……」


「兄上たちは流行病に罹かかったのではない。流行病ならば晏仲にも感染うつるはずだ。しかし、王城に詰つめていた晏仲には感染らず、黄河北岸で陣じんを布しいていた脩牙兄上が、王城を訪おとずれた途端に病に伏ふすなど、そのような流行病など聞いたことがない」


「それがあたくしとどのような関かかわりが……」


「王城の流行病と同時に、晄に憑いていた共工の気が力を増した。あれは核の成長に、気が呼応したのであろう。核を育てているのはお前だ」


　それまで、恐怖におののいていた梓羅々が、ふっと小さく笑った。


「そこまでわかっていて、どうしてあたくしを斬きらないの？　異腹の兄君たちを助ける手立てを知りたいから？」


「そうだ」


「今夜、あたくしが来るって、どうしてわかったの？」


「共工の核は目覚めが近いと聞いている。だが、まだ目覚めないのは、核の目覚めに必要な何かが足りぬからだ。秋の評議の折、お前は私に味方になれと言った。核の成長に必要なものが、私にあるのだろう。子家の血か何か、聡牙兄上や脩牙兄上と共通するものが──。そして、お前が来るとしたら、累焰のいない今夜だ」


「それで今夜は、いつもあなたにぴったりくっついている影かげをあえて霊廟に置いてきたのね。賢かしこいこと」


　梓羅々は諦あきらめたような、薄うすい笑えみを浮うかべた。


「あなたの言う通りよ。あたくし、聡牙と脩牙を共工様のお食事にしたの。他ほかにも、王城に住む人間から少しずつ──。ただし、血ではないわ。生きものの血など共工様が欲しがるわけないでしょう」


　梓羅々は薄うす紅べに色いろの唇を尖とがらせ、ふーっと長い息を吐はいた。甘い香かおりのする息だった。


「共工様に差し上げているのは、精気よ。若くて逞たくましく、高潔な者の──」


「精気？」


　聞き返した途と端たん、楓牙の視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。梓羅々の息を嗅かいだせいだと気づいた時には、すでに遅おそかった。


　喉を縛いましめていた腕うでが弛ゆるんだ。スッと梓羅々が消える。


「くそっ！」


　楓牙は梓羅々を捜さがして周囲を見回した。気づくと、楓牙は凍こおった黄河の上に立っていた。


　照り返す日差しの中、氷の欠片かけらを散らしながら、鬼方の騎き馬ば兵が大軍をなして駆かけてくる。


「戦いくさは終わったのでは……？」


　楓牙は丸まる腰ごしだった。


「剣を──」


　見ると氷上の彼方かなたに三振りの宝剣が落ちている。楓牙は、そこへ向かって走ろうとしたが、足はひどく重く、必死で駆けているのに少しも前に進まない。どっと冷や汗あせが噴ふき出た。


（これは夢だ）


　おぼろにそれを感じた。


　騎馬兵に追われ、宝剣に向かって走りながら、一方で、目覚めなければと念じる。


（剣は握っているはずだ。右の手に）


　右手の感覚が蘇よみがえってきた。確かに柄を握っている感かん触しよくがある。楓牙は渾こん身しんの力を振り絞しぼって、その剣を自分に引き寄せた。刃を脇わき腹ばらに当て、ぐっと押す。


　鋭するどい痛みが頭まで突き抜ぬけ、同時に目が覚めた。


　彼女の顔が目の前にあった。楓牙は仰ぎよう臥がし、梓羅々にのしかかられていたのだ。


「ちっ」


　楓牙の目覚めに気づくと、梓羅々は跳ちよう躍やくした。猫ねこのようなしなやかな動きだった。楓牙は跳はね起きると、宵練を一いつ閃せんさせる。


『ギャアッ！』


　獣けもののような声を上げて、梓羅々は床ゆかに落ちた。


　瞬しゆん時じに起き上がり、梓羅々は大量の血を噴き出す腹を押さえる。


『おのれ──』


　楓牙を睨みつけるその瞳どう孔こうは、猫のように縦に長かった。


『憶おぼえているがいい！』


　梓羅々はダッと踵きびすを返した。深手を負っているにもかかわらず、信じられないほど素す早ばやい動きだった。


　楓牙は、彼女を追おうとしてガクッと膝ひざをついた。宵練で傷つけた脇腹の傷はふさがっているのに、身体からだに力が入らない。


（どういうことだ……、まさか──）


　楓牙は、宵練にすがって立ち上がると、ふらつく足を踏ふみしめ、後宮へ向かった。





　　　　[image: ]





『共工様……』


　陽甲は、床に仰あお向むけになって眠っていた。その口元に、梓羅々は喘あえぎながら自分の唇を近づける。片手を床につき、もう片方の手は腹の傷を押さえていた。白い絹の袷あわせは、血で真っ赤に染まっている。


『楓牙の精気にございます……。途と中ちゆうで術を破られ、十分な量ではございませぬが』


　梓羅々は唇を尖らせ、長い息を吐いた。その呼気は淡あわい光を孕はらんでいた。それらが陽甲の口に吸い込まれていく。


　カッと、陽甲の目が開いた。人であれば白目の部分が、血のような赤い色をしていた。


　彼はゆっくりと身を起こした。滑なめらかで力強い動きだった。


『よくやった』


　それまで梓羅々の耳にしか届かなかった共工の意思が、陽甲の口から肉声として発せられた。





　その時、霊れい廟びようで呪じゆ術じゆつを行っていた利條と累焰は、突とつ然ぜん大気が裂さけるような感覚に襲おそわれた。同時に、供く物もつを盛った簋きが触ふれてもいないのに弾はじかれるようにして倒たおれる様子を見て瞠どう目もくする。


「共工が目覚めた……」


　利條が呟つぶやくよりも早く、累焰は弓をつかむと霊廟を飛び出した。




　あとがき







　寒いです～。この冬はマイコプラズマ肺はい炎えんが流行とのことですが、皆みな様さま、お元気でお過ごしでしょうか。ちなみに、殷いんの時代は今よりも温暖だったそうです。黄こう河がは凍こおらなかったのでは？　とか、突つっこまないでくださいね。きっと蘇よみがえりつつある水神が悪さしたんですよ。


　さて今回は、晄が王になる決意を固めると同時に、舜のターンでもあります。「家族のために一いつ生しよう懸けん命めい働き、職場ではそこそこの評価を得ているのに、妻や娘むすめには煙けむたがられる変な趣しゆ味みのお父さん」風な舜ですが、汚お名めい返上できたでしょうか？　カバーイラストの舜兄で、十分名めい誉よ挽ばん回かいしていますね。楓牙も晄もかっこいいですが、舜の仕草が切なくてステキです～。背景まで含ふくめて、物語の筋が凝ぎよう縮しゆくされています。伊藤先生、本当にありがとうございます！


　カバーイラストを送ってくださった際の担当様の第一声が、「指もしっかり八本になっています！」でした（笑）。晄ちゃんの指が十本立ったところで、この物語も終わります。どんなポーズになるのか、今から楽しみ～。


　ここまでお付き合いくださった読者の皆様に感謝申し上げます。どうか、最後まで晄の成長を見守ってください。それでは、厳しい寒さが続きますが、くれぐれもご自愛ください。







村田　栞　　
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舜　　　おや、楓ふう牙が王子さまと累るい焰えんさんは？　ま、座が広々としていいんですけど。


晄　　　楓牙は王城、累焰は霊れい廟びように行ってるんだ。大だい丈じよう夫ぶかなぁ。いきなり共きよう工こうが目覚めたりしなきゃいいんだけど。


チャウ　ぼく、からだのはんぶんおーじょーにおいてきた。きょーこーのみはりしてる。


舜　　　お二人がいないなんて、残念ですねぇ。今夜は、晄ちゃんが共工の気から解放されたお祝いをしようと思って、莉り由ゆうちゃんに御ご馳ち走そうを作ってもらったのに（にっこり）。


汪李　[image: ]白　鳳　　ぜったいわざとだ。楓牙が来られないことを知っていて、その隙すきに宴えん会かいをするつもりだったに違ちがいない（ひそひそ）。


舜　　　では、戦いくさを止めた晄ちゃんの功労をたたえ、無事に五ご岳がくから神気を得て、晄ちゃんが共工から解放されたことを祝いつつ、御馳走をいただきましょう。いただきまーす。


晄　　　でも、祝ってる場合じゃないような……。今からもっと大変なことになりそうなのに。


舜　　　だからこそ息いき抜ぬきが必要なんです。大変なことは王子様に任せておけばいいんですよ。


[image: ]韋　　章しよう玄げんは最初から共工を復活させるつもりで、先代の南なん庚こう王を手にかけ、当時王太子だった陽よう甲こうに共工の核かくを憑つかせたのでしょうか。


チャウ　きょーこー、よーこー、なんこー。なまえがにててややこしー。


晄　　　なんで章玄は共工に味方するんだろ。共工は人間を滅ほろぼそうとしてるんだから、共工が復活したら、章玄だってただじゃ済まないと思うんだけど。


舜　　　それ、謎なぞですねぇ。あー、王子様がいないと、いっぱい出番があります～。


晄　　　この場に楓牙がいたら、伝説の三み振ふりの宝ほう剣けんの話題になったよね。あれのおかげで、最後、中ちゆう岳がく嵩すう山ざんの神気を手に入れることができたわけだし。ほんと、助かった。


鳳　　　楓牙がいれば、也や真しんの話題になったかもしれねえぜ。


[image: ]白　　きっと、「りり莉由、也真がさらいに来る前に、わわ私のところへ嫁よめに……」などと言っただろう。


鳳　　　そしてここぞとばかりに、舜が、「女神の入浴をちら見するような男のところに、莉由ちゃんはやれません！」とか、西せい王おう母ぼの風ふ呂ろ場ばを訪おとずれた話を持ち出すんだ。


莉由　　まあ、西王母様のお風呂をのぞいたの!?


汪李　　と、莉由に問い質ただされ、「ふ、風呂場へ招かれたのだ。私は見ないように目をそらしていた」と、青くなって弁解したであろうな。目に浮うかぶようだ。


舜　　　王子様がうろたえるところを見たかったです。こんなことなら、王子様がいる時に宴会をすればよかった……。


汪李　[image: ]白　鳳　　やっぱり、わざと楓牙のいない隙に宴会をするつもりだったんだな。なんて腹黒いやつ（ひそひそ）。


チャウ　ぼくのおなか、そともなかも、ぜんぶちゃいろ。みる？




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


王おうへの決けつ意いと第だい八はちの挑ちよう戦せん





村むら田た　栞しおり
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